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眞 美大 觀序 

朝曦 東雲を 破て、 蜻蜓の 首尾を 照せ は、 樱花 爛漫、 彩 霞靉靆 V」 L て、 仙洲 を罩 め、 滿 天の 霜 氣凛冽 ご. して、 一 /: ひ 凝れは、 大 八洲、 到る 處ど して 紅葉 絢爛、 綿繡を 染め、 
綾羅を 織ら さるは 無， し。 或は 驟雨 新綠に 濺き 、或は 寒月 銀 峯に冴 ぇ、 或は 朝烟暮 靄、 或は 晴嵐 陰 霧、 千 態 萬 狀、 變幻窮 9 なく、 山峙 ち、 川流れ、 野 谷 遠く 開け、 靑 松白沙 
參差相 連る の 好 風 美景に n 層の 潤色を 添 ふ。 彼の 極寒 帶邊 一白 涯 りなく、 極熱 帶裡 常綠 四時に 變せ さる か 如きの 單 調なら す。 此問に 生れ 此裡 に活く 者、 爭て 
か此 美に 感 し、 此麗に 養 はれさらん。 日本人 民は 天然の 美育を 享け つ、 ある ものな り。 

之に 加 ふるに、 地 肥ぇ 產豐 に、 四時 風 和に 雨 順に、 耕 稼 夙に 開け、 釣 漁廣く 行は る。 人は 少しく 勞し て、 多く 逸し、 曾て 生計の 爲に 辛苦の 慘 味を 甞 めす、 優 遊 閑 適、 花 
鳥 ご 戯れ、 風月を 弄し、 以て 恬淡 淳朴、 溫良眞 率の 性 倩を 暢發 して、 輕 快なる 樂天國 民 VJ はなれ 9。 

且や大 繭の 水は 扶桑の 島根を 洗 ふ. て、 大陸の 俗塵を 避け、 彼の 擾亂 戰鬪の 腥風慘 雨、 絕て此 仙境に 影響を 及 ほさす、 一家 相睦 み、 同舟 相 親み、 和樂の 夢穩に して、 
自ら 寧靜の 俗を 成し、 温順の 性を 致 .し、 禮法愍 勤 r 秩序 嚴 整、 上は 萬 世 一系の 

皇統を 奉戴して 以て 萬 邦に 誇揚 す。 固より 時に 隆替な きに あらさり しも、 永世 劇甚の 變革 なく、 時に 戰亂 なきに あらさり •しも、 尙ほ 優秀の 致を 存 .し、 武裝尙 ほ 
風流を 盡 .し、 陣頭 尙ほ吟 咏を棄 て さりし か 如きは、 以て 本邦 民俗の 優美 温雅なる 特性を 見る に 足れり。 

夫れ 此の 如く 景色 美麗に. して、 風光 變 化に 富み、 土地 豐 肥、 氣候和 順、 隨て 產物饒 多に して、 居住 快適、 生活 簡易に して、 餘閑少 からす、 骨肉 爭ふに 由な く、 上下 軋る 
の 因な し。 本邦 民俗の 習性 自ら 大陸 諸國ご 同し からす、 温和に. して 輕快 、優美に L て 高雅、 風俗 淳 厚、 淸靜 恬淡に L て 仁義に 厚き は、 固より 其 所な り。 

されは 日本人 民は、 天然に 依て 審美的 敎 育を 受けた る 者な 9。 美を 感得. し、 之を 賞譜 する の 能力を 賦 せられた る 者な SS。 然れ 、こも 彼等は 餘 SN に 多く 樂天 的な 
りき。 眞率な S' き。 輕 快な SN き。 彼等 或は 好 風 美景の 賞 讚 者を 以て 終らん VJ する 者 あ 9。 彼の 蓋 世の 英雄 ご稱 せられし 者" こ雖 、一朝 感情の 制する 所、 名譽も 財産 
も 身命 も、 遭遇 情誼の 爲に擧 けて 犧牲 ごして 顧みさる あり。 余は 大陸 地方 如此 淡泊 眞 率の 英雄 あるを 知ら さるな 9。 蓋し 風景 温 潤、 氣候 中和に L て、 豪 宕雄拔 
の氣を 成す に 適切なら す、 隨て甚 深なる 懷疑少 く、 深刻なる 煩悶 少， し。 執拗 邪念な く、 殘忍 酷烈なる 兇 恶 なき 代 9 には、 高大なる 理想、 永遠なる 信念は、 彼等の 稀 
に 要求す る 所な 9。 

加 ふろに 彼等の 慾 念は 甚た 淡泊に して、 其 生活は 甚た 質朴、 復た 衣服 室 家を 盛 飾 せんこ ごを 思は されは、 天然 美景の 搖籃に 育成せられ て、 天 M 爛漫なる 從來 
の巨エ も、 未た 技を 鍊り 、術を 磨く の 志 深厚なら さりき。 

事物 漸く 繁を 加へ、 隣 交 漸く 端を 開き、 三韓 隋唐 文物の 渡来は、 大に我 文 藝の發 達を 促し、 又 殊に 佛敎 の傳來 は、 實に 本邦 民人の 思想を して 遠大なら* しめ、 以て 
其 文運を， して 大に 興隆に 趨 かしむ。 玆に 於て か 美術の 發達頓 に 隆盛を 致せ 9。 

佛敎は 美術を 誘掖 し、 美術は 佛敎を 扶翼し、 兩兩相 待て、 其 効を 遂 け、 其 用を 全ぅし、 過去 千 三百 年間、 常に 其 消長を 共に. したり • 

抑、 大 美術は 必す大 精神の 鼓吹 振盪に 依て 產 せらる へき ものな り。 蓋し 袖 象の 眞は 、具体の 美 VJ 相 合して、 始めて 人心 奥 祕の滿 足を 與 ふへ， し。 鬱勃た る 信念は、 
必す之 か渴 仰を 傾注す へき 目的物を 要求す。 固よ 9 絕待 常住の 眞理 は、 壊滅し 易き 色相の 全く 之を 寫悉し 得へ きものに あらす ど 雖 、然れ ごも 思慮を 盡し 、エ 
夫を 究めて、 せめては 其 片影 にても 寫し 出さん V」 努む るは、 人の 至情な り。 是れ宗 敎の 常に 美術を 伴 ひ來る 所以な SS。 而 L て 他の 方面より 之を 見れ は、 最高の 
形 美を 靈 化して、 其甚 深なる 情趣を 發 揮せ* しむる には、 其 題目を 宗教に 取りて、 其 理想を 之に 寄す るは、 洵 (: 至 切なり。 是れ 美術の 多多 宗教に 依りて 發揮 せら 
れ たる 所以なる へ L。 

美の 素養 ある 日本人 民は、 佛敎を 得て. 大に其 技倆を 揮 ふに 足る へき 機會を 得た る ご 同時に、 更に 深 重に 其 思想を 鍛冶せられ た 9。 外界より 採りた る 美感、 心 
內に 探りた る眞 念、 相融 .し 相 合 •して、 佛 敎の靈 威、 煥乎 .こして 其 光を 放ち、 日本 美術の 精英 、爛然 ご .し て 其 華を 發 せり。 今や 佛敎は 其本國 たる 印度に 於て、 殆ご消 
滅し去 9、 西 葳 蒙古に ては 迷信の 變 體に陷 SS、 支那 朝鮮に ては、 僅に 下民の 信奉に 依りて 殘喘を 保つ に 過き さるに 拘ら す、 特り我 日本に 於て は 東 流 以來 直に 
皇室の 御歸 依を 蒙り、 爾来 千 三百 年の 星霜を 經て 、尙ほ 優に 此國 民の 信念を 繫け 9。 是れ實 に 我 國民獨 得の 同化 力、 能く 之を 咀嚼 渾融 したる に 依る ご雖 、亦 美 


S  I  •:  V 


皇室の瞄關葑喳 ^ ヌ爾來干三百毕3足撟喳盥7尙幻鉍 :) 此園洱0詠念嗜_り夕设4贤 :} 奸陶匁脚梆6冏汾氏骀> 51 喳 '1!1 捌聛蜕.。 :\ $ :} 汾6ヒ. ![:- 氺：.乂 
疏  J -;L 夕 M & 梁  r ul n T tJ sc 訟 © 铋® :) 剳 夕支诹 陴轴 :i T ±) , 勤 : i TMe tl' 奉 : 5 箝  ¢ 7 勤 齣 4 1 ® 0 :J 跺 t 扣  G ^ n 木 :} 级ァ i) ル ^ 以沬 a :) 
内 n 斜 0 :\ s a 41 淋鯧 j w AV VJ K 翁 遜 6 靈淑初 平 VI J T 3E 光 ^ 放/ ' .a 本美谢 e 辩英 ，齜然 VI J T 北 華 ^ 發甘夕 4 •亨澌 路 U -1L 氺陶 :\ 6 lrl ?>  .、： 级 丁，你 ヒ仿 
奂 0汰 * 在. ^'. ^本 / 匁 1) 加你喳饼7火 :) 其対_兮酙上 :) 1.1 土さハき撒 11 嗜梆 :\ さ>1:11钾 :^ 隹 :) 荥重 :» 艽泓您喳鏹 ^ 甘；乃 ^ 夕抖 ^ ふ0 ^ 0 :\ >ひ1.與必 
乃 1\ 6抓 以达 *〇 《 J。 

纽美 ハ->  靈 ^. J? K :I1: ( -^ 菊 公 3岢幽喳發料甘.。竹3 -) お，其题3喳宗錄 :1 热泛7此勝您令 5. :) 资卞$.^附 :} .生财 ^ 夕¥乃笑術の凌 0- 宗滹 :) 汾9 3' 發 
>1: 嘹 武 J& K， <J6 T i} Jt :M «l 淺 :) T -o 寓-J  出な ^ VI 裘 -15 S t) x  0  至 # 公夕分 .乃 宗錄 6 常 :} 美谢嗜 将 9 來 6 WI 以公 0 。抑  J T 册 3 IV 而  i  G々l ^ M4 i) . ^ ::I  の 
也 1- 、，/- -& 妬舯兮汹珩'^ハ€0胙呦嗲变來す。 1<,.1 10 3| 狖常赴0 -1 虺；^艱魅'^崧€芭跡0全> ^ 嗲寫悉--:,褂ハ€3の :) 在4す)1雖.然4  2-〇思愆ネ^.'.:, 
P 大 ix- 谢ぬ杂 t 火辩物 W M 沏进 盤 :) 汾 T 逢 分 。蓋 3邮谋の氮お扠凇0美シ-*淋合3  7戗 (!6 了人心奥獅 〇〇 赧 |.1 土兮與ふハ.ノ |§ 賊 :\ 3:^<-^. 
澌鸩 ti 奕 谢せ釋 射 J. 美谢 幻澌錄 嚎 擗冀 Jr pw 兩跡 锊 K 其胶嗜 鍪； pk  m 嚎 全. r  Jk 去 千 三百 竿 P 常 :) 其 m 是嚎共 :! .  - 〇 ゴ タ 
其 文 孤 ^ J T 大 :1 興 潮：^. 酎-?  茲 n 级 T -? 美锵 6 發錾 © :) 劐銳嗜鞔 > 夕 

ホ桫滿つ滗嗲时广糊交澉>龈嗲閲>三斡剖 11 文#0鄧來お>大 :) 郏文_の發截喳玢ジ又救 :{ 跗遛0斟來お& :) 本_狀貝-<0思您嚎3 ^ 蛮大 ^ .-^.'7，以. 

0 S 下 3,朱 ^ 311- 嗜 赖夕谢 令 翔  > 

眈 ふ  S :} 猶蒂  0  您 念 幻 ^ ^ 淞： sn  J.K  其 主 s ti 荪 :\ 贊奸邀 :\ 亥 M 室 寒唠盘 職 -^ A.r  V- 嗲思 tJ ^ JI il k 然美景  e. M M .n  疔 对 If- a  パ  KH< ru gr i.'(> -4J s  猗 .； 
:') 要 來 t- K> m ^ 夕 

の 蔗全对 t :5 if w $a  t 知 7- 莊 菊で さ勸馘 小、 >,:_ llt ^ s M 閟 史<ジ游 微服. 念 ^ > ^ 舔頷欣 ^ 5驭恶 ^ € ^ 0 :4 お.尚大 ^ $醇 ^ 水蛮公*〇:^<ふお，雜 ^ 6缽 
3 4^ <v デ ic M tl' 措 3 鈦 :• 舉 射 .# .f  J T » み e  3 在夕余 ね大劍 M IV 故 ill 羝 舐笾串0英鉞在 '5 嗲欣3  4  3公夕 :-: ^ 。風最甜 ^ 11 激中诉 :1 3ア：お ^ 齡 -!!. : 
0  率 ^ 0  € .挪对 $3/  €。 雄 ^ 海 お ^ H 美景® 賞 懦祚嗜 3 T 縣 t  S 荐 d 夕猶 0 蓋 - 1H- 0 英敢 VI 靱 赘 3 パ J 洛 .f p j 邴 慰 -m e ll-ilj t  S 神冷轡 J M -V 
右4お日本人另妇.天然 :) 玢/-.密美 ^ 錄.育喳受 ^ :\ さ苏 ^ 夕荧 ^ 秘砑'ジ ^ 嚎赏||するの甜氏嚎猢匁3乃 :\ 3伟 ^ 夕 ^ 4 と4郯 ^ 1) 额0 :) 凑>樂天邝 -': . 
0  因 公  J^ ?lt a m e w ® g3 ^ ^ m ^ vl p Jaat u;. 1 ^ :} _J T © ^ ^ _nJ/-^E p a m ^ ^ B ^ ?it m :i .J 7 fu.: >r- :) :vl €y rA] ie, 3L: ^ a0。 
夫パ此の故>景台美甄 ^ コ7風光變汾 :1 富チ土胆豐坪麗澉麻興翩丁 * # 翹凑 :} .-:>丁&逍对輿生莳茼保 :1 .*1ア滿以小、-?3乂钟肉荦ふ :) 由 ^ ク ;| 不牌3 
屈骷 JJF M 尙 i) fn 郝啥棄 ^ 收 € 幻 ，以 T 本 JFI 洱 褙 0 辑 美 l!-. illl} 齡 $  炅 S :) 足 4 夕 

皇 M SX - 率薦 -J T ia 丁  萬. 碑 :} 蕤嶎- K tel iQ  钾 :) 潮 替公  € :) 在3右0‘-7  >水卅 隙甚  0  變革 公 ン别コ 嬋 € :l d  d  右  A  •'ufe ij ^' ^ 0  錄嗲 -^V J - 知 栽 ^ 11 
自 9 寧礴 e 紛令对 JJrgd  ® 喳 婭 J ii 逝 憩 P 辨 礅 5§ 葬 ;1. ^) 萬 1||- 1系0 

且今 人礙 3 水 i) 対 桑 0 昴 ® 嚎弨冬 K 大刹 e m 塵 ^ 铿 ti / 谢の避 JI 輝 鬮 0 _刷 風 it mv M T 此此誔 :} 隳释喳 处 iJ g t J 浚 琳 ill み 峁 机 咻 璐 夕 [1% 樂の趨 龢 n.J T , 
a  ヒ媲パ k a 仝 蒂 .J  ね T st M 萆押溫 n rk 串  0  迸 fl' ^ 鉚發  J  b,f ^ . 公 さ樂  h< ::陶 洱  vl il ^ J'j p。 

L/l :) IJlt 汰  s  nk aR i M 豐  n.M  剃 M 辟 :} 雨 il :) ,概 蒲 M :) 開り ^ 璐 遨  >  抒 お戶 A i) 小 ': ; J  ン熒  J  ア杏  > fi 'p t? j :-l' u  2 ^ :) 辛 v>v e  澍湘，： -|1 « す % # !':: ^ 
-?池美 ;1 .怼3知：翻 :) 養以乃$^.丄。：：1木-<另 1) ‘4<然0美育嗜萃 « 〇 >在3  3  6$夕 

^  »  s  ^  ^  ^  a  ®  ^  ^  M  ^  ^  ^  A-  ^  ^  i  ^  ^  V 

鉍羅嚎 媒 s tj 瓣 J k 幻鄹 雨诹栽 rr 挪声海 幻 寒：！： 撖峯 :) 渺./海お醇瞅兹择海お #| 磁渤辩千缒鹆邾.變は浼0公ノ山铆夕 ||1 毹”预谷蛮>阁ゎ铪进 1,! € 
阶剡 jp a: ^ 伽 7 iy' 逊 a' fl m ^ M  货 1) ,駢茁 隱舜線 旗 鍵 II i  J  K lll> 附ネ郢 天の li .1 ■脫  i  J  K  j :\ u 猫 ^ y  火 ; V 押 115 5 孰 .こ  J T -,.'. l,!.- 及  a  ■  / :, :' •;.''• 

眞炙大 鹏枣 


九 鬼 成 海 
君 〇作一 
大 序文。 
見 示。 其 
論 淮博〇 
_ 明我國 
美術 與佛 
敎相盛 衰 
汚隆 。誠 
也有是 
哉。 余 於 
此 二者。 
茫如 不知 

自今 學之 
耳 a 副 島 
穐臣觀 


術の 能く 其 信念を 獎勵し 之を 補助した るに 依ら すん は あらす。 佛敎ど 本邦 美術 ご 相 依 9 相 助けた る 其 深厚なる 因縁の 痕跡は、 美術 作品に 鮮かに 印せられ 
て、 本邦 民人 か 能く 怫敎を 消化 •して、 日本の 特質を 發揚 したる を徵 すへ し。 

試に 古 佛僳の 現存す る ものに 就て 之を 見ん か。 推 古 朝の 作は 其 技 未た 圆滿な ら す、 其 形 未た 完成せ す。 俗眼を 以てすれ は、 一見 寧ろ 怪異の 感を生 せん も、 活眼 
を 開て 之を 見れ は、 高雅の 神韻、 自ら 古朴なる 形相の 外に 溢る るを 見ん。 天平 時代の 豐縟 偉麗 、形 神 具足、 轉た 人を して 崇敬の 念を 熾なら しめ、 弘仁 時代 雄大の 
氣 格、 莊嚴の 趣 致は、 百 代の 敎傑野 山 大師 か 開拓 L たる 新氣 運の 跡を 想 察せ t め、 藤 原 時代に 入 9 ては、 漸く 靡 弱の 氣を帶 ふ VJ 雖 、爰に 至て 完全に 本邦の 風趣 
を 成就して、 華美 鮮麗の 中、 自ら 秀潤 溫容の 掬す へき あり。 此時 天台の 惠心 は、 優に 敎界 技界に 卓立して 慈 恩 優秀の 式を 成し、 鎌倉時代は 外 禪宗の 渡来せ る あ 
り、 内念佛 宗眞宗 法華宗の 相 踵て 新に 起る ありて、 信念 漸く 色相の 外に 向 ひ、 或は 玄思を 少林の 月に 托し、 或は 專念稱 名を 事 V7 し、 或は 題目 三昧に 入りたり ご 
雖、 尙且眞 美の怫 僳を 得る こ VJ 難し. こせす。 爾後 佛身大 に 衰 落して、 今に 至る まて 五百餘 年間、 眞に敬 仰に 價す るの 佛 像を 出さす、 或は 明 兆を 優 推す る 者 あ 9 
ご雖 、余は 唯 其 筆力の 卓拔 雄勁、 仙骨 道 姿を 備 ふるを 見て、 竟に祟 信 敬 伏す へきの 聖烕 を感 せす。 然れ ども 四海 擾亂 、人心 動 搖の問 、靜に 美術の 別天地を 存 して、 
斯道を して 全く 消滅せ さらしめ. しの 効は、 多くは 僧門に 在 9。 德川 時代に 入りて は、 神韻 益 乏して、 探幽 は實 に 百. 世の 巨匠に， して、 其 技 精巧 全備の 極致に 達す 
るに 拘ら す、 其作佛 (: は 靈光竟 に 來 り 宿らす。 復 /: 堂塔 (: 安す るに 椹へ す. して、 纔 に 床 間の 壁に 掛く るに 適す 餐山漣 海 か 鄉 せる 佛體に 至りても、 其 精 其密其 
優 其 美、 惜に凡 衆を 開 誘す る (: 足る へし ご雖 、靜 に 之を 大觀 すれは、 其 精神 風采は、 下界 輿 衆の 相貌 ど甚た 相擇ふ 所な. し。 斯る 大家に  >し て尙 且如此 。五 百餘 年間 
復た佛 身 圓滿な る ものな. し。 嗚呼 甚い哉 信念の 技工に 及 ほす の 結果 や。 

思 ふに 昔日に ありて は、 一代の 人 皆 眼を 屬 して、 其 崇拜の 心を 傾注す へき 標的を 要め、 作家 又 敬虔の 祈念に 充ち て、 始めて 刀を 下. し 筆を 染めたり。 此故に 形相 
縱令 未た 具足せ さる も、 妙趣 高 致、 萬 世の 欽仰 を受 くるに 足れ 9。 世 移' 物變 9、 技術を 鍊る こご 益 密に して、 心 靈を養 ふこ VJ 益 踉に 、色彩の 調和、 形 似の 整齊 等、 
學問 技術 上の 形 美は、 漸く 精巧に 進み、 而 して 却て 淸感高 懷を擊 つへ きの 想 美は、 漸く 逸. し 去て、 空く 形影を 殘す のみ。 然れ ごも 是れ獨 9 作家の 罪の みに あら 
す、 佛敎の 信念、 益 下級に 弘布 浸染す る ご 共に、 上流 深厚なる 奉 信 漸く 衰へ 、甚 L きは 敎家復 た 傑人を 出さす、 近代 五 百 餘年問 は、 實に鎌 倉 以往 信念 盛 興の 殘影 
のみ。 德川 鎖國の 政策は、 此漸衰 の 精神を 壓搾 して、 益 沈滞の 境域に 赴か. しめたり。 此言甚 た 酷に 似たり 2 雖 、事 實の證 明す る 所に， して、 空論の 以て 誣ひ 得へ き 
にあら す。 余は 五百餘 年來、 眞の怫 像を 見さる こごを 斷言 .して 憚らす。 後世の 作は 技術 益 精巧に して、 神靈 却て 至らす。 往古は 刀 筆の 赴く 處 、威 靈 先つ 至る。 敎士 
は 之に 依て 信念の 厚薄を 戒む へく、 作者は 之に 依て 理想の 深淺を 省る へ し。 

更に 案す るに、 敎 旨の 相違は、 大に 前述の 事情に 參酌 すへ きもの あり。 儀式 莊嚴 、情 致 濃厚の 舊 宗派は、 直 指 人心、 念 佛 三昧の 新 宗旨 ご 大に其 趣を 異にし、 前者は 
敎 規に從 ふて、 高僧 自ら 祈念 齋戒 して、 刻鏤の 技を 錬 りき。 弘法 惠心の 如き 是な り。 後者は 修餘の 閑 情を 丹青に 寄せた る ものに •して、 禪法 美術の 大家た る 雪 舟 
は、 其 最も 卓然 たる 者な 9。 後者は 瀟洒た る 逸 致 多く、 前者は 莊 嚴の靈 相に 富む。 俄に 其 優劣を 判す へからす ど雖 、亦 以て 世情の 推移を 察すへ. し。 

觀來れ は、 佛敎は 本邦 美術の 誘導 者に して、 又獎勵 者な 9 き。 其 因 緣の淺 からさる こご 知る へ， し。 今や 眼を 擧 けて 遙に前 程を 望めは、 物界の 紛糾 益 劇甚な らん 
vr し、 靈界轉 た 荒凉の 勢を 示す。 殊に 本邦 美術の 精神、 亦大に 振作を 要する もの あり。 佛敎か 再ひ靈 腕を 垂れて、 其 最愛の 弟妹た る 我 美術の 前途を 祝福す るに 
椹 ふる か 否かは、 未た 一大 疑問の 中に あり。 敎士 作家、 俱に 深慮し 猛省を 致す へき 所な 9。 

本邦 美術 ご佛敎 ごの 關係 互に 深厚なる こ V」、 其れ 此の 如. し。 且や 古代の 神品 靈 像の 多く 寺院に 依りて 保存せられ、 以て 今日に 至 9 しこ.、」、 亦 其 恩德の 一な り 
ごす。 

今 本邦 佛敎の 光耀を 世界に 發 表せん か爲に 、古寺 収蔵の 珍品 名物を 蒐集して、 以て 大方の 1- に 供. せんどす るに 方^'、 著者 來て 序を 余に 需 む。 斯 書は 一面 我 か 
美術 歷史 なれ ごも、 一面は 本邦 佛敎 の歷史 ごして 觀 るに ±1 へ /; 9。 唯 著者 か 鑑識 上の 說に 於て は、 余 か 悉く 與 する 能は さる 所 なれ ども、 此 書の 大體 (: 於て 、余 
は 之を 贊 する ものな P。 故に 今聊 余の 持論を 略叙して、 頌に代 ふるに 規を 以てす。 

明治 三十 二 年 三月 二十日 

成 海 九 鬼 隆一識 
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眞 美大 觀序 

日本に 於て、 東洋の 古代 美術の 精神を 觀んど 欲せは、 京 畿 地方 殊に 京都の 大寺 巨刹に 於て せ さるへから す •寺院は 美術の 守護 者 ど 
.して、 各派 美術の 歷史 に關繫 ある こご、 猶 ほ歐洲 殊に 伊太利の 寺院に 蔵め たる 繪肅 彫刻の 當該 寺院-に 關繫 あるか 如， し。 而 して 此理 
や、 歐人 多くは 之を 知ら さるな り。 夫れ 往時の 風俗 嗜好を 知る は、 繪 » よ 9 好きは なし* 余は 日本に 來て 、初めて 之を 觀 L よ SN 玆に二 
十 年。 其 間 幾た ひか 京都に 遊 ひ、 松 樹蓊鬱 幽寂 淸麗の 寺院を 訪ひ 、古代の 美術を 見、 轉た當 時を 追懷 .して、 未た 曾て 肅然 敬を 起さ すん 
は あらす。 猶ほ 人の サ ソ タタ p 1 スに遊 ひ、 フーフ 9 に 遊 ひ、 アッ レシ 市の サ^フ ヲンシ ス n に 遊 ふか 如. し、 渴仰の 念 自ら 禁 へさる もの 
あり •夫れ 然 り、 獨り 日本に 於け るの みならす、 支那に 在ても、 其國 美術の 蕰底を 極めん V」 欲せは、 賈 人の 店頭に 於て すへから す、 又 豪 
富の 寶 庫に 於て すへから す、 必すや 寺院に 於て せ さるへから す。 古來 美術家は 每に其 精神を 傾瀉して、 祭壇 佛像奉 物 等に 手腕を 振 
ひたれは なり。 是れ 歐洲に 於け る も亦然 りごす。 乃ら 獨 9 當 世の 氣風 永く 存 して 此に 見る へきの みならす、 翥 家の 流派、 民智の 程度 
亦 永く 此に葳 めて 亡 ひす。 若し 善く 之を 研究 せんご 欲せは、 往て 親く 之を 觀 るに 非 すん は 能は す。 而 .して 世間 此便 ある もの 甚た少 
，し。 今や 此書 出て' 古代の 美術を 蒐集し、 之を 愛好す る 人々 の 資料に 供， し、 復た 僅々 たる 旅行家の みを L て、 獨 9 其 研究を 擅に せ さ 
ら .しむ。 必す や大に 世人の 渴 望を 醫す るに 足る もの あらん。 余は 世人の 爲 に、 此 書の 出る を賀 する ものな SN。 

夫れ 京畿の 地、 佛寺 尤も 多く、 以て 其 地を 淸靈 なら. しむ。 而 して 禪宗 の大寺 自ら 率先， して、 此擧に 出て -L は 尤も 宜 きを 得た る ものな 
り。 夫れ 美術の 眞價 は、 精神に 在て 形體に 在ら さる こごを 敎 へたる ものは 主 VI. して 禪宗の 力に 依る。 禪 寺は 單に外 來の敎 旨を 守る 
に 止ら す、 旁ら 廣く 美術界に 感化を 及 ほ. し、 一派の 翥風此 よ 9 起り、 乃ち 其 大家を 以て 稱 せらる る ものに. して、 此 門の 名僧た 9  >し も 
の甚た 多し。 蓋， し禪宗 の 宗旨、 自覺を 貴 ふより 見る ごきは、 凡そ 木石 花卉 水 雲の 如き 自然の 眞美 は、 皆 以て 自家を 照す の淨鏡 VJ 爲す 
へく、 寫 .して 以て 自家 心境の 玄妙を 觀 想せ しむへ. し。 余は 甞て 書を 著して、 日本の 美術を 論す るに 當 り、 京都の 大禪 寺を 以て 足 利 時 
代翥 風の 四 柱 ご稱 したり、 其 功や沒 すへから す。 夫れ 美術は 余の 自ら 好ん て 多年 研究す る 所、 今 本書 編輯 者の、 余に 一臂の 力を 盡さ 
んこ ど を 求めら るるに 當り ては、 余は 深く 自ら 榮 ご せ すん は あらす。 

日本の 國寶 たるへ き 美術の、 傅へ て 以て 今日に 至り、 能く 其 信を 失 ふこ vj 無 か 9 しは、 深く 慶す へき 所な' 而 .して 之を 學ふ ものに 
は 二重の 趣味を 與 ふ。 即ち 佛敎 より 見る の 趣味、 及 ひ 美 ご. しての 趣味、 是な' 蓋し 歐 人の 今日に 至る まて 佛敎を 論す る 者、 皆 南方 敎 
の 偶像 論に 依れり。 然れ 2 も 佛敎の 眞價を 解 せんご 欲すれ は。 北方 佛敎に 如くは 無し。 其 材料の 富瞻 なる、 其 理想の 深淵なる、 大に前 
者に 勝る もの あ SS。 歐 人の 彼 か 如く 熱誠 研鑽を 事 VJ する の 人に して、 能く 此に 由ら は、 眞 成の 解釋を 得た るを 疑は す。 而かも 歐人之 
を爲す 者甚た 多から す。 夫れ 佛敎に 於て 宜く 研究す へきは、 啻に 儀式 上幷に 審美 上の 形式は、 如何にして 古 印度よ 9 脫化 •し來 9  t 
乎を 窮む へきの みならす、 之を 入る るの 時、 國 人の 信仰は 如何な 9  L 乎を 知る に 在 9。 今 基督教を 捉 へて、 使徒の 當 時に 存せ さり L 
ご 云 ふの 故を 以て、 當 時に 見さる 一切の 言辭 若く は 精神 上 審美 上の 形式を 除き 去る W きは、 必すや 索然 基督 敎の價 値を 減殺 せん： 
凡そ 大宗 敎は其 生す る 所の 土地より、 廣く 新たに、 精神 上修育 上の 形式を 生せ* しむへ き 原料を 供す るを 以て、 其 本職 ごせ さるへ か 
ら す、 而 .して 大宗 敎の 大宗 敎たる 所以の 實 、亦 正に 此に存 す。 盖 L 宗教 上の 形式は、 自 から 地方に 因て 相 分る、 一方の ものは 取て 以て 
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他方に 施す へからす。 然れ ごも 人類の 性情には 限界 
鬱然 天を 藎 ひ、 美花爛 嫂、 香を 四方に 放つ を 想 ふへ か 
ほ 此の 如. し。 基督 敎猶ほ 此の 如し。 佛陀も 基督 も、 dt ハに 
へきを 豫想 .したる に 相違な し。 花は 根祗に 生せ す、 根 
の 死文 書に 就て 求む へからす、 現在 生存す る 日本人 
基督教は 希 伯拉に 在ら t 佛敎は 印度に 起る、 然れど 
者は、 併せて 其將に 研究 せんごす る 佛敎の 本質を 解 
楠 氏の 如き、 學識あ 9 兼て 心を 此に 寄す るの 人を 得 
ものな り。 

審美 上ょり 之を 論す るに、 蓋 L 本書は 載す る 所の 繪 
さる 所な SS。 今 之を して 精く 論 次して、 遺憾な から* し 
ら さるを 得す。 思 ふに 能く 研鑽 L て眞 成の 歷史を 編 
にす るを 得ん。 

按す るに、 美術の 美術た る 根本は、 外形に あらさるな 
さん。 又科學 的なる にあら さるな り。 苟も 科學 的なる 
なる にあら さるな り。 主觀 的なる にあら さるな SN。 苟 
て亦以 其 三昧を 得た 9 ご 爲さ さるへから す。 然らは 
へき ものは、 其 精神的なる に 存す 。即ち 語を 換へて 言 
的なる か 如く、 信仰の 建設的なる か 如く、 性格の 建設 
る 所の 物 VJ、 相 融和 密 著 .' して、 始めて 兩 なから 宜 きを 
，僧侶の 如し。 僧侶は 世俗の 凡眼 視る こご 能は さる 所 
の擬 すへから さる 雅趣を 生 •し、 描 寫の眞 を 得、 觀る者 
ささ り し 乎、 何故に 予 自ら 之を 爲 ささりし 乎」 VJ 。 是. れ 
衷情 此 感想に 堪 ふる 能は す。 乃ち 本書 各繪翥 の 下、 錄 
VJ を 得は、 本書 說明 者の 望 足れり VJ 謂 ふへ し。 
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なし。 種子は 元 VJ 他日 大樹た るの 元素を 含む w 雖 、遽 かに 其 一 小粒 子に 見れ は， 
ら す。 只此 元素 ぁり、 而 ，して 後、 土地 空氣の 成分を 吸収して、 乃ち 此に 至る。 佛敎猶 
自家 說く 所の 法理の 精神、 必す 他日 凡百 未知の 人種に 施して、 以て 之を 化成す 
柢 生長して 始めて 枝 上に 生す。 乃ち 支那 日本に 於け る佛敎 の眞價 は、 熱帶 異境 
支那 人の 中に 於て 始めて 能く 求む へ* し。 基督 敎は希 伯拉に 起る、 然れ ごも 今や 
も 今や 佛敎は 印度に 在ら さるな り。 歐 人の 此 等の 事實を 解す る こ 2 能は さる 
する こご 能は さる 者な り。 本書の 編輯 者 か此に 見る 所 ぁ 9 て、 帝 國大學 敎授高 
て、 其 力に 依り 此理 を釋明 せんご 試む るは、 本書の 體载に 於て、 最も 宜 きに 稱ふ 

痛に 就て、 各 其歷史 を盡す こご 能は す、 亦 之を 盡 すは 本書の 初めより 自ら 期せ 
めん.、 J せは。 英文 亦數千 頁の 多き に 亙ら さるへから す。 故に 勢 ひ 之を 他日に 讓 
輯 する こごを 得は、 美術 上よ 9 日本 國 民の 抱 貢を 表明せ る 名匠の 工夫を 審か 
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: PREFACE. 


WT  has  not  been  generally  recognized  in  the  West  that  the  famous  Buddhist  temples  of  the  central  provinces  of 
翼  Japan,  especially  of  Kyoto,  have  been  for  centuries,  and  still  are  the  custodians  of  ancient  masterpieces  of 
Oriental  art,  as  important  for  their  respective  histories  of  culture  as  are  the  better  known  aesthetic  treasures  of 
European,  and  especially  of  Italian  cathedrals.  Since  I  first  began  to  listen  to  these  unique  voices  of  the  past,  it  is 
now  fully  twenty  years  ;  and  again  and  again  have  I  returned  to  the  classic  and  pine-shaded  shrines  of  Miyako  with 
the  same  reverence  and  soul-hunger  which  Santa  Croce,  the  Frari,  and  San  Francesco  of  Assisi  ever  inspire.  It  is  not 
in  the  favourite  curio-shops  of  the  ports,  nor  even  in  the  private  collections  of  the  nobles,  that  the  full  depth  of  Chinese 
and  Japanese  art  can  be  sounded.  As  in  Europe,  the  devotion  that  could  rise  to  supreme  beauty  was  lavished  upon 
holy  altar-pieces,  the  tombs  of  the  saints,  and  sacred  memorial  offerings.  Here  lie  embalmed  forever  the  spirits  not 
only  of  generations  of  artists,  but  of  extinct  schools,  and  of  millenia  of  national  epochs.  The  world  is  now  to  be  con¬ 
gratulated  that  at  last,  with  the  illustrations  of  the  present  work,  it  will  possess  the  materials  for  this  fascinating  study 
that  have  heretofore  been  monopolized  by  a  few  favoured  travellers. 

Of  the  thousands  of  temples  whose  graves  hallow  these  inland  valleys,,  it  was  fitting  that  the  great  patri¬ 
archal  seats  of  the  Zen  Sect  should  become  the  leaders  of  this  new  movement.  It  was  by  this  sect  preeminently  that 
the  spiritual  value  of  art  and  of  the  contemplation  of  Nature  was  ages  ago  recognized  as  an  essential  part  oi  its  dis¬ 
cipline.  The  churches  remained  no  mere  custodians  of  alien  productions.  The  greatest  artists  of  their  academy,  who 
founded  art-schools  within  their  very  precincts,  were  often  their  most  noted  prelates,  ro  the  consciousness  of  Zen, 
the  beauties  of  Nature,  even  rocks,  trees,  flowers,  waterfalls,  and  clouds, — each  in  its  specific  perfection, — were  but 
mirrors  in  which  man  should  learn  to  see  the  miracles  of  his  own  soul  reflected.  In  my  writings  on  Japanese  art  I 
have  always  spoken  of  these  great  Zen  strongholds  of  Kyoto  as  the  '*  Quadrilateral  of  the  Ashikaga  Schools.”  That 
they  should  ask  me  now  after  long  years  of  loving  study  to  associate  myself  with  this  educational  labour  of  theirs  is 
a  cause  of  deep  personal  gratiti cation. 

These  national  treasures  of  art  which  faith  has  fortunately  preserved  to  our  own  day  must  have  for  all  edu¬ 
cated  students  a  twofold  interest,  of  subject  and  of  beauty.  Heretofore  it  is  chiefly  the  iconography  of  Southern  Bud¬ 
dhism  that  Western  scholarship  has  dealt  with.  The  richer  and  more  imaginative  world  of  the  Northern  branch  has 
been  little  explored  by  those  whose  earnest  faith  might  render  them  true  interpreters.  The  problem  is  not  only 
how  its  forms,  ritual  and  aesthetic,  came  to  be  derived  from  some  ancient  Indian  type,  but  what  principles  of  spirit¬ 
ual  life  they  have  stood  for  in  their  own  day,  and  with  their  own  race.  How  narrowly  we  should  limit  the  meaning 
of  Christianity  did  our  critics  presume  to  exclude  from  it  every  word,  or  spiritual  and  artistic  type  which  they  can¬ 
not  prove  to  have  existed  in  the  days  of  the  Apostles  I  It  is  the  duty  and  the  proof  of  a  great  religion  that  it 
shall  be  rich  enough  to  grow,  out  of  its  own  soil,  food  for  the  most  various  types  of  souls  and  cultures.  Local  forms 
are  limited,  but  the  nature  of  man  is  infinite ;  and  the  seed,  though  it  contain  the  germ  of  all,  does  not  look,  in 
its  small  white  roundness,  like  the  gigantic  tree-trunk,  or  the  canopy  of  a  million  blossoms  whose  fragrance  it 
has  nourished.  This  mass  of  material  was  drawn  from  the  substance  of  earth  and  air ;  and  surely  the  Buddha,  as 
well  as  the  Christ,  could  foresee  that  the  spirit  of  his  Law  should  likewise  draw  to  itself  the  sympathetic  substance 
of  a  hundred  unborn  races.  The  flower  is  not  in  the  root,  but  where  it  grows,  on  the  twig ;  and  so  the  glorious 
meaning  of  these  sacred  Chinese  and  Japanese  types  is  to  be  discovered  rather  in  the  hearts  of  these  living  peoples 
than  in  the  musty  manuscripts  of  alien  and  tropical  cultures.  The  soil  of  Christianity  was  Hebrew,  but  it  is  not 
Hebrew  to-day ;  the  soil  of  Buddhism  was  Hindoo,  but  it  is  not  Hindoo  to-day.  The  Western  scholar  who  misses 
the  significance  of  these  facts  misses  the  core  of  the  religion  he  professes  to  study :  and  the  promoters  of  this  book 
are  to  be  congratulated  upon  obtaining  the  services  of  such  a  learned  and  sympathetic  interpreter  as  Professor 
Takakusu  of  the  imperial  University  of  Tokio. 
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On  the  side  of  aesthetic  beauty,  it  is  not  contemplated  in  the  scope  of  this  work  to  draw  the  fulness  of  the 
historical  lessons  which  its  list  of  illustrations  might  afford.  This  would  require  that  the  English  text  be  swollen 
to  thousands  of  pages.  The  true  history  of  the  art  of  these  warm-hearted  and  sensitive  Oriental  peoples  has  yet 
to  be  written,  a  history  that  shall  reveal  each  minutest  form  among  its  beauties  as  the  necessary  expression  by 
some  gifted  soul  of  his  race’s  aspiration.  The  standards  of  art  are  not  external ; as  if  any  merely  clever  hand,  or  eye, 
or  camera  could  catch  them.  Neither  are  they  scientific ;  as  if  shadows,  or  perspectives,  or  solar  spectra,  or  con¬ 
sonant  vibrations  could  get  to  the  bottom  of  the  abyss  between  the  fine  and  the  common-place.  Nor  are  they 
abstract  and  subjective  ；  as  if  the  magnificence  of  Ririomin's  line  were  but  a  “  calligraphic  ’’  whim,  or  the  subtle¬ 
ties  of  Bellini’s  colour  but  the  exuberance  of  a  passing  mood.  But  they  are  spiritual,  that  is,  constructive  from 
within ;  even  as  thought  is  constructive,  as  love  is  constructive,  as  faith  is  constructive,  as  character  is  con¬ 
structive.  Colours  and  lines  cling  together  and  mass  themselves  by  infinite  and  solid  affinities,  the  laws  of  a 
World  of  Order  that  transcends  mere  physical  resistances ;  affinities  and  laws  which  reveal  their  sympathy  for  all 
that  man  has  to  express  of  subjects,  by  melting  into,  and  incorporating  themselves  with  those  subjects,  in  the 
exalted  imagination  of  the  artist.  The  true  artist  has  the  function  of  a  kind  of  priest,  who  interprets  to  the  world 
transcendent  truths  that  its  ordinary  vision  is  not  clear  enough  to  see ;  and  thus  the  strangest  novelty  of  all  great 
art  is  marvellously  united  with  its  intense  expression  of  naturalness,  because  the  soul  of  the  beholder  feels  that,  for 
the  first  time,  he  is  at  home  with  himself.  We  exclaim  in  genuine  surprise  ; _ “  Why  did  no  one  ever  attempt  this 
before  ?”  “  Why  did  I  not  create  it  myself  ?”  It  is  the  test  of  the  greatest  and  rarest  poetry,  as  of  the  loftiest  painting, 
that  it  seems  the  inevitable  outcry  of  our  own  hearts.  If  it  be  possible,  in  the  brief  notes  that  are  allotted  to  each  of 
our  illustrations,  to  catch  something  of  this  unique  inner  perfume  from  its  visible  soul,  to  this  it  will  be  as  much  as 
those  who  are  responsible  for  the  aesthetic  portion  of  the  interpretation  can  hope  to  aspire. 


Tokio,  Japan,  March  i6th,  1899. 


Ernest  F.  Fenollosa. 
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INTRODUCTORY  NOTES. 


I.  The  present  publication  consists,  as  its  title  indicates,  mainly  of  illustrations  of  a  thousand  objects  of  art  selected  from  the  possessions 

of  Japan's  most  noted  temples,  as  the  best  representatives  of  the  works  of  the  reading  artists  of  all  periods  and  schools. 

These  reproductions  are  printed  either  in  colours  from  engraved  wooden  blacks,  or  in  untinted  collotypes  prepared  from  photographic 
negatives.  Each  of  the  twenty  volumes  that  are  to  complete  the  set  will  contain  about  fifty  illustrations. 

II.  The  purpose  of  this  enterprise  is  to  make  the  more  serious  side  of  Japanese  art  better  known  to  the  world  at  large.  The  selection 

of  specimens  is,  therefore,  confined  mainly  to  those  of  Japanese  origin ;  but  such  important  works  of  Indian,  Chinese  and  Corean  art  are 
introduced  as  are  necessary  historically  to  explain  certain  Japanese  features. 

III.  It  must  be  Confessed,  however,  that  this  publication  can  hardly  claim  complete  historical,  or  any  other  systematic  arrangement; 
the  collection  of  so  much  heterogeneous  materials  having  rendered  inconvenient  the  following  of  any  single  principle.  The  work  aims  rather 
to  present  materials  for  future  study,  than  to  undertake  the  study  itself.  It  may  show  the  intelligent  reader  what  he  would  see,  were  he  to 
become  a  visitor  at  these  ancient  shrines.  But  it  may  be  stated  that  in  each  volume  this  general  order  has  been  strictly  observed  : — 

1.  Chromo-xylog  raphs. 

2.  Photographs  from  statues  and  paintings  of  sacred  Buddhist  subjects. 

3.  Photographs  of  works  illustrating  the  histpry  of  Buddhism. 

4.  Photographs  of  portraits,  and  of  paintings  of  landscape  or  other  natural  objects. 

5.  Photogrsphs  of  architecture,  mostly  from  Buddhist  temples. 

In  each  of  these  classes  the  works  of  foreign  artists  follow  those  of  Japanese,  and  the  older  specimens  are  placed  before  those  of  recent  date. 

On  completion  of  the  series,  catalogues  of  all  the  illustrations,  arranged  according  to  subject,  school  and  historical  order,  will  be  issued. 

IV.  The  text  of  the  present  publication  will  be  confined  to  brief  detached  notes  in  both  Japanese  and  English,  accompanying  each 
illustration,  and  summarising  the  facts  concerning  date,  size,  author,  subjects,  and  owner.  A  large  proportion  of  the  subjects  being  of  a 
sacred  nature,  the  place  of  these  in  Buddhist  belief  and  ritual  has  been  prominently  but  briefly  noted.  We  are  the  more  willing  to  exercise 
here  this  restraint,  as  we  have  in  contemplation  an  elaborate  history  of  Japanese  art  and  religion,  to  form  a  sort  of  supplement  to  the  volumes, 
which  will  thus  already  have  furnished  illustrations  of  its  principles  and  conclusions. 

V.  It  may  be  remarked  that  the  English  and  Japanese  texts  are  not  exactly  translations  one  of  another.  It  lias  been  judged  that, 
in  the  English  form  of  the  explanatory  notes,  greater  importance  and  space  should  be  given  to  some  features  which  might  be  abbreviated  in 
the  Japanese  ; — and  vice  versa. 

VI.  The  selection  of  the  works  of  art  whose  illustrations  are  included  in  the  series  has  been  made  by  Professor  Y. imaidzumi  of  the 
Fine  Arts  Academy  of  Tokyo.  The  notes  in  Japanese  and  English  are  prepared  respectively  by  Principal  S.  Fuju  of  the  Middle  School 
of  Saitama,  and  Doctor  J.  fakakusu  of  the  Imperial  University  of  Tokyo,  the  latter  being  responsible  for  the  scholarly  transliteration  of 
Buddhist  names  and  texts.  A  final  revision  of  the  Enplish  text,  and  special  notes  in  art  criticism  and  history  are  furnished  by  Professor 
Ernest  F.  Fenollosa  of  the  Tokyo  Higher  Normal  School,  who  is  one  of  the  best  connoisseurs  of  Japanese  art.  The  noted  photographer,  Mr. 
K.  Ogawa,  the  wood-engraver,  Mr.  O.  Morikawa,  and  the  colour-printer,  Mr.  T.  Tatnura,  are  responsible  for  the  execution  of  th.i；  illustrations. 
Lastly  the  general  editorial  work  and  supervision  are  in  the  hands  of  Mr.  S.  Tajima  of  Kyoto. 


凡例 

一本 書は、 各宗 寺院の 什寶に 係る 古今の 繪肅 ，彫刻、 雄 築 物 中に 就き， 其 秀粹な 
る もの 凡 一千 種を 撰擇し 之を 撮影して、 木版 着色 摺 又は 寫 眞版ビ し、 五十 
秫 宛を 一冊 ビ して， 漸次 發 行し、 二十 册を以 て 完結せ しむる もの S す、 

一本 書の 目的は. 日本 美術を 世界 (: 紹介 せん S する に 在る を 以て、 主 S して 
本邦 人の 手に 成 b たる 作物を 揭 ぐるは 勿論なる も、 本邦 美術 發 達の 因子 
W なる 神品は、 印度、 支那 等 諸 外國の 製作に 係る 物 VJ 雖 、特に 之を 採擇せ b、 
1 毎册 中の 揭載 顺 序は、 第一 木版 着色 摺 、第二 佛、 菩薩， 諸 天、 明 王、 祖師 等の 像、 第 
三佛敎 的史溢 、第 四 山水、 人物、 花鳥 窬の 類、 第五 建築物 VJ し、 外國の 製作 物は 
總て 最後に 挿入す、 又 其 谷 部類 中の 序次は、 製作の 年代に 従へ b、 若し 夫れ 
全體の 分類 序次に 至-® ては、 全部 完成の 後を 俟たざ るべ からす、 

一本 書に 採擇 せる、 谷繪 f 彫刻、 建築物に 就きての 傅來 、寸法、 所藏 主、 作者の 小 
傳及 び佛像 等に 於け る 其佛の 本願の 說 明は、 皆 極めて 明確なる を 期した 
り、 然れ V」 紙幅に 限り あるに 依 り、 間-省略した る 所な し w せす、 故に 全部 完 
成の 後， 更らに 詳細なる 解說を 補輯 し、 以て 本書を して 圓滿 完備の ものた 
らしめ ん VJ 欲 ►す、 

一說明 中、 和文には 必要なる 解說 にして 英文には 否らざる もの あ b、 又 英文 
には 必要なる 解說 にして 和文には 否らざる もの あ-^、 故に 和文 W 英文 VJ 
其 詳略必 す しも 一なら す、 觀潘 之を諒 せょ、 

一本 書 (: 網羅す る繪攝 、彫刻、 建築物の 撰擇 は、 東京 美術 學校敎 授今泉 雄 作 氏 1 
和文 說 明は 文 學士藤 井宣正 氏、 英文 說明は 文科 大學 講師 ドク トダ高 楠 順 
次郎 氏、 同 批評 的 補 說はプ p フ H ッソ V フ H  ノ  ロサ 氏、 木版 彫刻は 森 川應翠 
氏、 同色 摺は田 村 鐵之叻 氏、 寫眞 製版 及び 印刷は 小川 一眞 氏に 於て 各- 擔當 
し、 編輯 上 全般の 整理は、 田 島 志 一氏 之に 任せ $、 
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CONTENTS. 

A.  WOOD-CUTTINGS  WITH  COLOUR. 
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五 祕密盡 像 (絹本 密 彩) 筆 港 未詳‘ 

(is 二 尺八 分、 战一尺 三寸 五分) 

京都 山 科 眞言 宗醍蝴 寺 三寶院 藏 

大日、不砌、寶生、無 © 壽、不空成就の五佛を'佛、金剛、寶、述 # 、羯磨£いユ五部の敎.主な6しも、又、之を呼んで五秘密£いふ、但、經に、瑜伽行者は、一切の有情は如 
來藏 性を 具す るが 故に， 我、 彼等を して、 金剛 薩埵の 位を證 得せし 妁ん ，彼等は 金剛 藏性を 具す るが 故に、 虛空藏 菩薩の 位を® 得せし めん、 妙法 藏 性を 具す 
る * > 故に、 能く 一切の 語 言を 轉し、 覜自在 菩薩の 位を說 得せし めん、 羯磨藏 性を 具す るが 故に、 呲首翔 麽 菩薩の 位を 證 得せし めん、 以上の 四 稀 藏 性を 具す 
るが 故に、 速に 淸淨呲 虛遮那 佛 身を 證 得せし めん ビ云ふ 五大 願を 發し‘ 法 © • 如く 修行す るを. 五 秘密 瑜伽法 門 S 云 ふ W あり. 之に 由り て考 ふるに、 大 U 等 
の 五佛 は、 五 秘密 瑜伽の 三味に 應 現し、 金剛 界の 大日 I 身 r 金， 剛隄 睡、 虛空藏 等 S して、 励 作す る ものな らん、 蓋* 是の 如きの 五 法を 秘密 W 名く るは、 一切 諸筇 
皆此五 秘密 三 摩 地に 入る が 故な 云へ り、 五 秘密 il の 配置は、 相傳 一なら t- 、或は、 中尊は 金剛 薩埵 にして、 身 相 水精 色、 五鈷杵 VJ 金剛 鈴 VJ を 持ち、 欲 金剛 
饽は 赤色に して、 金剛 箭 を、 觸 金剛 尊は 白色に して. 五鈷杵 を、 愛 金剛 筇は靑 色に して 鏔竭帱 を 持ち、 慢 金剛 # は黃 色に. して、 慢 印を 結ぶ S も あり、 或は、 愛 金 
剛尊は 中尊を 抱 持す 50 も あ 6、 今、 此に 出す 圖の 中尊は、 金剛手 菩薩なる が， 右手に H: 鈷杵 、左手に 金剛 鈴を 持ちて、 佛 部の 敎主大 '0 の 地位に あ 6、 左 後に、 麼 
竭幢を 持てる 愛 金剛 尊は、 寶 部の 敎主寶 生の 地位に 立ちて、 虛空藏 の 力 用を 爲し 、左前の 金剛 举尊 は、 雙 手に 金剛 举 印を 結び、 羯磨 部の 敎主 不空成就の 位 
に 居- CV て、 E 首羯 摩の 力 用を 爲 し、 右 後の 白蓮 色なる 觸佥剛 尊は， 其 相 大日の 如くなる が、 中尊を 抱 持し、 金剛 部の 敎主 不動の 地位を 占めて、 金剛 薩埵の 力 
用を 爲 し、 右 前の 右手に 箭を 撚る大 金剛 尊は. 蓮華 部の 敎主 無量 壽の 位に 據 b て、 觀 自在 菩薩の 力 用を 爲す もの、 如し、 其 筆意、 設 色の 明 潔に して、 巧妙な 
るは、 何人も 之を 認む るな らん. 全幅に 剝 落の 痕な き爲 めに、 古窬に は あら' ざるべ し S 云 .ふ 人 も あらんが‘、 懲 .識 家は 日く、 こ 0 像は、 元來 、秘密 甚 深の もの ^ 
るが 故に、 十 襲 之を 藏し て、 M , 出さ V- ぅしに 由 b、 斯 くの 如くなる のみ、 其笨端 には、 郝 U 派の 精神を 發露 して. 趣味 津ケ た-るを 覺ゆ 、或は、 珍 海 B 第の 遺作 (: 
は あらざる かと 思は る、 珍 海は 源平 時代 (西 M 第 十二 世紀) の 人. 奈良 東大寺の 巳講 S なり， 又、 曾て、 醍醐 寺に 住せし こ W も ある 佛盡の 名手な^'、 
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THE  MYSTERIOUS  FIVE  (KAKEMONO). 

THE  PAINTER  UNKNOWN. 

(Coloured,  2  ft.  x  I  ft  4  in.) 

IN  THE  POSSESSION  OF  SAN-BO-IN,  DAI-GO-JI,  KYOTO. 
(WOOD-CUTTING.) 


The  five  Buddhas,  Maha-vairocana,  Akshobhya,  Ratna-sambhava,  Amitayus  and  Amogha-siddhi,  are  said  to  be  the  lords  of  the  five 
categories  respectively,  i.  e.  Buddha  (the  Enlightened),  Vajra  (Diamond),  Ratna  (Jewel),  Padma  (Lotus)  and  Karma  (Action)  and  they  are 
called  the  1  Mysterious  Five.’  In  a  certain  Sutra,  we  find  the  following  passages  :  “  One  who  practises  Yoga-meditation  aims  at  a  fulfilment 
of  the  five  great  vows,  namely  : 

1.  ‘May  I  lead  all  living  beings  to  an  attainment  of  the  rank  of  a  Bodhi-saltva  (Saint)  with  the  name  of  Vajra-sattva,  for  they  all  have  the  nature  of  Talliflgata.garbha  (Embryo 

of  Buddha).' 

2.  '  May  I  lead  all  living  beings  to  an  attainment  of  the  rank  of  a  Bodhi-sattva  with  the  name  of  AkA^a-garbha,  for  they  all  have  the  nature  of  Vajra-garbha  (Embryo  of  Diamond).1 

3.  * **  May  I  lead  all  living  beings  to  an  attainment  of  a  Bodhi-sattva,.  Avalokitesvara  by  name,  by  preaching  with  the  words  all  I  know,  as  they  all  have  the  nature  of  Saddlianna 

garbba  (Embryo  of  True  Law).’ 

4.  1  May  I  lead  all  living  beings  to  an  attainment  of  the  rank  of  a  Bodhi^attva  called  Visva-karman,  as  they  all  have  the  nature  of  Karma-garblm  (Embryo  of  Action)/ 

5.  '  May  I  lead  all  living  beings  to  an  attainment  of  the  pure  body  of  the  Buddha  Malid-vairocana,  ns  they  all  have  the  nature  of  the  above  four  garbhas  (Embryos).* 

The  vowing  and  practising  of  the  above  five  is  the  doctrine  of  Yoga-meditation  concerning  the  •  Mysterious  Five.’ 

Each  of  the  five  Buddhas  above  mentioned  will  come  into  manifestation  in  the  sphere  of  Vajra  (Diamond),  before  one  who  has 
obtained  the  state  of  supernatural  calm  through  the  Yoga  practice,  respectively  as  Vajra-sattva,  Akasa-garbha,  Avolokitesvara,  V  lsva-kannan  and 
a  transformed  Vairocana. 

There  is  another  set  of  deities  who  are  represented  in  our  picture  and  are  generally  identified  with  the  above  five  Bodh 卜 sattvas. 
Their  names  are  as  follows  :  Vajra-pani,  Raga-vajra,  Vajra-sandhi,  Sparsa- vajra  and  Maha-vajra. 

In  the  picture  presented  here  the  Bodhi-sattva  Vajra-pani  sits  in  the  centre  and  has  a  diamond  pestle*  with  three  points  in  his  right 
hand  and  a  diamond  bell  in  the  left,  so  that  he  occupies  the  position  of  Mah 立- vairocana,  the  lord  of  Buddhas  (i).  The  venerable  Raga- vajra, 
is  on  the  left  hand  side,  and  has  a  Makara-bannerf  taking  the  place  of  Ratna-sambhava,  the  lord  of  Jewels  (2);  he  takes  the  same  function  as 
Akasa-garbha.  The  venerable  Vajra-sandhi  in  front  on  the  left  whose  hands  are  clenched  in  the  way  of  a  diamond  fist  (Vajra-sandhi)§  takes  the 
position  of  Amogha-siddhi,  the  lord  of  Actions  (3)  and  plays  the  part  of  Visva-karman.  The  venerable  Sparsa-vajra  is  behind  on  the 
right,  having  the  colour  of  a  white  lotus  flower  and  the  appearance  like  Mana-vairocana,  embraces  the  middle  lord  taking  the  function  of  Vajra- 
sattva  and  occupying  the  position  of  Akshobhya,  the  lord  of  Diamonds  (4).  Finally  the  venerable  Maha-vajra  in  front  on  the  right  and  with  a 
diamond  arrow  takes  the  place  Avalokitesvara,  standing  on  the  throne  of  Amitayus,  the  lord  of  Lotus  flowers  (5). 


A  TABLE  SHOWING  THEIR  MUTUAL  RELATIONS. 


Buddhas 


Incarnated  JBodhi-sattvas  re¬ 
presented  in  the  picture. 


Ratna-sambhava 

„  ..  I 

Akasa-garbha 

I  . 

Raga-vaj  ra 
on  the  left.  Dark  coloured, 
having  a  makara-dhvajB 
(*fish-banner.')T 


Amogha-siddhi 

I 

Visva-karman 

I  . 

Vajra-sandhi 


AkshoDhya 


Sparsa-vajra 
on  theriglu.  White  coloured, 
embracing  the  middle  one.** 


in  front  on  the  right  Reddish 
coloured,  with  a  diamond 
arrow •付 


We  have  no  way  of  ascertaining  who  the  painter  was.  It  seems,  however,  to  belong  to  the  Kamakura  Era  (13th  century)  as  it  in¬ 
dicates  an  influence  of  the  Kasuga  school  of  painting.  If  it  can  be  assumed  to  be  older  than  this,  it  may  go  back  to  the  Genpei  Era  (12th 
century)  and  may  be  attributed  to  such  artists  as  Chin-kai,  an  elder  priest  of  To-dai-ji  at  Nara  and  a  famous  painter  of  sacred  pictures.  Any 
one  on  seeing  it  will  notice  an  unusual  clearness  and  dexterity  of  the  use  of  brush  and  of  colouring  which  no  ordinary  hand  can  produce.  Some 
may  think  that  it  is  not  an  old  painting  for  it  bears  no  sign  of  fading  or  peeling.  But  this  fact  may  due  to  another  cause.  Such  picture  is 
generally  kept  in  secret  and  is  not  often  exhibited.  Thus  it  may  have  kept  itself  in  so  good  condition. 


*  Meaning  vajra-klla,  *  tliunderholt.， He  is  no  doubt  Indra;  Vajra-pflni  is  an  cpirhct  of  Indra. 

t  This  is  a  usual  sign  of  Kama,  God  of  love  of  India  who  is  also  called  Makara-ketu,  -dhvaja,  or  -kelana.  Makara  is  a  kind  of  fish,  a  marine  monster. 

i  This  is  the  origin  of  tlie  name,  *  Vajra-ianilhi.'  Vi^va  karman  is  the  architecl  of  the  universe  in  the  Vedic  period,  and  later  he  is  an  artificer  of  gods,  often  identifical  with 
Prajapali,  creator. 

**  Sparta,  touch,  seems  to  have  some  meaning  here. 

tt  Maha-vajra  is  sometimes  called  Iv4ma-vajra.  The  arrow  of  Kama  (god  of  love)  is  often  spoken  of,  but  it  is  curious  enough  to  find  Kama  identified  with  Avalokitcsvara. 
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ARHATS,  THE  INDIAN  SAINTS  (KAKEMONO). 

(Coloured,  5  ft.  7  in.  x  z  ft.  10  in.) 

(WOOD-CUTTING) 

THE  ROUGH  COPY  OF  THE  ABOVE. 

(Ink  sketch,  5  ft  7  in.  x  2  ft.  8  in.) 

(COLLOTYPE) 

BY  CHO  DENSU. 

IN  THE  POSSESSION  OF  TO-FUKU-JI,  KYOTO. 

Arhats  are  the  direct  disciples  of  Sakyamuni,  who  are  free  from  all  passions,  and  no  longer  subject  to  transmigration  into  the  three 
worlds  of  desire,  form  and  formlessness  (Kama,  Rupa  and  Arupa-dhatu).  They  are  mentioned  with  their  respective  appellations  in  the  supple¬ 
mentary  collection  of  the  Buddhist  canonical  books,  Vol. vi,  Case  43,  and  are  believed  to  re-appear  in  the  future  as  Buddhas  assuming  then 
the  title  '  Samanta  Prabbasha/  ' 

Myo-cho,  the  painter,  better  known  as  Cho  Densu  (1352-1431  A.D.)  entered  the  priesthood  when  he  was  still  very  young  under 
the  Venerable  Dai-do  of  the  ‘  Tofuku-ji  *  temple  in  Kyoto,  and  took  the  service  of  a  Densu  (curator  of  the  Hall)  through  his  whole  life,  hence 
the  name  '  Cho  Densu  ’  (Cho  the  curator).  In  his  study  of  painting,  he  followed  the  style  of  Li  Lun-min  of  the  Sung  dynasty  of  China  and 
also  that  of  Yen-hui  of  the  Yuen  dynasty,  while  he  displayed  an  artistic  originality  of  his  own.  He  soon  distinguished  himself  for  his 
wonderful  calligraphic  design  and  inventive  power.  He  is  generally  computed  as  one  of  the  best  Buddhistic  painters  of  Japan.  Dr.  Anderson 
of  England  highly  appreciated  his  paintings  and  rightly  applauded  him,  saying :  ‘  He  must  perhaps  rank  as  the  most  original  and  powerful 

artist  that  this  country  has  ever  produced,  and  as  a  master  of  calligraphic  design,  a  colourist  of  marvellous  force,  and  an  inventor  of  gigantic 
conception,  he  was  a  man  whom  any  country  in  the  world  might  be  proud  to  own.，  Most  of  the  pictures  of  his  production  are  in  an  enormous 
scale,  and  the  present  ‘  Kakemono*  of  Arhats  is  really  one  of  them.  Once  he  visited  the  temple  ‘  Ken-cho-ji 1  at  Kama-kura,  where  he  found 
the  ‘  Kakemonos’  of  the  five  hundred  Arhats  painted  by  Yen-hui  above  referred  to,  and  carefully  copied  the  whole  series.  Later  on,  by 
order  of  the  Sho-gun  Yoshi-mochi  he  executed  a  new  series  of  '  Kakemonos  1  of  a  gigantic  character,  fifty  in  all,  including  the  present  one. 
Every  one  of  the  five  hundred  figures  contained  in  them  is  stamped  with  a  striking  individuality  preserving  the  intellectual  dignity  of 
Arhatship,  namely,  the  *  state  of  being  worthy  of  worship.*  They  may  make  the  believing  buddhists  imagine  that  all  these  Arhats  will  re-appear 
in  the  future  as  Buddhas  and  preach  the  doctrine  of  500  varieties,  to  save  all  beings  in  the  world.  Other  personages,  buildings,  trees,  stones,  etc., 
supplemented  to  perfect  the  paintings,  are  so  satisfactorily  selected,  well-proportioned,  and  skilfully  coloured,  that  his  paintings  can  undoubtedly 
supersede  those  excellent  ones  by  the  painters  of  the  Sung  and  Yuen  dynasties  from  whose  paintings  he  got  his  model. 

The  nmshed  1  Kakemonos '  of  Arhats  originally  consisted  of  fifty  in  all  as  we  said  above,  but  they  were  scattered  here  and  there 
during  the  civil  war  of  the  1  Onin  1  period  ( 1467  A.D.).  Later  on,  they  were  searched  for  and  collected  by  Buddhists  from  several  localities 
but  three  of  them  are  still  wanting.  Consequently,  three  of  their  rough  copies  made  by  Densu  at  Kama-kura  were  coloured  by  a  painter, 
and  were  added  to  the  .finished  ‘  Kakemonos,’  in  order  to  fill  up  the  gap.  This  is  the  reason  why  their  rough  copies  are  now  forty  seven  in 
number,  while  they  ought  to  be  fifty  altogether. 

The  ‘  Kakemono’  here  in  wood-cutting  can  show  Clio  Densu's  skilful  colouring,  but  are  not  sufficient  to  illustrate  the  whole  design 
and  fine  proportion  in  his  painting.  We  produce  here,  therefore,  one  of  the  rough  copies  as  well. A  careful  inspection  of  both  the  rough  and 
finished  copies  would  enable  us  to  complehend  his  wonderful  capacity  and  skill  in  the  art. 

In  the  coloured  wood-cutting  we  were  obliged  to  give  only  a  portion  of  the  original,  or  else  it  would  be  too  minute  for  print. 


五 百 阿羅漢 盡像 (絹本 着色) 僧 兆 殿 司 筆 

五十 幅 中の 一幅の 一分 (全幅®、 五 尺六寸 玉 分， 橫二尺 九寸四 分) 

同上 草本 一 紙 本 墨翥)  同  筆 

四十 七 幅 中の 一幅 1 * 五 尺 七寸 、横 二 尺 七寸 五分) 

京都 東 山 臨濟宗 大本山 東 福寺藏 

阿羅漢は、 支那に 應供 W 譯 す、 是 、釋 迦佛の 弟子が 修得せ る 一位 地に して、 煩惱 
を斷盡 し、 欲、 色、 無色の 三界に 轉生 する こ V」 な  <、人 天の 供養 崇敬を 受 くるに 
堪ゆる ものを 呼ぶ 稱な &、 之を 不生 、又は 殺賊 {煩 惱專ビ する は 義譯な b、 五 百 
阿羅漢の 名號 は大藏 經續藏 第 四十 三帙 第六卷 にあ K 此五 百の 聖者は、 谷、 未 
來 世に 於て、 普明佛 VJ して 現出すべし W 稱 せらる、 

明 兆 (正 平 七 年！ 氷 享三 年、 即ち、 西. 曆一三 五 二 年— 一四 三 一年) は 淡 路の國 物 部に 
生れ、 東 福 寺 主 大道 和尙の 弟子 ビ な 6、殿司の役を帶びて一生_を終れり、故 (: 、 
世人 彼を 兆 殿司ビ いふ、 支那 宋の李 龍 眠， 及び 元の 顔 輝の 窬は 、彼が 私淑せ し 
所な れ V 彼には、 また、 特種の 書風 存 せ-^ 其 佛畨の 斬新 秀拔 に して、 自然に 靈 
妙なる は、 實に 日本 第一. VI いふべ し、 英國の ドク ト v アンデルソン 氏は 口を 
極めて 彼を 稱揚し 4 何れの 國 w 雖、 運筆の 妙手、 著 色の 大家に して、 亦、 雄大なる 
意匠の 創始者た る こ W、 明 兆 其 人の 如き 者を 産出せば、 優に 世界に 誇る に 足 
る JV」 いへ り、 是 蓋、 過賞には あらざる なり. 兆の 作には、 規摸 の大な る もの 甚だ 
多し， 此五百 阿羅漢の 幅の 如き も 其 一な り、 彼 曾て、 相模國 鎌 倉の 建 長 寺 K 於 
て，顏輝が窬ける五百阿羅漢の圖幅を舰、之を摸して歸りしが、後、將軍足利義 
持の 命に 應じて 、この 多數 にして、 且 、巨大なる 窬刷を 猫き 出せ り V」 いふ、 之を 
展觀 する に， 五 百の 聖潘 は、 各自に 其天禀 の 特質を 示す S 同時に、 又、 應供 者た 
るの饮 嚴を 失は す、 自から 人を して. 此等五 百の 聖者が、 未來 世に 五 百の 普 明 
佛 W な b、 五 百 種の 佛法を 宣說 し、 一切 群生を 濟度 する を 想は しむ' 又、 其補景 
W もい ふべき 人物， 家屋、 樹石 等の 結構、 布猜、 設 彩の 巧緻なる、 何れも， 彼が 摸範 
£ せる 宋元の 妙 品を 凌駕す るの 勢 あるょ b、 之を 以て 彼が 作に あらす どす 
る もの も あれ V」、 五十 幅 中には. 東 福 寺 祖聖一 國師の 像 並に、 兆 自己の 影を 描 
き 出せる の あ-^ て •分明に 彼が 筆なる こ £ を證せ b、 彼は 此大盡 を 作る に 當 
り， 幾度 其 稿を 改めた b しか、 詳なら ざれ V. 宋 朝の 蜀僧法 能の 如く、 苦心 慘澹 
たる 經營 に、 數 多の 年月を 閱せ しや 疑な し、 

絹本の 阿羅漢 窬は 五十 幅 ありし が、 應仁 (西暦 一四 六 七 年 © 戰 亂の爲 めに 散 
佚せ b、 其 後 信徒 之を 四方ょ b 拾集し 來 りし も. 其內三 幅の 所在を 失 ひしに 
由 b, 草本に 着色して， 其數を 足せ b  e いふ、 是 ，草本が 戚 じて 四十 七 幅 w な b 
し 所以な b, 木版の 圖は 、彼が 設 色の 妙を 髪' m する を 得べ けれ V」、 全幅の 結構 
布置を 示す こ W 能は ざるを. 以て、 併せて 草本の 一幅を も揭 ぐる こ £ 、せ b、 
彼此を 對觀せ ば、 彼 * >* 手腕の 非凡なる を 知る じ 足らん、 
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BUDDHA  BHESHAJYA-GURU  (YAKUSHI)  AND  THE  TWO  KETINTJES  (BRONZE  IMAGES). 

BY  TORI. 

(The  middle  one,  2  ft.  3  in.;  the  other  two,  1  ft.  7J  in.,  in  height) 

IN  THE  POSSESSION  OF  HO-EIU-JI,  YAMATO. 

(COLLOTYPE.) 

The  Buddha  Bheshajya-guru  VaWurya-prabhasa  (Yaku-shi  Ruri-kwo  Nyorai)  is  the  last  of  the  seven  Bheshajya-guru  Buddhas  who 
opened  their  1  Land  of  Bliss'  in  the  eastern  quarter  beyond  the  world.  Their  '  Pure  Land  of  Bliss’  is  just  like  that  of  Amitabha  Buddha  who  is 
the  lord  of  the  Western  quarter.  The  Bodhi-sattvas,  Surya-prabha  and  Candra-prabha,  standing  on  both  sides  of  the  Buddha  take  the  functions 
of  Avalokitesvara  and  M aha-sthama-p rapta  attending  Amitabha,  and  assist  their  lord,  as  the  heads  of  the  holy  assembly,  in  propagating  tlie  law. 
It  is  said  that  those  who  worship  the  Buddha  may  be  free  from  danger,  sickness  or  an  untimely  death,  and  therefore  he  is  very  popular  among 
a  class  of  the  people. 

This  bronze  image  is  the  chief  object  of  worship  of  Ho-riu-ji  and  is  enshrined  in  the  Kon-do  (Golden  Hall)  of  the  temple.  The  inscrip¬ 
tion  on  its  back  runs  as  follows  :  "  When  the  Emperor  Yo-mei  fell  ill,  he  wanted  to  build  a  temple  and  an  image  of  Bheshajya-guru  (Yaku-shi) 
but  he  died  before  a  fulfilment  of  his  wishes.  Afterwards  the  next  Emperor  Sui-ko  together  with  Sho-toku  Taishi  (573-627  A.  D.)  mack  this 
image  and  thus  fulfilled  his  father's  wish  in  the  15th  year  of  his  reign.” 

Those  image  appearing  in  the  halo  are  Sakyamuni  and  six  other  Buddhas. 

Kura-tsukuri  Tori  is  the  most  famous  caster  of  the  time,  and  the  image  is  the  best  specimen  of  the  casting  art  of  the  Sin-ko  Era,  by 
which  we  can  discern  how  the  old  Chinese  art  has  undergone  a  change  in  Japan. 


藥師 如来 三 尊 金 銅像 鞍作止利 作 

(中 ® 身長 二 尺 三寸、 脇 侍 身 爲各 一尺 七寸 五分) 

大和 國 法相 宗 大本山 法 隆寺藏 

藥 師琉瑠 光如 來は 東方に 淨 土を 建. 立せ る 藥師七 佛の第 七 位に して、 其淨土 
は 西方 阿 彌陀佛 の極樂 世界 S 莊嚴 異なる こどな く、 日光 偏 照、 月光 偏 照の 二 
菩薩は 観自在 得 大勢 至が 阿彌陀 の 左右に 侍する 如く、 無量の 聖 衆に 長 £ し 
て 此如來 を輔 m し、 又 彌陀淨 土の 柱 生 人が 觀 自在 等の 二十 五 菩薩に ii 迎せ 
ら る、 * >* 如く、 此 佛の淨 土に 往生す る ものは 文珠 、彌勒 等の 八 菩薩に 迎 接せ 
ら る、 W いふ、 此佛に 十二の 大 誓願 あり、 身 相 圓滿、 福 德無盡 、轉女 成 男、 安立 大 
乘 等を 其 主要なる もの w す、 經に は救脫 菩薩の 問に 由り、 患 病 横死を 免 かれ 
んに は、 この 佛に 供養す るを 最勝 W する 由を 說け 

此金 銅像は、 法隆 寺の 本 # ビ して、 金堂 內に 安置 せらる、 ものにして、 其 光 背 
の 銘文を 見る に、 用 明 帝の 病 ある や、 寺 及び 藥師の 像を 造らん こ £ を 誓願せ 
られ しが、 未だ 果さ すして 崩せられ ければ、 推 古 帝は 聖徳 皇太子 (厩戶 皇子、 豐 
聰耳 皇子、 又は、 上宫 太子 V」 もい ふ、 西曆五 七三 年に 生れ、 六 二 一年に 薨せ b、 篤 
く 佛敎を 信じて 之を 興隆し、 又 推 古 帝の 儲 c w して 萬 機を 攝し 、十七 憲法を 
規定せ しこ ど あ ^ ビ與 に、 先帝の 御 願を 追遵 し、 遂に 其卽位 十五 年に 曁で此 
金 銅佛鍺 造の 功を 奏せし めら れたる もの、 由を 記せ 合、 光燄 中に 現出せ る 
七佛は 、善 名稱 吉祥 王如來 等の 六佛と 释迦 牟尼佛 V」 な b、H 師は當 代 唯一の 
秀匠 鞍作止利 なれば、 推 古 時代の 彫刻、 模型、 错 法を 表示す る 無比の 重寶 にし 
て、 之に 由 b て當時 支那の 美術が 我 邦に 於て 如何に 融 化せられし かを 推測 
する を 得ん、 
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THE  FOUR  MAHAEAJAS  OF  HEAVEN  (CLAY-IMAGES). 

THE  MAKER  UNKNOWN. 

(Coloured ;  each,  5  ft.  4  in.  in  height.) 

IN  THE  POSSESSION  OF  KAI-DAN-IN,  TO-DAI-JI,  NARA. 

(COLLOTYPE.) 


Four  Maharajas  are  the  celestial  gods  who  have,  according  to  Sutras,  often  vowed  to  protect  every  assembly  where  the  Mahayana 
doctrine  is  preached  and  to  benefit  all  those  engaged  in  propagating  the  Law.  Some  Sutras  give  the  names  of  their  parents  which  are  omitted 
here  for  brevity’s  sake.  They  afe  said  to  live  half-way  up  the  Sunieru  Mountain  on  the  Yugandhara  rocks  of  the  four  cardinal  points.  As 
the  names  of  their  regions  are  often  found  among  those  of  Indian  territories,  they  might  have  been  at  a  time  some  local  gods  of  India.  The 

custom  of  placing  their  images  in  a  tower  or  in  a  temple  began  in  the  course  of  the  5th  century  in  India  and  the  neighbouring  states  while 

in  China  their  worship  was  originated  in  the  period  between  the  Sui  and  Thang  dynasties  (end  of  the  6th  century.) 

1.  Vaisravana,  the  first  of  the  four  Maharajas,  is  the  lord  of  Yakshas  (demigods),  the  regent  of  the  North  Uttara-kuru,  residing  on 
the  Gold  rocks  of  the  Sumeru  mountain.  He  is  known  in  Japan  as  Bi-sha-mon  or  Ta-rnon-ten. 

Here  in  our  image  he  is  represented  with  a  dark-blue  face,  a  purple  hair,  an  angry  look  and  a  closed  mouth.  He  is  generally 
described  to  be  holding  a  halberd  in  the  right  hand,  and  a  pagoda  (stupa)  containing  a  relic  in  the  left,  whereas  the  image  has  a  stupa  in  the 
right,  and  perhaps  a  halberd  in  the  left  though  it  is  lost  at  present.  But  nothing  can  be  said  definitely  of  the  hands  of  the  image  for  they 
are  of  a  later  repair.  He  wears  an  armour  over  the  red  garment.  The  worship  of  Vaisravana  was  popularized  by  the  Emperor  Huen-tsung 

in  the  year  742  A.D.  as  the  image  was  believed  to  have  helped  to  subdue  some  foreign  invaders  (See  No.  25  below). 

2.  Dhrita-rasbtra,  the  second  of  the  four,  is  the  lord  of  Gandharvas  (‘  heavenly  musicians  ’)， the  regent  of  the  East  Purva-videha, 
resident  on  the  White  Gold  rocks.  Jap.  Ji-koku-ten.  He  is  here  represented  with  a  green  face  and  a  purple  hair,  his  mouth  being  wide  open 
for  anger.  The  right  hand  seems  to  have  had  a  sword  ;  he  wears  an  armour  over  the  red  garment. 

3.  Virudliaka,  the  third  of  the  four,  is  the  lord  of  Kumbhandas  {demons),  the  regent  of  the  South  Jambudvipa,  residing  on  the 
Crystal  rocks.  Jap.  Zo-cho-ten.  He  seems  to  have  had  a  sword  in  the  right  hand,  though  the  original  form  is  not  certain,  while  his  left  hand 
presses  his  side.  He  is  with  a  deep-blue  hair  and  a  crimson  face,  his  mouth  being  closed  for  anger.  He  wears  a  light  coloured  garment, 
over  which  an  armour. 

4.  Virupaksha,  the  fourth  of  the  Maharajas,  is  the  lord  of  Nagas  (dragons),  the  regent  of  the  West  Apara-godana,  resident  on  the 
Silver  rocks.  Jap.  Ko-tnoku-ten.  He  is  usually  represented  with  a  reddish  face  and  hair,  smiling  gently  and  writing  something,  and  wearing 
a  green  garment  under  his  armour.  But  this  image  differs  in  some  points.  It  does  not  seem  to  smile  nor  is  he  writing  anything,  though  we 
are  not  able  to  ascertain  how  it  had  been  originally. 

These  four  images  are  made  of  clay  which  must  be  very  difficult  to  be  put  into  such  perfect  forms  as  these.  Whereas  their  noble 
and  dignified  feature  can  inspire  a  fear  to  us,  there  exists  at  the  same  time  a  gentle  and  merciful  expression  in  their  faces.  Their  strong 
constitution  of  body  and  quiet  attitude  are  worthy  of  the  patrons  of  the  religion  and  the  world.  The  connoisseurs  are  probably  right  in  assigning 
them  to  the  period  of  Ten-pyo  (middle  of  the  8th  century). 


四天王 塑像 (施 彩) 作者未詳 

(一) 毘沙門天 (二) 提頭 賴吒天 王 (三) 毗留勒 叉 天 王 (四) 呲留博 叉 天 王 
{身 县各五 尺 四寸) 

大和 國奈良 華厳宗 大本山 東大寺 戒壇 院藏 
四天王が 大乘佛 敎の說 會‘に 守護 者 S して 參 列し、 其敎 の傳弘 者を 饒益 せん 
£誓 へる こ VJ 屢々 經 文に 出づ 、又、 經に は、 四 天の 父母の 名稱 をも擧 ぐれ V」、 實 
際は 觀 自在、 大勢 至 等の 如く、 機 感に應 現せる 化身 ビ見ゅ 、其 住 處を須 彌山半 
第 四 層の 四方 ビ する 說も あれ  <  其國 名の 印度の 諸國名 VJ 混 列せ もる、 等 
に 由り て考 ふるに、 此四天 も 曾ては 印度の 地方 神な りしな らん. 西域 諸國に 
ては， 西曆 第五 世紀 頃ょ b 此天 像を 寺 塔 等に 置きて 守 誰 神 w し， 支那に ては、 
隋唐以 來 (西曆 第 六 世紀の 終末 以後) 之を 崇祀す S いふ， 

二) 毘沙 門譯 して 多 聞 £ いふ、 藥 叉の 主神に して 黃金埵 に 住し、 北方の ■單 
越 國を守 誰す る もの ビ稱 せらる， 其 形相を、 經には 、左手は 伸べ て 稍を 執 り、 右 
手は 屈して 佛 塔を 擎げ 、金 甲を 被む-^、 足は 女人の 肩を 蹈むあ り、 或は、 雲 中に 
立つ も あ bs 說け b、 此塑 像の 左手に 稍を 立つ るの 姿勢な きは、 一變 相なら 
ん 、但 、其 左右の 手掌は 後の 補修な り、 此 天は 他の 三 天の 如く、 足藥 叉を 蹈 みて、 
經說に 同じ？* ら す、 又、 般若を 守護す る此 天は、 M 髮 紫色、 面靑黑 、唇を 閉 ぢ て瞋 
怒し、 右手に 金剛 倍、 左手に 舍利 塔， 身に 甲冑を 被む 赤 衣を 著く  VJ あ り、 之を 
此 像に 照らす に、 左掊右 塔の 異 あるの み、 此 天、 支那 唐の 天寶 元年 (西暦 七 四 二 
年) に、 外 宼に樹 して 靈異 を顯 示せし に 由り、 爾來 、諸 州の 城 櫓には 必 t 之を 崇 
祀 せ -L めた bs いふ、 

(二)  提頭賴 吒譯 して 持國ビ いふ、 乾闥 婆の 主神に して 白金 li に 住し、 東方の 
弗 波 提國を 守 謎す る もの i 稱 せらる、 其 相は 左手は 垂下して 刀を 執 b、 右手 
は 屈して、 前に 向け、 掌中に 放光 寶珠を 持ちて、 賞 善 罰 惡の神 用を 示す W あれ 
VJ. 此 像は 然ら す、 但 、補修 以前に 6 りて は、 或は 經說の 如くな b しや も 知る ベ 
からす，般若を守護する此天は、駿髮紫色、面綠靑、口を開きて忿怒を顯はし、右 
手に 大刀、 左手に 銘 、甲胄を 被む b、 赤 衣を 著く  W いふ、 

(三)  呲留 勒叉譯 して 增長 i いふ、 鳩槃 茶の 主神 1: して 琉璃 ii に 住し、 南方の 
閻浮提 國を守 護す る もの S 稱 せらる、 其 相 左手は 垂下して 刀を 執り、 右手は 
稍を 持ち 邪惡を 折伏し 善根を 增長 する 神 用を 示す S あるに、 此像 右手に 稍 
を 持てる 姿勢 存すれ V」、 左手は 腰を 押 ふ、 但 、般若を 守護す る 相は、 鬚髮 紺色、 面 
面 赤紫、 唇を 閉ぢて 忿怒し、 右手は 金剛を 持ち、 左手は 腰を 押し、 甲胄を 被む b、 
白靑 色の 衣を 著く S いへ ば、 寧ろ 此像 の體 勢に 近き を 知る， 

(四)  毗留 博叉譯 して 廣目 S いふ、 -11 神の 主にして 白銀 埵に 住し、 西方の 崔陀 
尼國を 守護す る もの ど稱 せらる、 其 相、 左手に 稍を 持ち、 右手に 赤 索を 執り、 以 
て 邪悪を 折伏し 善を 生せ しむる こビを 表し、 其 目張り 口 怒りて 威嚴 あるは， 
種々 の 語 言を 以て 外道 邪 論を 摧破 する 神 用を 示す 者 なれば、 或は 雜語天 S 
も 云 ふ あ b、 又、 般若を 守護す る此 天は 餐髮 赤色* 面 肉色に して 微笑の 相を 
示し、 筆を 執 b て 曹寫の 勢を 爲し 、甲冑を 被む b、 綠 衣を 著く ビ云へ り、 此像今 
は 所謂 書寫の 相を 爲せ VI. 改修 前に あ b ては、 稍 V, 索 VJ を 執りし や も 未だ 知 
るべ からす* 

此四驅 の 像は、 材料 粘土なる を 以て、 製作の 自由なら ざり し 跡 あれ r も 其 面 
貌 1: 犯すべからざる 威嚴 VJ、 尊ぶべき 慈悲心を 顯 し、 姿勢 壯重自 から 人を し 
て 祟敬渴 仰の 念を 生せ しむ、 題諏 家が 之を 天平 時代 (西 曆第八 世紀の 央) の 名 
エの 作な らん W 云 ふは、 蓋、 中れ るな らん、 
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THE  WOODEN  IMAGE  OF  OAKRAVARTI-CINTA-MANI  AYALOKITESYARA 
(ITYO-I-RIN  KWAN-ON). 

BY  SH0-TOKU  TAI-SHI  (ACCORDING  TO  A  TRADITION). 

(6  ft.  10  in.  in  height.) 

IN  THE  POSSESSION  OF  RO-SAN-JI,  KYOTO. 

(COLLOTYPE.) 


incarnated 

He 


i-cinta-mani  A 
a  saviour  of  b 
is  commonly  represented  as 
wishing  gem(Cinata-mani)  c 
His  two  arms  are  said  to  i 


Avalokitesvara,  (Jap.  Nyo-i-rin  kwan-on)  is  sometimes  called  the  '  Mali を- brahman  ’  Avalokitesvara,  i 
heavenly  beings. 

having  six  arms  as  in  the  case  of  the  picture  in  To-ji,  Kyoto.  The  two  armed  Kwan-on,  a; 
i  his  diadem ;  his  right  hand  shows  that  he  is  preaching  the  law  while  the  left  hand  sin 
: present  the  two  categories,  tneditadoi 
the  future  and  it  is  the  real  cause  of  his  popularity  i 

•toku  Tai-shi  (574-621  A.  D.)  and  was  kept  in  Ten-6-ji  (now  ruined),  Kyoto. 
Imaidzumi  of  the  Fine  Art  College  of  Tokyo  wou 
the  Korean-Chinese  sculpture  into  the  Japanese  one. 

This  type  of  Kwan-on  is  often  met  among  the  productions  of  the  Sui-ko  period  (7th  century)  but  c 
type  only ;  Mr.  Imaidzumi  would  probably  be  right. 

Though  the  diadem  is  somewhat  too  large  and  the  legs  are  too  long,  yet  his  meek  countenance  ar 


beings  of  the 
This 


present  and 
image  is  s; 
e  experts  attribute  it  to  a  period  b 
think  that  it  represents  the  stage  c 


1  by  Sho-tc 
it  Mr.  Y,  In 


wisdom.  His  special  vow  is  to  : 
the  people  (See  below  No.  27). 

Ten-6-; 

i  put  it  to  the  eighth  c 


如意 輪觀 自在 菩薩 木像 傳聖德 太子 作 

(身 县七 尺) 

京都 天台宗 廬 山寺 藏 

如意 輪觀 自在は 大焚 深遠 覜世音 £ も稱 し、 觀 自在が 天上界の 有情を 濟 度せ 
ん w して 現 身せ る ものにして、 世間に 存 する ものは、 多くは、 東 寺の 遨 像の 如 
く 六臂な るが、 此 像の 如く 二臂な る もの も 稀には あ b、 一 一臂 如意 輪は、 經に由 
るに、 首に 化佛 冠を 戴き‘ 左手は 如意 寶珠を 載せた る 蓮華を 執り、 右手は 說法 
の 相を 爲 し、 顔貌 熙悅な b  VJ あり、 今 此像を 見る に、 如意 珠は 之を 寶 冠の 飭 S 
し、 左手は 蓮華を 執ら t して 右趾 上に f?: くも、 右手は 說 法の 相を 示す ♦か 如し、 
蓋、 其 二臂た b 六臂 たるは、 各、 所顯あ k 甲は 此 菩薩 一切の 力 用を 定慧の 二に 
收め 、乙は 之を 開きて 地獄 餓鬼 等の 六道 濟 度を 示す ものな 何れにしても、 
若、 現、 當 二世の 志願を 成就せ ざる もの あら ば、 我は 虚妄 罪に 堕せん、 W 云 ふ菩 
薩の 誓願は 渝るこ W なきな b、 

此像は 聖徳 太子 卽ち (西暦 五 七 四 年— 六 ニー 年) の 作に して、 其 建立せ る 京都 
金山 天 王 寺 {今は 存 せす) の 本尊 W せし もの ビ傳 ふれ V」、 媛 識 家中には、 之を 太 
子 以前の 作ビ する もの も あ^'、 又、 今 泉 雄 作 氏の 如きは， 此 式の 觀 音は 推 古 時 
代 茜 曆第七 世紀の 始) の 製に 係る もの 多 けれ ざ、 この 像は 天平、 延曆の 間 (西暦 
第 八 世紀の 終) に 成れる ものにして、 朝鮮、 支那 兩 形式の 過渡 時代を 知る に 足 
るビ云 へ b、 其寶冠 過大に して 雨足 過 長の 嫌な きに あら ざれ V」、 容貌 溫雅に 
して 衣裳の 端正なる、 古 製 中の 尤物 ビ いふべ し、 
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A  WOODEN  IMAGE  OF  AOAEA  (FUDO). 

BY  KObO-DAISHI. 

4  (3  ft.  8  iii.  in  height.) 

IN  THE  POSSESSION  OF  KYO-WO-GO-KOKU-JI  (TOJI),  KYOTO. 

(COLLOTYPE.) 

Acara  (Jap.  Fudo)  is  one  of  the  five  superhuman  beings  who  are  revered  in  the  myslic  Buddhism,  and  is  said  to  be  the  incarnation 
of  Mahavairocana.  One  who  worships  him  is  believed  to  be  able  to  attain  to  the  same  rank  with  a  Bodhi-sattva,  by  realizing  the  state  of  super¬ 
natural  calm,  and  the  power  of  eloquence  and  activity.  There  are  several  ways  of  representing  him  and  the  accounts  given  about  him  differ 
widely  from  one  another.  According  to  a  Sutra,  he  is  a  being  whose  body  is  blue  or  brown  in  colour,  attired  usually  in  red,  with  an  angry 
expression,  with  his  eye-brows  crooked  and  his  left  eye  looking  sideways,  a  cue  hanging  over  his  left  shoulder.  He  sits  on  a  lotus  flower  or 
on  a  precious  stone  or  on  a  jewel  rock,  grasping  a  sword  with  the  left  hand  and  a  rope  with  the  right  The  attitude  seems  to  indicate  his 
function  as  the  subduer  of  devils. 

There  is  another  Acara  in  the  form  of  a  youth,  who  has  two  canine  teeth  appearing  out  of  his  mouth,  and  there  is  another  still  who 
is  worshipped  as  a  god  of  victory  and  has  four  faces  and  four  arms,  standing  in  the  middle  of  a  burning  fire. 

The  image  here  produced  does  not  agree  with  either  of  these  accounts  exactly  but  has  a  combined  feature  of  the  above.  He  grasps 
a  rope  with  the  left  hand  and  a  sword  with  the  right;  two  white  teeth  appearing  out  of  his  mouth  as  in  the  case  of  the  youthful  form  of 
Acara.  He  has  angry  look  but  with  no  squinting  eye  and  the  seat  seems  to  represent  that  of  precious  stones. 

The  portrait  of  Acara  was  first  introduced  to  Japan  by  Kobo-daishi,  the  founder  of  the  Shingon  sect  in  Japan  (774-S3S  A.  D.),  who 
obtained  it  while  in  China.  The  wooden  image  before  us  was  sculptured  by  him  after  his  return  home,  doing  homage  three  times  in  each 
cut,  and  it  is  now  kept  as  a  sacred  object  of  worship  in  the  southern  corner  of  Miyei-do  (a  hall  in  which  the  image  of  Kobo  is  kept)  at  Kyo-wo- 
Go-koku-ji,  (or  roji,  Kyoto).  Kobo  was  a  great  reformer  of  art  as  well  as  of  Buddhism. 

On  the  one  hand  he  introduced  the  mysterious  doctrine  of  Mantra  (charm,  Jap.  Shin-gon)  and  with  it  the  study  of  Sanskrit,  and  on 
the  other  he  rescued  Japanese  art  from  a  disgraceful  corruption  in  the  period  of  Tempyo  by  producing  a  number  of  images  and  portraits  of 
sacred  personages.  The  image  of  Acara  is  no  doubt  one  of  the  best,  if  not  the  best,  the  strong  but  quiet  expression  reminding  us  of  the 
great  reformer  himself. 


不動明王 木像 弘法 大師 空 海 作 

(高 三尺 七 寸五 分) 

京都 眞言 宗 大本山 敎王 謎 lil 寺 (東 寺) 藏 

不動明王は 秘密 佛敎 にて 崇奉 する 五大 明 王の 随一に して、 大日 如來の 化身 
ビ す‘ 之を 本尊 ビして 修法す る ものは、 自身 不動 どなり、 不可思議なる 三 摩 地， 
辨才 、力 用を 得て、 諸 菩薩 S 同位に 達す w 云へ b、 其 形相は 經を 見る に、 身 色に 
は靑 あ-^、 赤黃あ り、 衣裙は 赤色に して、 左に 一辮髮 を 垂れ、 左 眼は 斜視， 曲眉瞋 
面、 以て 降魔の 相を なし、 左手に 衩劎を 握 b、 右手に 紹 索を 執る V」 も、 又、 左手に 
羅索 、右手に 玫劎ビ も あり、 其臺 座には、 速 華、 寶 石 # 盤 山の 三種 あ b、 又、 一切の 
愛 樂を滿 足せし むる 童子 形の 不動は、 身 赤色に して、 左に 黒 S 色の 一辮髮 を 
垂れ、 一眼 斜視、 微 しく 二 牙を 露して 腿 怒し、 右手は 金剛 杵を 握り、 左手は 寶悚 
又は、 羅 索を 把り、 火焰 中の 蓮臺 、或は、 石山 上に 坐す £ 記玄 、又、 破 軍法の 本尊 VJ 
しては、 四面 四臂な る黃 色の 不動を 造 6、 白 牙を 上下に 出し、 遍 身を 火 焰 にし 
て大 忿怒の 相を 爲 さしめ， 悪人を 降伏 せんには、 更に 自己の 血を 以て 此像を 
薔 くを 要す S 云へ b •此に 出す 像は、 左手に 羅索を 把り. 右手に 寶劎を 握り、 こ 
白 牙は 童 形 不動の 如く 下に 向 ふて 現 はれ、 忿怒の 相は あれ V」、 斜視なら す. 其 
臺 座は 所謂 寶石な るが 如し、 

不動の 像は、 眞言 宗の祖 弘法 大師 空 海 (寶龜 五 年— 承 和 二 年卽ち 西曆七 七 四 
年— 八 三 五 年) •か、 支那ょ b 傳へた る ものなる が、 此に 出す 像は •彼が 一刀 三禮 
の 彫刻ビ 稱 して、 現に 東 寺 御影堂 (弘法の 影 堂) の 南面に 秘藏 する もの ビ す、 彼 
支那ょ^' 歸るや ，我國 の佛敎 、爲め に 一大 變動を 受けし のみなら す、 種々 の佛 
天を 將來 し、 自から 刀 S 筆 w を 執 b て、 許 多の 像を 製 出し •我 天平 美術の 腐敗 
を 一掃せ り、 但 、世間 彼の 作 £ 稱 せらる、 もの 頗る 多し i 雖 、此 木像の 如く 由 
緒の 正確なる ものは 稀な $ ビ す、 其 雄渾に して. 而も 沉重な る、 恰も、 空 海 其 人 
の 心 相を 觀 るの 感あ らしむ， 


.(OdTJI)  AffAOA  10  MAMI  W3CT00W  A 

.iHaiAa-OaOa  Ya 

(.Jdgrn!  ni  .ni  8  Jl  £) 

.ot6yh  moT)  n.uxoz-oa-6w-6y2 io  woiaeasgo?  sht  vii 
(.a^vTOJ-ioo) 


noi)fimr.-j(ii  atl  r.J  Wer  ei  brie  .rneiribbua  aijn 乂 m  ni  baiavai  orfw  egribd  nfirnuriioquE  svrl  arli  1o  ono  ei  (c>bu^  .qc.l)  budA 

.-laqufelf,  oiejg  仙 isilBai  乂 d  .svJJjia-iilbofl  £  /Uiv/  siriKa  aril o)  nieJtB  ol  aids  ad  ol  bsvsibd  ei  mift  aqiilaiow  oriv/  ynO  .60UDmiuvi；rffiM  io 

villil)  mill  Kjodfi  novig  ginuooDc  o»Il  biic  mirl  gniJriazsiqai lo  h\bv/  leiovsa  am  aiailT  .'(JiviJoc  bm.  aaroupob  lo iswoq  adJ  bii£  .mlfio  leiulBfi 
Xigne  fin  rlJivj  Jiai  ni  xlbueo  bsiiMc  .molos  nt  nv/oid  io  3uld  ei  ybod  saoilv/  §niad  s  ai  ari  ,m1uei  B  ol  gnibioM 八 .-orfJonB  auo  moil  ybbiw 
it,  7Sv/oR  bijJoI  b  no  olie  oil  .labluorle  jlaJ  eiH  iavo  gnignjEfl  uua  b  .ayewsbia  gniilool  Jlal  aid  bnfi  baitooiD  ev/oid-3 又 3  aifl  riJiw  .rioiaeaiqxs 
g]tl  3jf,Dibni  oi  arnoua  abuJiJie  odT  .li[§h  srli パ Jiw  sqoi  jb  bnc  bncri  flal  srfl  riiiw  biowa  e  gnrqafiig  ,>boi  law 4  fi  no 10’  sriolB  auoiosiq  b  no 

.alivab  to  laubdua  3tlJ  ae  noiJanut 

orfw  flH«  i：>rfJonr.  si  oiorf)  bna  .rfjuorn  eiri  lo  Juo  §niifi3qq£  rilaal  aninno  ovrt  sari  orlv/  .illuo'f  £  lo  tmol  oriJ  ni  biboA  TjrlJoxic  m  3.i:>riT 

.aift  gnimud  £  "lo  slbbiai  sri]  ni  gnibriElK ，•气 miB  iuoi  bno  esosl  mol  Mil  bne  て jofaiv  lo  bog  n  «c  baqqiflarov/  ai 
aiiKf.iy  all  -iivodB  aril  lo  3iuJr»o1  bsnidmoa  £  sed  lud  乂 Imxa  eJnuoooe  a>otli  lo  isHjis  rliiw  331315  Jon  buoIj  b»Duboiq  aisri  s>y»mi  arIT 
lo  rmol  Iiilriiuov  j(Ij  lo  mcd  oriJ  ni  ee  rfJuorn  aid  lo  Juo  3finB9qc|r,  dJasl  aiiilw  owJ  : Jilgii  aril  ifiiw  biovi  b  bui;  bneii  ilol  otll  riliw  31101  c 
.eanoJa  auoioaiq  \o isrll  Jnsaaiqai 03  ernsw  isss  srlJ  bne  b\3 ⑼士 ホ1 P?- on  山 JutI  ^°0'  T'a06  a,;,^  -biujA 

oi(w  ,(•(!•/.  Mqnl  ni  Jsm  nognhlS  aril  lo  labnwoi  arit  Jrieisb-odoM  yd  rusqel oJ  boouboilni  Jeifl  «e«  卿 A  lo  lUnli 叫. パ IT 

j]；,^  331 出 9gr,mori  jjniob  .smorl  moJai  niii  lajlu  rniri  xd  baiulqluoa  zbw  p.o  91019 d  :* a«ni  riaboov/  yilT  .sniiiD  ni  ulirt."  Ji  oamr.ldo 

-6w-6v>L  Jj;  (!<pj  *i  6d6>I  lo  33 咖 i  加 ll  rloidw  ni  Ilcrl  r.)  ob-io^M  .ismoa  rnsrhuoa  oriJ  ni  qiilaiowlo  l^Ldo  boioea  e  bb  iq3>t  v/ort  ai  Ji  biif,  .Jijd 

.rn«iclbbi((l  lo  ee  llaw  8B  lis  'lo  isrmolai  J/jaiy  r,  sew  oilu>I  ■ン  1 .ij/il .⑴） ,ii/U>Io>i-'.>xJ 

no  bflB  ,ih^.,u；a；'io  xbuta  sill  Ji  Ijne  (/log-nhia  .qfit  ,mwih)  Liinr,M  lo  sniiJDob  euoi  isJa^rn  3«Il  baaoboUni  od  bocil  auo  aril  11O 
io  eJifiUtoq  bn»  B33em"o  ladrnun  e  anbuboiq  \d  oyqnwT  lo  bohsq  sriJ  nS  noiJqunoo  Iu\»«g«ib  »  men!  n«  總師 t  bauoaai  ari  itriip  »f1> 
■„l,  -|w  elJ  noha-j-u^  Juinp  Jud  IjnoUi  -jdl  ,3wd  Ml  io" 1i  ,i^d  aril  lo  sno Id.iub 


?i  i;u:jA  lo  o^errii  oHT  .eL.：jG»oerxi  Ijsidb：! 

Abamitl  launuioi  H/jig 


>;' o. ll* $  秘^ >  0 s!;l di 6  J *J . 

w ili m ^ 5 .占  0 ti 麻 X: 4 i 1' k i& Ipi :) JK [lll -s j(f fl-- ^ *0 ^ 4.'K- ii JL < 
i. M 甘-^ in , 册間谢 0 !啩 5: 稱甘 ^ *〇'さ0诹5迭-:>--二雖.洲木 !» 〇) 油：由 
K s fR 來 J.a  •?  s  K  VI 芾 i せ 埒 -〇丁セ 逢 Co 激嗜 M 出 J 把 天平 3 谳 〇;' 撖 ijl 

s  ®  -  -V  w  # 

u s  盼  v- m J  K  毋 :) 東步瞄 yi t .\I' 菊 C5 颂  f  0  南. 1111 :) 沿 戡  t  a  d cs i T . i5 
毕 •  A H JL 丰)： ？， s: <Rl id iw ハ St 5462 sw, 池 :  1 出 r 掛 幻 谢 f& i tt ii  l &ii 
胞 w 斯 il k- 笞 宗 0  m ,\i- 沿 大确空 t w a  a 羊 1 祗 III 二毕 (19 4 西 科 u 四 
r, 取 幻 w m w IJ 芯* 〇：? 抽  J, 

r -"R 幻 ® 翊不脑  0 rft > T n tsl i/n  毋 i i Ji ® 絃 ® 辟 幻 d ^ 's , 梯腿 ^ s  ,>.并 
r v<. >  $要卞3云户-0,池 :) 出卞姘 -^ ‘法手 :) 既浼 ^ 邡-0,吞竿 :| 跹晾嘹逊/二 
T 大忿怒 〇 淋 せ 敦 5-> « ,惡人嚎剩 ^ 甘 ^ :| 幻‘ *14 :) 自 5 0血せ以了诹敢す 
-1/-.幻， 1»| 面四 ^ ^ *〇黄汾0不 |1 嗜哉4,0米嗲土す :) 出->适 1| 嗜火歆 :1 -1 
又 il .s£ 柒 2 "rt 0, 火 故 中 0迤察>海9还山土11坐 1 3 5§ 哀，乂，细 3|1' 沿0本 $5 .ぶ 
垂 J i , 一煳槐 谰铋 J> 二 - ^ 嗲 薄 J T ■怒 J,-t6 年 1| 涂_饵 嗜通❶， 法 - T- i) K 4f 
愛樂 -i 恥  a IJ- JU さ t '-F 翊  e  不砌 il , ft 赤  a  n  J  k 法 : I 黑 涊 £) 0  一 榭絕嚎 
战籴含 年 : I K 6S S  4 d 4, 非 焱斟 :| 幻， 服 #- .迸 tF k 碰 111 0  111 M d -o x J  似 01 
面. 3 丁瑚 珑  ®  眯 分 ^ J, h\ ¥ : I 资喊嗜 M -^ as. ^ JI /ll ^ ^ ^ avl-ok k -T- :) 
i M* l-f <t o, 亦 a- 戊 达  ffi il 赤 a :l J  T k :l 一镨级 せ 孢 J-V k  煳 i) 栎枷 .曲 m rull 
梆 -t . ^ lR ^ 褂ア鑛 :•>!■: :: 豳  V-1 间 M rr tj t  S S ハ- 其 til ll4. i.J 播 •A i i.i ^rrka ;) 
M 1- ± j '>N &  s  额 ii t s  4  0  お， 自族不 棚； m  公  0. ^- l« ® ^ i' *OH m ilii , 
•  不烛朗 .T ii 秘法 撒 诚 :J /n 患 尊 1 5 五大 ill) 王 e 測 一 ;) J  了， 火；：： 妝來 CJ 汾 唤 
京浙 « ^ {;^本山尥-^亂 |&| ¥染$-效 

0 SH  M 沙サ开«) 

不咙即 王 木 ^ 及 逝 火 iliri 空 骄价 


BUDDHA  AMITAYUS  IN  APPEARANCE  FEOM  THE  OTHER  SIDE 
OF  THE  MOUNTAIN  (KAKEMONO). 

BY  YE-SHIN  SO-ZU  (ACCORDING  TO  A  TRADITION). 

(4  ft.  4  in.  x  3  ft.  9  in.) 

IN  THE  POSSESSION  OF  ZEN-RIN-JI,  KYOTO. 

(COLLOTYPE.) 

Amitayus,  otherwise  called  Amitabha,  meaning  respectively  *  Immeasurable  Life  ’  and  ‘  Unlimited  Light,’  is  a  very  popular  Buddha 
who  founded  the  ‘  Pure  Land  of  Bliss  *  (Sukhavati)  in  the  western  quarter  beyond  the  world  and  made  special  vows  forty-eight  in  number  in 

order  to  save  all  beings  who  desire  to  be  born  in  his  Land  and  earnestly  believe  in  him,  calling  once  to  ten  times  his  gracious  name  into 

remenbrance.  As  the  result  of  these  vows,  he  is  said  to  have  become  Buddha  and  is  living  in  Sukhavati  in  the  West.  He  is  the  chief  object 
of  worship  of  Jodo,  Shin,  Yudzu-nenbutsu  and  some  other  sects  in  Japan.  In  the  scriptures  of  these  sects  which  praise  his  light  and  glory, 
he  is  invoked  with  twelve  different  epithets  i.e.  Amitabha,  Anantabha  or  such  like. 

The  present  portrait  of  Amitayus  was  taken  from  the  vision  seen  by  Ye- shin  S6-zu  himself,  in  which  the  Buddha  appeared  on  a 
peak  of  Hiyei  mountains  at  Yo-gawa,  Omi.  Before  the 'lord  Buddha,  there  stand  his  two  retinues  Avalokitesvara  (Kwan-on)  and  Maha-sthana- 
prapta  (Dai-sei-shi) ;  the  former  holds  in  his  hand  a  seat  of  lotus  flower  which  indicates  a  welcome  to  those  believers  who  enter  Sukhavati 
(‘  Land  of  Bliss  ’)  while  the  latter  is  seen  joining  his  hands  together  in  salutation  which  also  represents  a  respect  to  the  coming  devotees. 
The  four  regents  of  heaven  also  stand  there,  Vaisravana  (Ta-mon)  Virudhaka  (Zo-cho)  below  Avalokitesvra  and  Virupaksha  (Ko-moku)  and 
Dhritarashtra  (Ji-koku)  below  Maha-sthana-prapta,  as  they  are  the  protectors  of  all  believers  against  devils.  Two  figures  at  bottom  represent 
King  Bimbisara  of  Magadha,  N.  India,  and  his  consort  Vaidehi,  who  are  said  to  have  been  sincere  believers  in  Amitayus. 

Urabe  Gen-shin,  entitled  Ye-shin  So-zu,  was  born  in  Taema,  in  the  province  of  Yamato,  and  lived  from  the  Sth  year  of  Ten-kei  to 

the  1st  year  of  Kwan-nin  (942-1017  A.D.).  He  studied  the  Esoteric  and  Exoteric  doctrines  of  Buddhism  under  Ji-ye  Dai-shi  who  lived  then 
in  the  temple  on  Mount  Hiyei,  and  was  famous  both  in  learning  and  in  morality.  Being  disgusted  with  the  general  corruption  of  the  priests 
in  his  time,  he  separated  himself  from  their  worldly  community  and  spent  a  calm  life  in  the  temple  Ye-shin-in  at  Yo-gawa,  northern  side  of 
Mount  Hiyei,  where  he  devoted  himself  exclusively  to  the  investigation  of  the  Mahayana  and  Hinayana  schools  and  also  to  the  publication  of  its 
result.  At  that  time  there  was  a  learned  priest  called  Kaku-un  in  the  temple  Dan-na-in,  with  whom  he  entered  into  a  serious  dispute  about  the 
dogmas  of  the  Ten-dai  sect,  which  ended  unfortunately  in  the  disagreement  of  both,  and  henceforth  the  dogmatical  system  of  that  sect  became 
divided  into  two  schools  of  Ye-shin  and  Dan-na.  He  was  profoundly  learned  and  highly  virtuous,  and  at  the  same  time  was  distinguished 
in  his  modesty  and  piety.  He  published  a  treatise  entitled  '  Ojo  Yoshu 5  (Essay  on  the  Birth  in  the  Land  of  Bliss).  Through  his  whole  life,  he 
prayed  to  Amitayus  with  a  sincere  desire  to  be  born  in  Sukhavati.  Even  at  the  very  moment  of  his  death,  he  continued  still  to  call  on  the 
name  of  Amitayus  and  faintly  uttered  with  his  last  breath  the  formula  ‘  Namo， mitayushe  Buddhaya.*  A  priest  like  him  is  indeed  a  typical 
Buddhist. 

He  is  also  well  known  in  the  history  of  art  in  the  Fuji-wara  period— which  corresponds  to  the  11th  century  of  the  Christian  era — as 
an  excellent  artist  both  in  painting  and  in  sculpture  of  sacred  personages.  Among  many  paintings  ascribed  to  him,  one  can  scarcely  find  any 
others  besides  the  present  one  so  dextrous  and  £0  elegant,  presenting  the  sublime  and  graceful  character  of  Amitayus  and  Bodhisattvas,  in  such 
perfection  that  one  will  be  filled  up  at  a  glance  with  the  impression  of  great  mercy  and  sympathy  of  the  Buddha.  The  feature  of  the  mountain 
shows  in  itself  also  a  sign  of  meekness  combined  with  an  unspeakable  artistic  taste.  Such  a  wonderful  accomplishment  can  be  produced  by 
no  other  means  than  only  his  constant  contemplation  (*SamadhiO  on  Amitayus. 


山 越 阿彌陀 如來圖 (絹本 着色) 惠心 僧都 筆 

(娶四 尺四寸 五分， 描 三尺 八寸七 分)- 

京都 東 山 淨土宗 西 山 派 大本山 禪 林寺藏 
1!''1 彌陀は 、支那に 譯 して、 無 贷壽 S いふ. 西方に 極樂淨 土を 建立し、 十 方の 衆生、 
至 心に 信樂 して、 彼の 淨 土に 生せ ん £ 欲し、 一念 乃至 十 念 せんに、 必す 往生 成 
佛せ しむべ し、 W い ふが 如き 四十 八の 誓願を 發 し、 其 願 成就して、 西方 淨土 に、 
佛 S なれる もの ビい ふ， 淨土宗 、眞宗 、融通 念佛宗 等は、 皆、 此佛を 本尊 S す， 經に 
は、 此佛の 光明の 德を 讚嘆し、 無量 光佛 、無 邊光佛 、無 礙光佛 等の 十二 種の 異名 
を 列せ り， 此に 出す 画は， 筆 渚 惠心 僧都が、 比叡山 橫川 {近 江國 0 嶺 上に 彌陀の 
尊容 顕現せ るを 觀て寫 取せ る もの、 一にして、 觀 自在、 大勢 至の 二 脇士は 、山 
を 隔て、 阿 彌陀佛 の 前 (: あ 甲は 蓮華座を 捧げて、 往生 人を 迎取 する 相を 
示し、 乙は 雙掌を 合せて 之を 稀 有最勝 人ビ讚 歎謨拜 する の 容を爲 し、 多門增 
長の二天王は、觀自在の下位 (: 、廣目、持國の二天王は、大勢至の下位にありて， 
念佛 行者を 護持す る こ S を 表し、 中央 下部の 男女 二 身中、 左なる は* 往生を 願 
求せ る 中 印度、 摩 揭陀國 の 頻毗 娑羅 王、 右なる は、 其 后 韋提希 夫人なる が 如し、 
恵 心 僧都 (天 慶五 年— 宽仁 元年 卽ち 西暦 九 四 二 年— 一 〇 1 七 年)、 名は 源 信、 姓 
は 卜 部、 大和の 國當 麻 (: 生れ、 比叡山に 上 り、 慈 慈 大師に 就きて、 顯 、密兩 敎の玄 
旨を 極め. 學、 行 共に 非凡な b しが、 當時 .僧侶の 名利に 沈溺 せる を 厭 ひ、 山 北な 
る橫 川の 惠心院 に隱樓し、大小乘敎の硏鑽述作に、一身を委ねし *>* 、彼£同時 
に 檀那 院覺 運 S いふ 碩德あ り、彼 £宗 要の 論議を 上下せ しにょ b、 天台宗の 
學 系は、 長く 惠心 、檀那の 兩 流に 別れた k 彼は 博學な b しも 其學に 誇らす、 高 
德な b しも 其德を 憑ます， 往生 要 集を 編述 して 碱 陀の淨 土に 生れん こ £ を 
願 ひ、 絕 息の 瞬間まで、 口に 念 佛の聲 を絕た ざり しビい ふ、 實に稀 有の 高僧 ビ 
いふべ し、 彼は 又 藤 原 時代 {西暦 第 十一 世紀) の 美術史 上に， 繪窬ど 彫刻 (共に 佛 
像 £ に 於て、 名匠の 地位を 占有せ b、 但 、世 問には、 彼の 作ビ稱 せらる、 もの 多 
し S 雖. 此圖の 如く、 佛、 菩薩の 氣品の 高尙 優美に して 劈 M w して 大 慈悲の 德 
昔を 聞く が 如き ものな し、 山容、 又、 温雅に して、 一種 言 ふべ からざる 趣 致 あぅ， 
恭- & 、 彼が 念彌陀 三昧ょ b 修し 得た る特 擅の 妙技な らん、 
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THE  WOODEN  IMAGE  OF  BTJDDHA  AMITAYUS. 

BY  YE-SHIN  SO-ZU  (ACCORDING  TO  A  TRADITION). 

(4  ft.  8  in,  in  height.) 

IN  THE  POSSESSION  OF  HO-NEN-IN,  KYOTO. 

(COLLOTYPE.) 

As  we  have  said  in  No.  8  above,  Amitayus  or  Amitabha  is  believed  to  have  his  ‘  Land  of  Bliss '  (Sukhavati)  in  the  western  quarter 
beyond  the  world,  where  he  leads  all  those  who  believe  in  him  and  practise  in  accordance  with  his  Law.  In  the  Amitayur-dhyana  Sutra 
those  who  are  in  a  position  of  being  born  in  his  Land  are  divided  into  nine  grades  (three  subdivisions  each  in  the  high,  middle  and  low 
grades).  Accordingly  Buddhistic  sculptors  represent  the  Buddha  also  in  nine  ways  and  the  image  here  presented  in  collotype  is  the  Buddha 
of  the  highest  form  of  the  highest  grade. 

Ho-nen,  the  founder  of  the  '  Jo-do*  sect  (1 133-1212  A.D.)  built  a  temple,  known  as  Ho-nen-in,  at  Shishi-ga-tani,  in  Kyoto,  soon 
after  he  had  begun  to  preach  his  doctrine  of  the  ‘  Land  of  Bliss’  and  enshrined  there  the  wooden  image  as  the  object  of  worship,  which  is 
said  to  have  been  carved  by  Y e-shin  So-zu  who  was  skilled  in  the  sacred  sculpture  as  well  as  in  painting. 

It  is  kept  there  still  to  the  present  day.  While  the  tradition  of  that  very  temple  assigns  it  to  Ye-shin,  some  have  expressed  a  doubt 
as  to  its  genuiheness  though  without  any  reasonable  ground.  The  image  is,  on  the  whole,  well-proportioned  and  well-finished ;  it  has,  in 
fact,  no  point  in  attributes,  physiognomy  and  attitude  to  be  blamed  by  us.  We  have  no  reason  to  question  the  correctness  of  the  tradition 
just  mentioned,  before  we  have  a  negative  proof. 


阿彌 陀如來 木像 傳惠心 僧都 作 

(身 S 四 尺六寸 五分) 

京都 東 山 淨土宗 鹿 谷 法 然院藏 

阿 彌陀は 山 越如來 盡の處 に記玄 、如く、 西方に 淨 土を 建立し、 念 佛の 衆生を 
攝 取す る佛な るが、 觀 無量 壽佛經 には、 往生の 行人を 上品 上、 上品 中等の 九 品 
に 分ち たれば、 佛エ九 種の 像を 造 b、 之を 九 品の 阿彌陀 e 稱す、 今 この 像の 印 
相を 見る に、 上品 上の 佛 1: して、 至誠 心 •深 心 及び 廻向 發願 心を 起せる 衆生を 
濟度 する 相な り、 

淨土宗 の 蛆法然 上人 (長 承 二 年— 建曆二 年卽ち 西暦 一一 三 三年— 一二 一二 
年) の 念佛 法を 弘通 する や、 草庵を 鹿 谷に 結び、 此 像を 安置し、 淨 行を 修せ しが、 
其 徒 住 蓮、 安樂 もまた 此に六 時 禮讃を 勤めた bw いふ、 現今 0 寺は 萬 無心 阿 
•か 建立せ しものに して、 萬 無 寺を 本稱 £ すれ V」、 廣く 人口に 膾炙せ るは 法然 
院 S いふ 名な b、 慧心の 繪窬に 巧なる こ S は、 彼の 山 越 阿 彌陀の 像に 由り、 彫 
刻に 妙なる こ S は、 此 本尊に 由り て 之を 知るべし、 世間には、 此像を 凡 三百 年 
前の 作な らん 云 ふ もの も あれ V」、 是 恐らく ば、 元錄 時代 M 曆第 十七 世紀の 終} 
に、 佛 匠弘敎 が 觀經曼 茶羅に 因-^ て、 精緻なる 装飾を 施せる 天蓋、 寶 座、 後光 等 
を 見て、 言を 爲す ものな らん、 ® 貌に 至りて は、 後人が 手を 加へ たる 痕な し、 此 
端 殊嚴 妙なる 相好を 見ん 人は、 恐らく 慧心 の眞 作なる を 疑は ざるべ し、 
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PAINTINGS  ON  THE  DOOR-LEAVES  OF  THE  PORTABLE  SHRINE  OF  ZENDO  DAISHI. 

THE  PAINTER  UNKNOWN. 

(Gold  colouring :  each,  I  ft.  10  in.  x  9  in.) 

IN  THE  POSSESSION  OF  ZEN-RIN-JI,  KYOTO. 

(COLLOTYPE.) 


1.  Porlrails  of  tlie  four  Bodhi-sattvas,  Maha-stnama-prapta,  Mahesvara-vaja,  Bheshajyasamudgata  and  Dharani. 

2.  Portraits  of  the  four  Bodhi-sattvas,  Dhyanesvara-raja,  Guna-garbha,  Ananta-kaya  and  Suvarna-garbha. 

This  portable  slirine  had  formerly  been  for  Amitayus,  and  was  made  at  an  unknown  time  the  shrine  of  Zendo  Daishi  (Shan-tao),  who 
lived  in  the  7th  century  under  the  Thang  dynasty  of  China  and  published  a  commentary  on  the  Sutra  of  Meditation  on  Amitayus  and  some 
other  works  also  to  propagate  the  doctrine  of  Sukhavati  (Land  of  Bliss). 

The  door-leaves  of  the  shrine  consist  of  six  pieces  which  bore  on  them  a  painting  of  Avalokitesva ra1 2 * * 5s  welcome  to  the  worshippers  to 
Amuayus’  Land  in  the  West,  playing  a  celestial  music  with  other  twenty  four  Bodhi-sattvas,  and  of  these  six  pieces*  only  two  are  here  pro¬ 
duced.  In  the  first  one,  ihe  figure  which  bends  the  body  forward  and  joins  the  hands  together  represents  Maha-sthama-pi apta,  that  which 
beats  a  drum  at  the  side,  Mahesvara-raja,  that  which  holds  up  a  banner,  Bheshajya-samudgata,  and  that  which  is  dancing,  Dharani  Bodhi-sattva. 
In  the  second  one,  the  figure  beating  a  drum  represents  Dhyanesvara-raja,  that  which  blows  a  wind  instrument,  Guna-garbha,  that  which  ap- 
pears  in  a  priest-like  feature  and  joins  the  hands  together,  Ananta-kaya,  and  that  which  plays  a  seven-stringed  lyre,  Suvarna-garbha  Bodhi- 
sattva. 

It  is  a  very  difficult  task  even  for  a  skilful  artist  to  paint  Bodhi-sattvas  in  their  celestial  concert.  It  tends  very  often  to  spoil  their 
sanctity,  if  not,  to  lose  their  gracefulness.  These  Bodhi-sattvas  however  are  entirely  free  from  these  tendencies,  keeping  perfectly  well  their  holy 
and  merciful  appearance,  so  that  one  can  easily  imagine,  looking  at  the  picture,  an  incomparably  joyous  and  peaceful  life  in  Amitayus' 
Land  of  Bliss.  Moreover,  these  paintings  are  to  be  computed  as  best  ones  among  those  with  gold  colouring  which  hold  an  illustrious  position 
iu  the  history  of  Japanese  art. 

The  artist  who  executed  these  is  not  known.  Some  connoisseurs  consider  that  they  might  have  been  done  by  Fuji-wara  Taka-yoshi, 
Superintendent  of  Picture  Hall,  who  lived  during  the  reign  of  Emperor  Hori-kawa  (the  end  of  the  nth  century),  while  some  other  assume  them 
to  have  been  executed  by  Tosa  Tsune-taka,  the  founder  of  the  Tosa  school,  who  flourished  during  the  reign  of  Emperor  Taka-kura  (the  end  of 
the  12th  century).  The  latter  assumption  is  very  probable. 


善導 大師 厨子 扉繪 (黑塗 地金 泥盡) 筆者 未詳 

第一、 大勢 至、 大 自在 王、 藥上 、陀羅尼の 四 菩薩 
第二、 定 自在 王、 德藏 、無邊 身、 金藏の 四 菩薩 
{六 核 內二枝 •各 邱竪 一尺八寸 六 分、 槿七寸 八 分} 

京都 東 山 淨土宗 西 山 派 大本山 禪 林寺藏 
此 厨子は、 も 、阿 彌陀佛 の ものな b しを、 いつの 頃ょ 6 か、 善導 大師 {西暦 第 七 
世紀に、 支那の 唐朝に 出で、 觀 無 © 壽經の 註 等を 著して、 念佛 法を勸 進せ る 高 
僧) の 厨子 W せるな り、 扉の 繪は >觀 自在 等の 二十 五 菩薩が、 微妙なる 音 樂を奏 
しつ、、 念 佛の 行者を、 西方、 阿彌陀 の淨 土へ 歡迎 する 相を 窬 けるな b、 第一 0 
中の、 身を 屈して 合掌す るは 大勢 至、 腰 鼓を 擊つ は、 大 自在 王、 天幢 を捧 ぐるは 
藥上 、舞踏す るは 陀羅尼 菩薩に して、 第二 l 中の 天 鼓を 鳴らす は定 自在 王、 签 
を 吹く は德藏 、雙掌 を 合する 僧形は 無邊身 (地 藏) 、七絃琴を 彈す るは 金藏 菩薩 
ビす 、凡、 歌舞の 菩薩を 窬 くこ S は、 名エ ビ雖 、頗る 之を 難ん する 所に して 動 も 
すれば、 嬌態に 陷 b 易く， 然ら ざれば、 溫 容を缺 くこ W 多き ものなる に、 此 扉の 
菩薩は、相好溫和にして、而も、婉柔に流れす、人をして、容易に極樂世界の安穩 
快 樂を推 想す る こどを 得せし む、 又、 金泥 溢は、 別に、 一秫の 異彩を 我國 の繪窬 
術 上に 放たし むる ものなる * > •其 巧妙なる こ  <、 此扉繪 の 如き もの あり， 以て 
世界に誇るに足らん、但笨者は誰なるか、詳ならざれ £* 、塵識家が始めて窬所 
預 V」 なれる 名匠 藤 原隆能 (堀 河 帝 時代， 卽 ち、 西曆第 十一 世紀の 終)、 若く は、 土 佐 
孤の 元祖なる 土佐經 S 高 倉 帝 時代、 卽 ち、 西暦 第 十二 世紀の 終) の ia せし もの 
ならん VJ 云へ b、 恐らくは 然 らん、 


.fflaiAa  oams  10  mmES  ajaAraoi  sht  io  siivasj- 丑 ooa  uht  wo  sotitwim 

.WWOMXHU  分 HTMI 八1 1  HHT 

(.ni  @  x  .ni  01 .fl  i  ,ib£9  :  gniiuo!<o  bloO) 

•otoyx  ,n-wia-Kas  10  woieeaBao1：  sht  wi 

(.a^YTOJJOO) 

.iriBijirICI  bnB  e}s§ b ij rn Bscy isrfao ri9  ,fi[Ei-BiBvg3fl£M  tB}>|/5iq-f；(i  nrlJa-ziflisM  ,a£v)JB?.-iflbofl  iuo)  oili  lo  zJiiiiJiolI  .! 
.BridiBS-i.inBvuS  bnc  BX-K^l-^JnunA  .Brldieg-tnuO  .fc^i-i.ii'.vsariB^flQ  ,K£vll£r-iiIbu?I  hK'1  arl) "lo  giij/ilio1!  .e 
odw  ,(oi;J-ni:iI2)  irlaisG  obnaS  lo  snhfla  sriJ  smil  nv/on>lnu  na  Jb  absm  gfiw  bfiB  .auv.KiiinA  lol  fiasd  yhaunol  bull  aniiila  aldfihotj  fiirlT 
3rnoa  brtB  ao^fiJimA  no  noijfiJibaM  lo  biJoS  adl  no  Yirifiammo：)  b  bsrfgilduq  bnr.  ^nirD  lo  yJaenyb  : goeriT  aili'  lobiiu  x1iJjfl30  3 バ1  f|i  bavil 

.(aiilfl  lo  Ihii;J)  ijEvBfNug  lo  anhJaob  nflJ  sl£gr(piq  oJ  oals  z-Aiowr  isrllo 
ol  aiaqqirfaiov/  3rl>  oJ  srnoobw  H'fnfivMJi/folBvA  lo  gnhnifiq  b  mail!  no  31 od  riairiw  ?oooiq  xia  lo  laianoa  anhde  3flJ  lo  aavBal-ioob  orIT 
-oi(l  sisrl  sib  owl  ylno  -eaaaiq  y.h  ozsd)  lo  bns  .s/ivlJea-iriboH  iuo1  ^Jnsv/J  isriJo  rfJi."  oiaucn  iBiJaslos  b  gniyfilii  ,iauV/  silJ  ni  hfiB.I  'au^BJim/v 
rbirlw  lerf)  ,b! jr, iq-BmErlld-BrisM  ainazwpi  i3fl)o§oi  ebnerl  3f け  enio[  bns  faiswiol  ybod  aflJ  abnad  rbiflw  aiuyfl  orij  ,ano  laiil  srl)  ni  -bwob 
.BVlic^.-iffboa  irifii/irlCT  ,gnbntb  ei  fbirl’w  isril  bnc  ,GjBgbumBS-£ 乂 ,i3miud  b  qu  eblod  rlairlv/  : ffitll  .cifii-r.-iEva-jileM  ,sbia  oril  Jr.  mini)  s  rJeoiI 
-qfi  ibirlw  isrlJ  tBrfd'iBS-finuO  .Jnomuileni  bniv/  jb  ewold  floiriw  ifirfj  ,6i^.M5i£va3fi/ ベ fICl  aJnoHa-iq-ji  mmb  s  gniiiiud  auj^r)  or!)  ,-jno  biio'jjz  udl  ni 
-klboSI  firidiEg-fiiiiKviiri  ,3iyl  bsgnhJa-nsvse  s  ayslq  fbirfw  J/;rlJ  brie  ,Bxi>l-fi}nBnA  3301  ebnjiil  srli  aniot  bnfi  siuJtid  o>Iil-Jsji'iq  £  ni 

.BVllfiS 

,： ,,|j  jj0q8  0j  n:>^0 で abnyJ  Jl  .Ji^onoa  iBbasba  liorU  ni  acvitfifi-iriboa  tnisq  oJ  Jaiiifi  lullijta  b  'to!  nav3  jlar.)  Jloafftib  yiav  fi  ai  5l 
xlort  liorlj  II.jw  '(baalrjq  .aabnubns*  SKSflJ  rno'il  sail  xb.iifn：>  s_is  isvowod  pr.vMKa-hfbotl  ukimIT  .aasnluljobiy  'lioiU  oaol  oJ 

/.  ni  : .111  lubmq  f.rifi  riiov^i  ■-'<!：. -n  dMnriiii  nc  ,aiu)oiq  -jiI.' ir.  ■  :  卜.; リ ni  vii.-i:^  ru；j  oiu：  li-iU  <>a  ，■: -jni:... 

noblaocj  «uohJaul!i  ns  blofl  flaiilw  gnhuoioa  bloy  flJiv/  seotfj  gnome  aanc  lasd  ea  hsl 叫 moo  ad  oJ  sin  aynbdintj  ssartl  ,tSvot>toM  .fc く ilfl 'K>  bnB.f 

.1m  02i.Mct[ii|.  lo  ot(J  ni 

レ. し, vil  *jnoI>  ru-.id  -j'/firl  Jilgiin  VJflJ  3m(J  isbi^noj  ,^-iu-j.v  i«.:moo  .川... r；  ."■"りに. I  r‘n  i  ： ハ..',  'パ  1 

i；T'.r!)  3iiio8^b  isrlio  arnoa  oliflw  .(Yiuin-jo  fiJn  adl  h  bua  aril)  £ws>[-iioH  icmqrri:]  .1。 n^i：>i  3fl；  ynhi 山  buvil  011 v/  Jkli  -mi  ii'I  lo ，‘ "obi 『.山 ii.i 叫:: ぺ 
1,1。 -jflj)  fi10 >!-£>! eT  loiaqmJ!  Vi  figi'ji  aril  yiiiiula  boiUhiJoR  0117 /  ふい パ  jjho  I  .i!) 1., •i^bfiuc'l  oril  ,n，h;J--jnu^l'  rreoT  /'I  川:】.-’/ •:， ny’jd  _jvu!  ’.i 

.•jldtdoiq  yi：»v  ni  fioiJ<j(niJ8<8  ioMb 卜 jilT  •(乂 lulna：) 出 si  3jli 


^ i TC ハ-^, ® み  > il 然' ^ VA , 

: €  3  IK  rn ^ r  土 ^ 襁 8 VI I  盒帝- i:.ll 3 ns f w M 薄 十 r. ia ^ 0  登 0  H  甘  J 40 
ffl  3  y Jt s^ sl 勁 M 剃 al 涵 忡帝钊力， 11〇 3西替菝十一册況0鞠)，れ> 1|1 ,土封 
ill ^ :l 辖 5 :} ao J\ ,m  璀淥 ii s D  s  鞋 iv .s 's JII 's , 靜齷茱 ：？ 故；® 3- 钹河 
谢  i :! 想 ^ Jus  d  0  n  *0  ‘•？  •其 P 奴 ^ 3 こ  vljglg  讎  ® nft €-®0 d -o, 以 T 
对樂 4 讲 af t s  こ 甘  J lf x . 金 邠攝 i) , l'a. r?J M o 異姝 2 洱囫  0  飭德 
:''| : ?-; 1) .你孩 1'|,, 1咻 :| 〇 1- ,而/谢柒 :| 谢れ -1- 乂嗲-^7容甚 :1 適樂谢界0安窃 
t パ *, *( .-•' へ  t a :l JS  •=- 接 ン然  s 's ^ l» , iaj vt! '* <5 烟>こ>ご ^ €-*13 « ^ *-0 :| . * 扉 © 
v-- t , Jl 知 棘  0  菩豳嗦 街-こ 3 幻， ^ H  i ^ M 5i/j ^ ii ^ 't 5 ^ :» J T (s& d 
蘩 沏 > il 澍栽知 :¥- 喳 洽 t  3 裙渌 幻 辧痤食 (肌§,ふ 翁 翠嘹戰 t .5 £i 金蕺菩 顯 
# 土. 戟粼 t  -o il 剖 M M 教 逾 :) JK 箱 二 圃中 0 天 媛せ ^ st i) 宝 自 31 王， 莖 
中 0 .褒 ^ MJ T < ::  i¥  t  S 幻 火 # $ |1 媛 ^ ^ 0 ぉ，大自迫王，天剜噎翁っ5幻 
Jo/ 念 驸  e i? * 泠  ffi * , 一; 齦 別  0 <gi ± 《m M t 5 l# ^ il;p5 ^ d m l 闕 
f » M -v s  廿 さ ^ dJ M e  龢 幻 M 自 3> 窖 6 二 十 2: ^ 菊；？， 婚奴 0*0# 樂 4 奏 
讲城 :| , 支那 0 掏 辟 : I 出 K a 辧贽務 镪 C5 S # 嘹 著 一> 3- ,念锄沿嚒祕迆甘5高 
此爾+ ij >  卢一 :獺. Jil # 0  4  03d  J  分つ c- 6  ©  i  6  -? ，善 ^ 大 迥 丙 M 脔 7b 
京 肺 東山锻 .土 宗西 山规 大本山 騵材# 藏 
-  -  «•«  ..  A  fr*  A  *■  ©  ^  fr-  A  s 
m r 宝 n :iv ;-l- , 激瓶 k M 我， 金 蕺 0 四 菩勒 
ns l  .火 瑷 S , 犬 自迪 :-F ,®  d. 剖 m sl 0 四 -1V- 鞠 

善 ^ 大 Ww -T «. ml# 姐 金 通 痛) * 祚 朱 箱 


六觀世 音盡像 (絹本 著 色) 筆者 未詳 

第一、 正觀世 音  第一 1、 千手觀 世 音  第三、 馬頭 觀世音 {映) 

第 四、 十一 面 觀世音 第五、 準胝觀 世 音  第 六、 如意 輪觀世 音 

? 輻、 竪四尺 九寸， 横 三寸 一分) 

京都 具言宗 大本山 敎 王 m 國寺 {東 寺) 藏 

第一 ® 觀音 は、 阿猁 多羅、 又は、 大慈觀 世 音 ビも稱 し ® 鬼 界の三 障 (惑. 業、 苦) を 破摧 せんが 爲め に觀 自在 * >* 現 身せ るな bvj いふ、 其 頂上の 寶冠 には、 本佛阿 彌陀の 像を 飾^'、 身は 白 肉色、 左手の 赤 蓮華は 定を 表し、 右手 
の 紅 連 華は 慧を 示し、 救世 愛敬の 相 あ b £ も. 又、 身は 金色の 如く、 11 光は 熾 盛な り、 輕穀 繒綵 衣を 被む b、 赤裙を 著け， 左手は 臍に 當 て、 未 敷の 蓮華を 執. 〇 .右手は 胸 1: 當 て、 華 葉を 開く の 勢を 爲し. 定相に 住す £ 
も あ^'、 此に 出す il は、 J1 記の 二說を 折衷して 窬 ける もの、 如し、 上部に 懸けた る 七 如意 珠の 出典は， 未だ 詳なら ざれ V」、 恐らくは. 舭婆 尸、 尸棄 、毘舍 浮、 俱留 孫、 拘 那含牟 尼、 迦葉 波、 釋迦牟 尼の 七佛を 表示せ る ものな 
らん. 此聖觀 音の 明 呪を 誦する ものは、 身 尊貴 S な b、 業病を 消 除し、 身 手細軟 S な 6、 大福 利を 得、 水火 盗難を 免れ、 精神 盛んにな b、 一切の 煩惱を 離れ、 諸賢 聖に密 護 せらる、 等の 二十 種の 功徳を 得， 又、 臨終 時に 當 
6 ては、 聖 衆の 來 迎を受 くる 等、 八 種の 善 相を 感得す ビ云へ $、 

第二. 千手觀 世 音は、 或は、 大悲觀 世 音 S も 云 ひ、 地獄 界の三 障を 破拔 する 爲め に， 觀 自在 菩薩が 變 現せるな b  W 千 手の 各 掌 裡に 一眼 あぅて， 能く 觀 察し* 能く 行動す S いへ ば、 其 力 用の 及ぶ 所は、 地獄の 一道に 限ら 
ざる ぺけれ V」、 暫く 六觀 音を 六道に 配當 して、 然か云 ふの み. 但 、千 手 千 服は、 肉眼 1: ては 見る ベから す、 又、 凡 心に ては 想像す ぺから ざる ものな れ V」、 强て 人情に 隨 ふて、 具 體的ビ せる ものな らん、 此 像を、 始めて、 支那 
に 於て 溢き. しは、 武徳 年間 (西 ® 六 一八 年— 六 二 六 年) に 唐朝に 來 りし 中 印度の 波羅 門僧瞿 多提婆 St 然れ V」 も， 未だ 人に 崇敬せられ ざ b しが、 貞觀 年中 (西暦 六 二 七 年— 六 四 九 年) に、 此 像の 功徳を 說 ける 梵本傳 
譯 せられて よ b、 之を 信奉す る もの 漸く 盛んにな^' し SJ いふ、 經に觀 自在、 曾て. 千 光 王 靜住佛 の 所に 於て、 誓願を 起し、 無畏 三昧に 入りし に、 其 三味 光 中よ b、 金色の 二十 五 菩薩 湧出し、 その 一々 の 菩薩は、 頂上 (: 十 
一面. 身 1: 四十 手、 各 手に 一眼を 具足し、 群生 濟 度の 相を 成せ りビ あ b、 此二 十五の 變 化身を 一 體 に 合せ、 千 手 千 服 觀世音 ビ も、 或は、 略して 千手觀 音 ビも云 ふな b、 此に 出す ものは、 十一 面には あら ざれ VJ、 四十 手の 
所 表は、 經に說 ける ものに 合せり、 乃ち 圖に 由り、 各 手を， 左側を 前よ 5 後に 數ふれ ば、 有情を 諸 天宮に 生れし むる 紅蓮 華 手、 一切 群生を して 恭敬 愛 念せ しむる 合掌 手 (左右 合成 '-; 逆賊 怨敵を 除く 寶戟 手. 種々 の 功徳 
を與 ふる 白蓮 華 手、 梵天に 生せ しむる 澡罐 手、 地中に 種々 伏藏 せし むる 寶篋 手. 惡獸を 辟 除す る榜排 手、 男女 僕婢を 與 ふる 玉 環 手、 病難を ii ふ 楊柳 枝 手、 魍魎 鬼神を 伏す る寶勐 手、 善 友に 遭 逢せ しむる 寶箭 手、 怨敵 
を 伏す る 金剛 杵 手、 諸 天 善 神を 召 呼す る寶螺 手、 速に 佛 道を 生せ しむる 五色 雲 手、 菩提心を 退轉 せしめざる 金輪 手、 諸佛 をして 授手 せし むる 念珠 手、 腹中の 病苦を 除く 寶鉢 手、 慈悲を 以て 衆生を 覆 誰す る 錫 枝 手、 
生々 佛邊を 離れし めざる 化佛 手、 眼 暗を 光明なら しむる 日輪 手、 十 方の 如來 速に 來 りて 授記 する i を 示す 頂上 佛手 (左右 手 合成) あ.^, また， 右側を 前より 後に 數ふれ ば、 十 方の 諸 佛に面 見せし むる 紫 運 華 手、 善 神 
龍王に 擁護せ しむる 鐵鈎 手. 十 方の 淨 土に 生せ しむる 靑 蓮華 手、 菓穀を 熟せし むる 菊 桃 手、 大 智慧を 成就せ しむる 寶鏡 手 ' 切の 官難を 遠くる 鉞斧 手、 怖畏 不安を 除く、 施無畏 手、 善 知眷旙 を與 ふる 賢 瓶 手、 安穏を 
與 ふる 絹 索 手， 奪 . «'. w 顯達な らしむ る寶 弓手、 天魔 外道を 伏す る三鈷 杵 手、 辨辭を 巧妙なら しむる 寶印 手、 惡障 難を 滅 する 白 拂手 、梵 音を 成就せ しむる 寶鐶 手、 多 聞不忘 ならしむ る寶經 手、 功德資 具を 與 ふる 如意 珠 
手、 鬼神を 降伏す る 髑髏 杖 手、 生々 佛宮 殿菓に 在る こ VJ を 表する 宮殿 手、 患 熱を 除く 月輪 手 あ り、 此四 十手を、 佛 、金剛、 寶 、述 華、 翔 磨の 五部に 分ち、 各部に 八手を 配し， 序次に、 息災、 調伏、 增 益、 敬愛、 钩 召の 五 法 する 經も 
あり、 佛燄 中に ある 巨 多の 手は、 是 、千の 數を 足さん が 爲めに 窬け るな り、 此 菩薩 形に 特有なる 功徳は 十五 種 あれ V」、 要するに 四十 手の 所 表を 總該 せる ものに 過ぎざる な. 〇、 

第 四、 十一 面觀 音は， 或は， 大光 普照觀 世 音 ども 稱す 、是 又、 觀 自在が、 阿修羅 界を化 益 せん 爲め現 身せ る ものにして、 經に 由る に、 其 身は 黃 金色， 頂上の 十一 面 中、 正 三面は 淺黃 色に して， 救世 哀愍の 菩薩 相を 現じ、 左 三 
面は 忿怒 0. 相、 右三 面は 白 牙 上 出 降魔の 相 あ b て、 共に 靑黑 色を 爲し、 常 後の 一面は 暴惡 大笑の 相、 頂上の 一面は 如來 相を 示す S、 又、 四臂 中、 左上 手は、 紅蓮 華を 執 b て、 定を 示し、 下手は 軍 持 瓶を 握りて、 理を 表し、 右 
上手は、 念殊を 持して、 智を 示し T 手は. 施無畏 印を 結びて， 慧を 表し. 或は、 他の 印を 結ぶ こ w あ^'、 頭に 髻 冠を 戴き、 冠 中に 佛 身を 安置す、 天衣 上 裳は. 商 怯 妙 色に して、 千 葉の 蓮華 上に、 右左を 押して 趺 坐す w あ. 今 
この 圖は、 二級に 寫すべ き 十一 面を、 本 身の 左右に 各 一面 S.J、 頂上に 三級に 分寫せ b、 其 中 本 身の 左右、 及び. 下級の 中 面を. 菩薩 相、 下級の 兩端 2、 中級の 右側 £ を 忿怒 相、 下級 中央の 兩側 £ 、中級の 中央 S を 降魔 相、 中 
級の 左側を 暴惡 大笑 相、 上級を 如 來相ビ せ b、 但 、身 色、 面色を-同 | 肉 白色 せる 出典は 未た. 詳なら す、 此の 十一 面 身は、 も W、 觀 自在が 釋迦佛 の 前に 於て、 自己の 心 密語 S して 發 表し、 且 、十一 俱胝 の如來 も、 共に この 
密語を 宣說 す， £ 稱 する ものにして、 之を 信す る ものは. 水火 盜病 等に 對 し、 十 種の 勝利を 得、 臨終 時には、 三悪趣 1: 墮落 する こ w を 免 かれ、 極樂淨 土に 生る、 等の 四 種の 益 ある こ V」 を說 き-又、 衆生の 心に 願 求す る 
所は、 皆 悉く 之を 遂 ぐる こ W を 得 W 云へ b、 

第五、準胝觀世音も.又、觀自在 *>* 、人間界を度せん2現身せるものにして、天人丈夫觀世音 £ も、或は、尊那菩薩£も云ふ、經を見るに、四無最を求むる者は.四臂の準胝觀世音を觀すべし、六神通を求むる者は六臂、八 
聖 道には 八臂 、十 波羅密 には 十臂 、如來 普遍 廣地 には 十二 臂 ，十八 不共 法には 十八 臂、 三十 二相には 三十 二齊、 八 萬 四千の 法 門には 八十 四臂 準 M を觀 すぺ しビ あるが、 此に 出す 圖は. 三 眼 十八 臂に して、 各 手の 所持 
物を、 上部より 數ふれ ば、 左は 如意 寶_ 、寶 輪、 K 瓶、 般若 波羅 密多經 、寶螺 、寶激 、澡離 •開 敷せ る 紅蓮 華に して、 右は 寶鈎 、金剛 杆 、鉞 斧、 M 若布 羅迦菓 、紹 索， 寶劎 、数珠、 施 無畏な るが、 左右の 第 九 手は' 說 法の 印を 結べ b. 寶冠恶 
の佛 像は， 阿彌陀 如來に して、 上部に 出現せ るは 毗 婆 尸 等 w 名く る 過去 七佛な らん、 此像を 信す る 者は、 盗賊、 惡 鬼、 惡獸の 難を 免 かれ、 諸 病を 消 除し、 水火の 難なく. 又. 大呪仙 w なりて、 十 方の 淨 土に 往詣 し、 妙法を 聞 
き、 决定 して’ 無上 正眞 道を 成就す ぺし等 ビ說け 6、 

第 六、 如意 輪觀世 音は、 或は、 大梵 深遠觀 世 音と もい ふ、 是 又、 il 自在が、 天上界を 化 度せ んビ變 現せる ものにして、 彼の 廬 山寺の 木像の 如く、 二臂な る あ b、 又、 世に出せ るが 如く、 六 臂な る 6 &、但，經に由るに，此菩薩の 
身 色は 淺黃 色に して、 頂上の 寶 冠には、 化佛を 飾る あ- 飾らざる あ办、 六 臂を 前よ b 數ふれ ば、 左 第一 手は 動かざる 光明 山を 按し 、以て、 無 傾 動を 成就せ しむる こ £ を 表し、 第二 手は 淤 泥に 染まざる 蓮華を 採 り、 以 
て. 諸種の 非 法を 淨虛 する こ S を 示し、 第三 手は 煩惱 罪障を 摧破 する寶 輪を 捧げ、 以て、 無上 法を 宣說 する る こ VJ を顯 はし、 右 第一 手は 思惟の 頰を 支へ 以て、 有情を 愍念 する こ SJ の 深大な るを 表し、 第二 手は 如意 
資珠を 持ち、 以て、 一切の 志願を 滿 足せし むる こ W を 示し. 第三 手は 念珠を 垂れ、 以て、 禽獸 等の 畜生の 苦を 度す る こ VJ を 顯は すピあ b、 又. 上記の 六臂を 横に 數 へて、 定慧 、理 、智、 定 、慧 S し， 或は' 六 臂 の地嶽 ，餓鬼 等の 六 
道に 配し 大士の 本山は、 不 生に して II 寂 なれば. 其 身は 光明を 放ち、 衆生の 憶念す るに 隨ふ も、 普く 之を 照す こ £ 、 恰も 明鏡の 如し e も 云へ b、 以て、 此 像の 表示、 內德を 知るぺ し、 

六觀 音の 第三 位なる， 馬頭 il 世 1 訶耶揭 利 婆) は、 或は、 師子無 畏觀世 音 ビも稱 すれ VJ, 東 寺の 藏幅 中には、 缺 けて 存せざ るに 由 b、 其 形相 等は、 此に說 示す るの 要な し、 但 、この 大士 は、 畜生道の 三 障を 破摧せ ん爲 めに、 
變 現せる もの S あれ V」、 是 また. 他の 五覜 音の 如く】 應 の配當 のみ、 

此等 の觀 音の 筆 渚は. 未だ 詳 な らざれ  <彼の春日盡派の正統を繼ぎし人の作なるこ £ は、奄も疑なし、其用意の飽くまで周密にして、著筆の苟且ならざる £ ,温厚沉重にして、超然俗坌を脫離せ，0こミ、は.容易 
I: 認む るを 得べ し， 鑒識 家は. 此闕窬 を 源平 時代 (西暦 第 十二 世紀 1: 成. 〇 しもの ならん £ いへ b、 保存 法宜 きに 適 ひ、 幅 中に 剝落披 裂の 痕な きは、 甚た 好すべし、 
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SIX  FORMS  OF  AVALOKITESYARA  (KAKEMONOS). 

THE  PAINTER  UNKNOWN. 

(Coloured ;  each,  4  ft  9}  in.  x  3  ft-  4  in.) 

IN  THE  : POSSESSION  OF  KYO-W6-GO-KOKU-JI  (T6JI),  KY6TO. 
(COLLOTYPE.) 


1.  Arya  Avalokitesvara  (Arya  Tara). 

2.  The  Thousand-armed  Avalokitesvara  (Sahas ra-pana). 

3.  The  Horse-headed  Avalokitesvara  (Haya-griva).* 

4.  The  Eleven-faced  Avalokitesvara  (Ekadasa-mukha). 

5.  Cundi  Avalokitesvara. 

6.  Cakra-varti-cinta-mani  Avalokitesvara. 

i- Arya  Avalokitesvara  (Jap.  Sho-kwan-on)  is  otherwise  called  Arya  Tara  or  Maha-karunika  (the  Great  compassionate).  This  form  of 
incarnation  is  generally  understood  to  be  the  saviour  of  the  world  of  the  departed  spirits  (Pretas).  In  his  left  hand  he  holds  a  young  lotus 
flower  which  he  touches  slightly  with  his  right  hand.  On  his  head  stands  a  small  image  of  Amitayus  while  over  and  above  hang  some  seven 
wishing  gems  (Cintamani),  as  if  they  have  been  issued  with  the  rays.  These  gems  seem  to  represent  the  Buddhas  of  the  past.  Those  who 
worship  him  with  Dharani  are  said  to  become  happy  and  prosperous,  strong  in  mind,  free  from  illness  or  any  other  troubles,  and  they  are 
further  promised  with  a  welcome  by  Buddhas  and  their  retinues  when  they  depart  from  this  world. 


2.  The  thousand-armed  Avalokitesvara  (Sahas ra-pana,  Jap.  Sen-ju-kwan-on)  is  an  incarnation  as  the  saviour  of  hells  (Naraka).  He 
has  three  eyes  (Tri-cakshus)  and  a  thousand  arms  (Sahasra-bahu,  or  -bhuja)  like  God  Siva  :  again  he  is  said  to  have  thousand  eyes,  the  palm 
of  each  hand  being  possessed  of  one,  in  which  case  he  is  further  allied  with  合 iva  whose  epithet  is  also  ‘  Sahasra-aksha  *  of  the  same  purport. 
His  picture  was  first  introduced  to  China  by  a  Brahman  from  Central  India  named  Kuta-deva  who  came  to  China  during  the  period  of 
Wu-tuh  (618-626  A.D.)  but  it  did  not  become  very  popular  until  several  Sanskrit  texts  on  this  form  of  Avalokitesvara  were  translated  into 
Chinese  during  the  period  of  Ting-kwan  (627-647  A.  D.).  The  forty  hands  we  see  about  him  hold  some  particular  things,  each  conveying  a 
a  special  meaning  to  Buddhists.  They  are  as  follows  : 


1.  A  red  lotus. 

2.  A  hallierd. 

3.  A  wliite  lotus. 

4.  A  water  pot. 

J.  A  jewel  case. 

6.  A  sign  boaid  with  a  figure  on 

7.  A  jem-ring. 

8.  A  branch  of  the  willow  tree. 

9.  A  sword. 

10.  An  arrow.  、バ 


The  left. 

ii-  A  diamond  stake  (thunderbolt,  Vajara-kila). 

12.  A  coach-shell. 

13.  A  coloured  cloud. 

14.  A  gold  wheel* 

15.  A  rosary. 

16.  A  bowl. 

17.  A  metal  stick. 

1 8.  An  image  of  Buddha. 

19.  A  representation  of  the  sun. 

An  image  of  Buddha  held  with  both  hands. 


20.  A  purple  lotus. 

21.  A  hook. 

22.  A  blue  lotus. 

23.  A  bunch  of  grapes. 

24.  A  mirror. 

25.  An  axe. 

26.  A  hand  open  in  the 
yanda.*  (Bestowal 0 

27  -  A  Bliadra  jar  (Bhad 
jar  with  the  water  0: 


The  right. 

29.  A  bow. 

3a  A  tliree-pointed  pestle  (stake). 

31.  A  square  jewel  seal. 

32.  A  brush  of  white  hair. 

33.  A  bell. 

34.  A  stttia  (book). 

；. A  wishing  gem. 

>. A  skull. 

?.  A  ball. 

38.  A  r< 


One  will  notice  that  there  are  innumerable  hands  in  the  circle  of  lays.  They  are  added  in  order  to  fill  up  the  number  of  a  thousand. 

3-  The  third  of  the  six  forms  of  Avatokitesvara  is  the  '  Horse-headed 1  (Haya-griva),  the  Saviour  of  animals  who  is  sometimes  appro¬ 
priately  called  '  simha-abhaya/  The  ‘  Kakemono }  is  now  lost  and  it  can  not  be  ascertained  how  he  had  been  represented  in  the  picture. 

4_  The  Eleven-faced  Avalokitesvara  (ekadasa-mukha,  Jap.  Ju-ichi-men  Kwan-on),  the  saviour  of  Asuras  (evil  spirits)  is  also  called  the 
Kwan-on  of  Great  Splendour.  He  has  eleven  additional  faces  and  four  arms,  three  of  which  latter  hold  respectively  a  lotus,  rosary  and 
water-pot  (Kundi).  He  has  besides  an  open  '  Abhayanda 1  hand. 

5.  Cundi  Avalokitesvara,  the  saviour  of  human  beings,  is  called  in  full  the  Saptakoti-buddha-matr-cundiJ  He  has  three  eyes  and 
eighteen  arms  which  again  remind  us  of  the  wife  of  Siva,  Goddess  Durga,  who  is  called  Tri-nayana  (Triocular)  and  Ashtadasa-bhuja  (Eighteen- 
armed).  The  eighteen  arms  are  as  follows  : 


1.  A  banner  with  a  gem 

2.  A  jewel  wheel. 

3.  A  gold  jar  with  the  water  of  the  Ganges 
(B  hadia-knmbha). 

4.  The  rrajfia-paramita  sQtra. 


The  left. 

its  slick.  j.  A  conch-shell. 

6.  A  neck-lace. 

7.  A  water-pot. 

8.  A  lotos  flower. 


9.  A  hook. 

10.  A  diamond  stake  (thunderbolt,  vajra- 
kUa)  * 

11.  An  axe. 

12.  A  Vija-pflraka  fruit  (a  citron). 


The  right. 

1-3.  A  rope. 

14.  A  sword. 

15.  A  rosary. 

16.  An  *  abhayanda  1  hand. 


The  distortion  of  the  fingere  of  bolh  hands  indicates  that  he  is  preaching  Ihe  law. 

The  Buddha  on  his  head  is  Amitayus  and  the  saints  above  him  seem  to  represent  the  seven  kotis  of  Buddhas  of  whom  he  or  rather 
she  is  said  to  be  the  mother.  The  benefits  which  acrue  to  those  who  worship  him  are  severally  described,  but  are  here  omitted  altogether. 


6.  Cakra-varti-cinti-ma リ i  Avalokitesvara,  the  saviour  of  heavenly  beings,  is  also  called  the  Great  Brahman  of  Depth  and  Distance '  and 
is  here  represented  in  his  pondering  attitude  and  with  six  arms.f  He  is  Nyo-i-rin-k wan-on  in  Japanese.  One  of  his  hands  supports  his  head 
while  another  presses  on  an  Acala  (a  mountain  oflight  as  it  is  generally  called).  The  remaining  hands  of  him  hold  respectively  a  jewel  wheel, 
a  lotus,  a  rosary  and  also  three  wishing  gems  (Cinta-mani)  from  which  his  name  is  probably  derived. 

The  painter  of  these  Kakemonos  is  not  known  but  it  seems  to  be  almost  certain  that  he  was  an  artist  belonging  to  the  authodox 
Kasuga  school.  It  is  so  careful  and  minute  in  execution,  so  firm  and  delicate  in  touch,  all  preserving  a  perfect  harmony  in  effect  among  so 
numerous  faces,  hands  and  the  things  in  possession.  Connoisseurs  generally  assign  these  production  to  the  Gen-pei  period  (12th  century). 


*  Ilaya^rlva  is  a  demon,  a  foe  of  Vishnu  in  India. 

i ，ndi  is  called  a  devi  (goddess)  in  Nanjio's  Calalt^ue  No.  344.  Goddess  DurgS  is  sometimes  called  Koti-srI. 
t  Shad  bhuji  (six-armed)  is  an  epithet  of  Durg4,  wife  of  Sivi. 
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SAKYAMUNI,  MANJUSRI  AND  SAMANTABHADEA  (獲 EE  KAKEMONOS). 

BY  KANO  YtTSEI  (ACCORDING  TO  A  TRADITION). 

(Cbloured;  each  4ft.  11  in.  x  2ft.  loin.) 

UJI,  KYOTO. 


1  his  hoi 
, suddenly  he 
seeking,  and  subsequently  he  gave  up  t 
in  meditation  on  the  goal 
suffering  state,  the  highest 
in  preaching  his  doctrine  in 
eighty  years  old, 

to  be  the  central  figure  of  religioi 


The  picture  before  us  is  meant  to 
throne  in  his  silent  enjoyment  of  his  intelle 
2.  Maiijusri  is  said  to  be  a  Bodhi 
in  the  spiritual  body  can  be  represented  in 


the  Sakya  race  in  Kapilavastu, 

the  Himalayan  forest  where  he  lived  under  some  Rishis  (seer)  pracl 
thought  that  what  he  was  hitherto  practising  was  not  the  way  to  the 
iractices,  came  out  from  the  hermitage  and  s 
e. long,  he  came  to  understand  the  origin  < 

died,  or,  to  use  the  Buddhistic  expression,  entered  into  Nirvana,  wl: 

by  the  Malla  race.  During  almost  2,500  years  since  his  death,  he 
in  the  neighbouring  states,  and  then  in  Tibet,  China,  Mongolia, 


N.  India.  At  t 
ctising  austerities, 
the  truth  which 
i  tree  at  Gaya 
of  doing  away 


absorbed 
with  the 


the  Buddha  who  I 


>  the  t 


htenment  s 


1  the  Diamond 


body  and  a  personification  of  the  power  of  apprehension.  A  Bodhi-sattva 
see  him  as  a  youth  in  white  dress  riding  on  a  lion.  The  right  hand  raised 
3011  held  in  the  left  hand  is  the  sign  of  his  infinite  power  and  lastly  his  riding  on 
subduing  all  demons.  He  is  worshipped  by  the  Buddhists  ；of  the  Maliayana  school 
wish  of  saving  all  beings  who  come  into  contact  with  him. 

;nted  in  several  ways.  Here  he  is  seen  with  the  Saddharma- 
riding  on  a  white  elephant  with  six  tusks.  All  this  indicates  that  he  is  the  patron 
’he  true  nature  of  Samantabhadra  is  said  to  be  the  Buddha 
to  be  the  Tathagata-garbha  (*  Embryo  of  Buddha  ’)  which  all  beings  are  supposed  to  possess.  He  would  therefore 
lortunity  presents  itself,  in  order  to  benefit  and  deliver  all  beings, 
tradition  of  Dai-toku-ji,  the  above  three  ‘Kakemonos， were  painted  by  Kano  Yusei,  (145 3- 1549  A.D.),  but  some 
tradition  and  think  that  these  may  be  the  art-relics  of  a  famous  painter  before  Yusei.  At  any  rate,  it  must  be  the 
the  brush  being  gentle  and  strict,  and  it  can  fairly  be  compared  with  the  paintings  of  the  Sung  and  Yuen 


he  expresses  his  wish  of  sa 
also  in  the  speritual  body  i: 
in  his  hands,  riding  on  a  \ 


釋迦文 殊 普賢 s 像 三幅對 (絹本 着色) 傳狩野 祐勢筆 

中、 釋迦 牟尼佛 左， 文 珠大士  右、 普賢 大士 

(各 幅 四 尺 九寸八 分， 描 一 一尺 九寸) 

京都 紫 野 臨濟宗 大本山 大徳 寺藏 

P 迦 牟尼佛 は、 中 印度、 迦思羅 伐 窣堵國 の 釋迦種 王、 首圖 檀那 (淨 飯) の 太子 S 生 
れ 、十九 歲 にして 出家し、 苦行 多年の 後、 三十 歲の 時に 至り、 一 朝、 甚深 微妙なる 
法理を 覺證 し、 爾來 五十 年間、 恒 河の 流域に 大小 乘敎 を宣說 して、 遂に 中 印度 
狗尸 那揭羅 城外に 於て 入滅せ b、w 傳 へらる、 此佛は 、實 に、 ム r l: 至る まで、 殆ん 
ざ 二 千 五 百年の 長 時に 亘 b て、 印度、 支那、 朝鮮、 日本 及び、 中央 亞細亞 の 諸國に 
生息せ る， 無數の 人類を 濟 度し. 其德 化は、 遠く 亞非利 加の 北部， 歐羅 巴の 東部 
にまで 光 被せり、 其 入滅 年代に 就きて は、 五十 除 種の 異說あ b、 或は 日本 紀元 
前 第三 世紀 (西暦 紀元前 第 十 世紀 ¥ いひ、 或は 紀元後 第二 世紀の 終 (西暦 紀元 
前 第五 世紀の 終 ¥ 云 ひ、 未だ 一定せ す、 こ、 に揭 くる 圖は 、釋 迦佛が 吉祥 草を 
布け る 菩提樹 下の 金剛 座に 座して、 無上 正眞 道を 證 悟し、 解 脫の法 樂を享 け 
つ、、 默然た る 形相な り、 

文殊 師利 (略稱 文珠) は、 支那に 譯 して 妙 吉祥、 或は、 妙德 £ いふ、 法身の 大士 にし 
て， 阿 閎佛の 法 子なる 金剛 薩埵ど 同 體ビ說 ける 經文あ b、 又、 この 大士は 能 信 
の 心 力、 或は、 了解 力を、 人格を 以て 表示せ る もの ビいふ 文 も あ b、 旣に 之を 法 
身の 大士  V」 いへ ば' 或は、 その 身 相 嚴麗な る五髢 菩薩 形を 現じて、 三世 諸佛の 
智母 たる こ S を 示し. 或は、 此圖の 如く、 白衣 童子の 相を 爲 して、 大乘敎 の 宣布 
者た る こ  <」を表するも、更に怪むに足らす、その右手を擧ぐるは、是、說法施願 
の 相に して、 左手の 如意は、 自家の 權能の 無限なる こビを 示し、 その 獅子に 憑 
るは， 獨步 無畏に して -: 切の 怨魔を 降伏す る こ 50 を彰 はせ るな b、 此大士 に 
は、 我は 類に 隨ふて 世俗を 引接し、 菩提の 正 見、 正 受を發 さし めん、 我を 毀 謗. 殺 
害せん 者 も、 愛 念誦 曲 せん 者 も、 輕慢 、疑惑、 班 妄せん 者 も、 賤視 せん 者 も、 殺生、 盜 
賊を行 はん 者 も、 持戒、 又は、 破戒 せん 者 も、 地獄 等の 五 趣に 生れた る 者 も， 惡口 
等の 十 惡を造 b し 者 も、 綵 ある 者 も-綵 なき 者 も、 皆 同じく 菩提心を 發 さしめ 
ん、 W いふ 十 大願 ありて、 大 乘佛敎 徒は 深く 之を 崇敬せ り、 . 

:.11-- || 賢( 三 曼陀飇 陀羅) もまた、 法身の 大士に して、 其 形相には、 大日 等の 五 法身 佛 
を 飾 W せる 寶冠を 戴き、 右手 (: 劎を 持ち、 左手に 施 願の 印を 結べる あ b、 或は、 
右手は 膝を 押へ て慧を 表し、 左手は 蓮華を 執りて， 定を 示せる も あり、 又 或は、 
右手に 五 股 件、 左手に 金剛 鈴を 握る も あ b、 其 身 色の 如きは、 白 肉色なる あ b、 
白銀 色なる あ b、 水精 色なる， あり、 又、 黃 金色なる も あ-®', こ、 (: 描ける ものは、 
かの 法 華 三昧の 護持 者 ! f して、 手に 妙法 蓮華 經を繙 き、 六 牙の 白 象に 乗じて、 
现身 せる 相な れぱ、 三 幅の 2} を 連接す るビ きは、 深遠なる 大乘敎 の 始終を 綜 
該 せる ものなる を 知る、 ある 經 文には， 普賢 身を 成就 すれば、 自在に 無量の 世 
界に來 注して、 諸佛に 供養し、 受樂- 壽命 共に 極-^ なく、 無 邊の有 情を 利樂 して、 
ffi 盧遮 那佛 S なるべし ビ說け V」、 普赀の 本性を 尋ぬ .れ ば、 大日 如來の 自性法 
身 どもい ひ、 又、 吾人 所信の 如 來藏な り £ も あり、 之に 因 6 て考 ふるに、 其 時に 
應 じ、 緣に 觸れ .種々 の 身 相を 現じて、 有情を 化 益せ る こ w は、 奇ビ する に 足ら 
ざるな り、 

大徳 寺の 相 傅には、 此窬を 狩 野 派の 始祖 祐勢 (享德 二 年 丨延德 二 年卽ち 西暦 
一四 五一 一 f 年— 一四 九〇 年) の筆ビ すれ V」、 鑒識 家は 多く 之を 彼の 作 £ せす し 
て* 彼の 時代 以前の 名工の 遺物な らん ビいへ b、 其 筆 格の 温雅に して 端正な 
る宋元 (支那) 時代の 名作に 匹敵すべし、 
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DARUMA,  TOKIJSAN  AND  RINZAI  (THREE  KAKEMONOS), 

BY  SOGA  JASOKU. 

.  2ft- 3  in.  x  i  ft.  3  in.  2  and  3.  2ft.11  in. 


(1. i 

f  THE  P( 


ft- 3  in.) 

POSSESSION  OF  YO-TOKU-IN,  DAI-TOKTJ-JI,  KYOTO. 
(COLLOTYPE) 


1.  Daruma  or  Bodliidharma,  the 
Buddhism,  who  succeeded  Prajiiatara  the  tw 
foundation  of  his  new  doctrine,  when  the  scholiasts 
founder  of  the  ‘Zen’  (Dhyana,  meditation)  sect  in  C 
but  to  penetrate  immediately  into  one’s  own  heart 
,t  Kin-ling  (in  Kiang-su),  an 
ly,  and  went  to  the  temple  ' 
line  years,  constantly  gazing 
f  the  green-eyed  foreign  pric 


king  of  Hsiang-chi  (Southern  India),  is  the  twenty-eighth  ] 

Following  the  last  will  of  his  predecessor,  he  set  out  f 
n  to  corrupt  the  genuine  teaching  of  Buddhism. 

In  his  doctrine,  it  is  maintained  as  principle  not  to  be  bound  by  the  words  of  scrip1 
to  attain  Buddhahood  by  knowing  what  is  man’s  nature.  Emperor  Wu  of  the  ] 


1  Indian  Patriarch  of 
!,  and  laid  there  the 
was  venerated  as  the 


Po-lo-men),  and  also  < 


I  died  in  the  first  j 


fthe  t 


t  the  *  Z 
: left  hi« 


f  Ta-tung  (535  A.  D.). 
>ws  perfectly  well  his 
r  southern  China,  anc 
is  Chu  Shuen-kien,  w: 
nita-sutra,  which  he  t 


1  of  his  doctrine.  Seeing,  however,  that  the  Emperor  could  not  agree  with 
an  the  mount  Sung  of  northern  Wei  (in  Ho-nan),  where  he  remained  engaged 
-wall.  Thenceforth  he  was  known  as  1  the  Wall-gazing  Brahman  '  (Pih-kwan 
bu-seng),  because  he  had  green  eyes.  Later  on  he  transmitted  his  doctrine 


the  Vajra-chedika-prajiia-paramita-sutra, 

Dhyana)  sect  of  Daruma  was  flourishing  at  Kiang-nan  (near  Cheh-kiang 
in  order  to  frustrate  it.  On  his  way,  he  met  an  old  won 
Tsung-sin,  wholly  abanc 
He  died  in  the  sixth  year 
u-nan).  Emperor  I-tsung  of  the  Thang  dynasty  conferred  upon  1 
: nature  of  m 


scriptures,  he  left  his  place  to  go  there 

Whereupon,  he  went  to  Lung-tan  (Cheh-kiang),  followed  the  teaching  of 
and  became  finally  a  great  teacher  in  the  *  Zen  ’  (Dhyana)  doctrine.  H 
t  Li-yang  (Hu-nan).  Emperor  I-tsung  of  the  Thang 


rates  the  1 


: used  to  beat  with  ; 


the  1  Rinzai 
all  demons  conjointly 
Shien-tung  (867  A.  D. 
Enlightening  Knowl. 

The  present 
furious  lion  gazii 


art  of  painting  from 
and  is  noted  for  the 
productions,  which 
painted  the  portrait 


le  present  '  Kakemono*  of  Tokusan,  in  which  he  is 
indicates  his  sharp-looking  and  undisdainable  feature 
Rinzai  (Lin-chili),  whose  secular  name  is  Ching 
■iccessor  of  Hi-yu  of  Hoang-pih  (Kiang-si),  he  earm 
'  sect.  It  is  said  that  a  volume  of  1  feinzai  ’  analecti 
:Iy  surrender.  He  was 
D.)_  The  then  ruling 
edge).  It  is  said  that 
nt  ■Kakemono'  of  R 
zing  at  his  prey,  and  gives  a  feeling  of 
Jasoku,  the  painter,  lived  in  the  Oni.i 
from  Shubun,  a  priest  of  the  *  Sho-koku 


painted  in  a 


which  he  did  not  hesitate  to  speak  against 
ively  : 11  I  know  not !  ” 

(in  Ssu-chuan)  in  China,  and  an  excellent 
(North-Western  part  of  Ssu-chuan).  Being 
I,  a  sect  which  strongly  rejects  the  study  of 
ian,  and  had  to  yield  to  her  in  a  religious  talk, 
oning  the  study  of  scriptures  and  precepts, 
of  Shien-tung  (865  A.  D.),  aged  sixty-eight, 
the  posthumous  title  ‘  Chien-shing  Ta-shi J 
a  person,  whose  character  he  was  about  to 

: attitude  of  a  person,  holding  a  stick  in  his 


Tsao-chou  (in  Shan-tung)  in  China.  As  the 
Daruma,  and  finally  became  the  founder  of 
daggar  suspending  in  the  sky,  before  which 
ihal  Rinzai.， He  died  in  the  eighth  year  of 
title  (  Hui-chao  Shan-shi  ’ （a  Dhyana  teacher  of 


him  in  a  state  of  making  a  fist  and  uttering  a  loud  voice, 
awe  and  terror. 

period  (middle  of  the  15th  century),  and  belonged  to  the 
temple  — — 


he  appears  just! 1 


He  learnt  the 
style  of  his  own, 
pictures  among  his 
in  the  portrait-painting.  When  he 
but  he  made  it  his  design  to  depict 
ifficiently  well  that  he  is  one  of  the 


達磨 德山臨 濟盡像 三幅對 (紙 本 墨色) 曾 我 蛇足 筆 

中、 達磨 大師  左、 德 山禪師  右、 臨 濟禪師 

? 二 尺 三寸 三分、 播 一尺 三寸 二分、 左右 各 31 三尺、 播 一尺 二寸八 分) 

京都 紫 野 臨濟宗 大徳 寺 塔 頭 養 德院藏 

達擠 (具 さには 菩提 達磨) 大師は， 南 印度、 香至國 王の 第三 子ビ 生れ， 傅 法 第二 十 
七祖 般若 多羅に 嗣 ぎて' 第二 十八 祖 S な b しが、 多羅の 遺 旨に 遵ひ 、支那に 來 
b、 義學の 徒、 漸く 佛敎を 縟雜 ならしめ し 時に 當 り、 不立 文字、 直栺 人心、 見 性 成 
佛の宗 風を 宣揚すべき 基を 造 b、 支那 禪宗 の初祖 V」 なれり、 彼 曾て、 金 陵 {江 蘇 
省) 1: 迎 へられ、 梁 朝の 武 帝に 應 答して、 契は ざ b しか ば、 蹶然去 b て’ 北 魏の嵩 
山 (河南 省) 少林 寺に 入り— 壁に 面して 默 坐せ しこ £ 凡 九 年な りし VJ いふ、 後 •法 
を 慧可に 傳 へて、 大同 元年 (西曆 五三 五 年 (r 沒せ り、 時人 彼を 壁觀 婆羅門 S 稱 
し、 又、 其 眼睛の 碧な b しよ b •碧眼 胡 僧 S も 呼べ b  S* この 圖は •彼が、 當時 、支那 
の 南部を 一統して、 勢威 赫灼 たる 武 帝に 對 U 不識 一喝せ る 氣魄を 描きて， 
紙上に 躍如たら しむ、 

德山、 姓は 周、 名は 宣藤 、支那、 劍南 (四川 省} の 人、 金剛 般苦に 精通し、 之を 西蜀 (四川 
省の 西北 部) に 傅弘せ b、 偶-江 责浙江 省 附 S に、 不立 文字の 禪宗興 b il 學を排 
する こビ盛 な bvj 聞き、 之を 破摧 せん V」、 彼 地に 赴きし が、 途に して、 一老 婆の 
爲めに 屈せられ、 龍潭 (浙江 省 0 崇 信に 謁し、 講經 、習 律の 業を 棄 て、、 其 鉗鎚を 
受け、 遂に 禪宗の 一大 師家 どな-'、 唐朝の 咸通六 年 (西暦 八 六 五 年)、 毒 六十 八歲 
にして、 閑 棲の 地なる 澧陽 (湖南 省) に沒 せり •唐 帝、 謚を 贈りて ■見 性 大師 VJ いふ、 
聞く， 德山 A を 陶冶せ ん£ する や， 先. 棒を 喫せし むる を 例 £ せ b  此圖 は， 彼 
が 棒を 収めて. 他の 擧 措を 凝視す る狀を 描き出せる ものにして、 風 規孤峻 、湊 
泊し 難き の觀 あり、 

臨濟 •姓は 荆 ，名は 義玄 支那 曹州南 華 {山 東 省) に 生れ、 黃榮 {江 西 省) 希 運の 法嗣 S 
して、 大に 達磨の 遺風を 宣揚し、 臨濟 宗の祖 W なれ \ 傅に 日く、 一卷の 臨濟錄 
は， 恰も 是 、天に 倚る の長靱 にして、 佛魔 一齊に 頭を 潜む W、 其 揮 摇峭峻 •迎へ 近 
くべ からざる もの あるより、 時人、 彼を 臨 濟將軍 W 呼べ bw ぞ .彼は 唐朝の 咸 
通 八 年 {西 曆八六 七 年) に沒 し、 唐 帝より、 愨 照禪師 謚 せらる， 聞く、 彼の 人を 攝 
する、 必す 先づ喝 せ b  此圖 は、 彼が 拳を 固ぅ して 大喝す る 相を 寫 出して， 恰 
も 地に 踞 する 金 毛 獅子の 如く  •觀る 者を して、 覺え す 心身を 戰慄 せし む* 

曾 我 蛇足 (應仁 時代 即ち 西曆第 十五 世紀の 央) は 越 前の 士な b し' か、 窬を 京都 
相國 寺の 僧、 周 文に 學び ，後、 別に 一機軸を 出せ b, 其 落 筆は 粗な れ V」 も、 氣韻 蕭 
踩 •着想 豪 宕を 以て 稱 せらる’ 但 、彼の 作 中には. i 、、 師周 文の ものに 匹儔す ベ 
き 細 溢 も あ be いへ V」 •其 長所は 人物 窬に あるが 如し、 彼が 達磨を 窬く に、 德 
山、 臨 濟を寫 せる 筆法を 用ゐ す、 温 靖著實 を 主 e したる が 如きは、 偶-以て， 其 人 
物粛 家の 巨擘た るを 證す るに 足る、 
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THE  HISTORICAL  PICTURE  OF  YUDZU-NENBTJTSU  (A  PORTION  OF  ONE  OF  THE  TWO  EOLLS). 

BY  KASUGA  YUKI-HIDfi. 

(Coloured,  63  ft.  5  in.  x  I  ft.  1^  in.) 

IN  THE  POSSESSION  OF  SH6-RY6-JI,  SAGA,  KYOTO. 

(COLLOTYPE.) 


Yuilzu-nenbutsu  is  a  sect  belonging  to  the  Sukhavati  (‘Land  of  Bliss ’） school  of  Buddhism  founded  by  a  priest  Rio-nin,  known  as 
SI)6wo*Daishi  (1072-1132  A.D.).  He  believed  in  the  doctrine  of  universality 'with  regard  to  the  merit  of  repeating  the  Buddha's  name.  Accord¬ 
ing  to  him,  religious  meiits  can  be  obtained  by  an  individual  for  the  good  of  the  world  as  well  as  for  himself,  in  short,  in  virtue  of  one’s  reli¬ 
gious  merit,  another  can  be  saved  and  made  to  gain  a  good  result  in  the  life  to  come. 

He  used  to  pursuade  his  followers  to  repeat  a  hundred  times  a  day  the  name  of  the  Buddha  Amitayua  for  the  benefit  of  others,  and 
those  who  promised  to  do  so  had  to  put  their  own  names  in  an  album  kept  for  this  purpose.  The  Emperor  Toba  together  with  the  Empress 
and  the  court  ladies  was  converted  to  this  sect  in  the  first  year  of  Ten-ji  (1124  A.  D.)t  and  it  became  very  popular  ；3n  Kyoto  and  the  adjoin¬ 
ing  places. 

丁 he  picture  presented  here  is  a  part  of  the  rolls  upon  which  the  history  of  the  propagation  of  the  sect  is  drawn  and  represent  the 
founder  writing  the  Emperor’s  name  in  his  album  by  the  command  of  the  latter. 

One  of  the  two  rolls  contains  nine  sections  of  such  historical  events  as  above  while  the  other  consists  often  such  sections. 

Kasuga-Yukihide  (15th  Century  A.D.)  was  a  distinguished  painter  of  the  Yamato  school.  He  painted  these  rolls  with  Tosa  Yuki- 
hiro,  his  father,  Tosa  Naga-haru,  the  eldest  sou  of  Mitsu-aki,  Yasu-nari,  the  second  son  of  the  same,  Awata-guchi  Taka-mitsu,  the  youngest 
son  and  Tosa  Mitsu-kuni,  son  of  Naga-haru. 

In  the  old  pictures  of  the  Yamato  school,  the  name  or  seal  of  a  painter  is  rarely  found  with,  and  even  in  case  of  a  famous  production, 

we  have  no  other  means  of  ascertaining  the  artist  except  by  the  knowledge  of  an  expert.  But  in  the  rolls  in  question  each  section  bears  the 

sign  of  its  own  painter,  thus  serving  as  fine  specimens  of  the  genuine  productions  of  the  six  celebrated  arlists  of  the  school.  Inspectors  will 
recognize  the  gentle  but  strict  style  of  the  famous  Yukihide  in  the  picture  here  produced. 


融通 念佛緣 起盡卷 (紙 本 著 色) 春 日 行秀筆 

二 軸 中の.. 一段 (各 lA fi 六 丈 三尺 餘、® 幅 一尺 一寸 五分) 

京都 嵯峨 浄土宗 淨凉 寺藏 

融通 念佛 は、 聖應 大師 良 忍 (延久 四 年— 長 承 元年 卽ち西 曆一〇 七 二 年— 一一 
三 二 年) が、 華嚴 、法 華の 二經 1: 由 b て、 彌陀 の念佛 法を 弘 通し * 行 S 一切 行ビ 
は、 融通 無礙 にして、 一人の 唱 ふる 念佛 は、 衆人に 透 il!i し、 衆人の 唱 ふる 所は、 一 
人に 融攝 して、 其功德 利益は 無邊な b ビ說 ける 一の 宗義な .るが、 彼は 之を 以 
て、 所在の 貴賤 男女に 勸 進し、 日々 佛名百 回を 唱 ふるこ S を 約せ しめ、 其 名を 
名 帳に 記入して、 利益を 得せし めた b  w いふ、 天 治 元年 (西暦 ニニ 四 年)、 鳥 羽 
帝 も、 皇后、 貴嬪 W 其に. 此會員 S な 6 給へ bs 云へ ば、 當 時、 其宗義 の、 京畿 附近 
に 流行せ しこ w 知るべし * }、 に 出す il は、 この 念佛法 宣弘の 始終を 描ける 
窬 卷の 一段に して、 良 忍が 鳥 羽 帝の 勑を 奉じて、 御諱を 名 帳 1: 記入す る 所 VJ 
す、 

春 日行秀 (永 享年 代卽ち 西暦 第 十五 世紀) は、 大和 溢の 名手に して、 父 土 佐 行廣、 
土 佐 光 願の 長子 永 春、 次子 寂濟、 三 子 粟田口 隆光 、及び 永 春 0 子光國 W 共に， 此 
念佛緣 起を 啬 けり、 大和 流の 古窬 には、 作者の 款を存 する もの 極めて 少く 、隨 
て 名品 £ 雖 、正確なる 傳來 又は 鑒識 家の 評定 1: 由ら ざれば、 其 誰なる やを 知 
る 能は ざる もの 多し、 然るに、 此溢卷 は 上記 六 人の 妙エ 、各 得意の 腕を 揮 ふて、 
描き成し，且、各段，皆、欵ぁれば、吾人は之に由6て、同一史窬中に，同一時代の名 
匠の 筆蹟を •明確に 觀 るを 得るな b、 此 圖を盡 ける 行秀の 筆が-如何に ，優長の 
中に、 巍然 VJ し 動かすべからざる ものを 有する かは、 これを 觀 者の 眼識に 委 
せん、 


.(gjjoa  OWT  3HT  10  3W0 10  TIOITflO1!  A)  UaTTJawail-USaUY  10  aaiJTOIl  JAOISOT8IH  3HT 

.aaiH-IXUY  AOU2AX  YS 

(.ni  .)1 1  x  .ai  l  tfi  ,bm<oIo3) 

.OTOYX  ,AOA8  ,IT,-OYft-6H8 10  110138 3880?  3HT  WI 

(.aqyTOJuoo) 


eB  nv/on>I  ,iiin-oiH  Je3iiq  s  yd  bobnool  rnaiflbbuE  1o  loorfsa  ('  eailff  lo  bneJ  ')  ilBV£rf>Iu2  srfJ  oJ  gnignobd  ioae  c  ai  uaJudfiati-osijijY 
-bioDaA  .amen  a'crlbbuS  arlj  gniJBSqaT  lo  Jharn  aril  oi  bisgst  riliw  ^jilfiEisvinu lo  sniitoob  aril  ni  bavsilad  sH  .(.Cl.  A  ££ii-s\oi)  irieif.a-ov/6il3 
_j{3i  a'sno  lo  auJiiv  ni  ,1iorfg  ni  iol  sb  Ibw  afi  bhow  aril  lo  faoog  sriJ  iol  kubivibni  hb  乂 d  baniuldo  3d  ns：)  efiism  euoigibi  ,mirf  ol  gni 

.amoD  oJ  alii  ail)  ni  iluzai  boog  b  nieg  ol  sbsm  bns  bavBH  3d  hed  isilJoriB  ,}ii3iri  auoi§ 
bns  ,813出〇 lo  Jftanad  aril 101  auvijirnA  eribbuH  aill  lo  3msn  aril  x^b  s  aamiJ  baibnuiJ  b  Jeaqai  ol  Hiawoliol  airi  absuaiijq  oi  baau  sH 
gs-siqma  aril  riliw  isrtl 勺' joI  adoT  loisqraH  ariT  .aeoqiuq  aifll lol  iqo'A  mudle  (ifi  ni  aainsn  iiwo  ibrl) ioq  oJ  burf  oa  ob  oJ  fasKirnoiq  orfw  aaorfl 
-niu[.bB  a  tit  bne  0)6^  ni  ifiluqoq  て 13V  smBaad  ii  bnB  ,(.a  .A  谷  si  I)  ij-nsT  lo im  乂  iaifl  aril  ni  lose  eiril  oJ  b 3113 vnoa  ebw  aaibsl  iiuoo  aril  bus 

.asofilq  gni 

3fij  Jrisaoiqai  bri£  nw£ib  ai  Jdse  aril  lo  noilfigBqoiq  arfj  で olairi  adl  rfairiw  noqu  ailoi  sriJ  lo  hsq  e  ai  atari  baJnaaaiq  siuloiq  srlT 

■latJiil  3flJ  lo  bfiBfnmoD  9(il  \d  mudle  airi  ni  sraen  aSoisqma  sill  gniliiw  isbnuol 
.Bdoilasa  Aouz  n 3110  aJaiariOD  i9(f)o  arfl  sliriw  avode  8£  aJnsva  kaiioJairf  riaua  lo  anoiiosa  sain  gnieJnoD  81101 owJ  sriJ  lo  snO 
.jjIuY  BaoT  rlliw  21101  aasrh  baJnifiq  aH  .loorfoa  oJeihbY  aril  lo  islnicq  bsrfaiugn'Uaib  b  bsw  (.a .A  乂 iuIiisO  rfigl)  9f)iifi2luY-B§U8i52 
Jaagnuox  sifJ  .ualim-fijIfiT  irioug-BJewA  .atnBZ  atll  lo  noa  bnoMB  aril  .iisn-ugfiY  ,i>Ifi-uEdiM  lo  noe  Jesbb  aril  .unfitl-BafiKI  BaoT  .uiljsl  airi ，〇 iirl 

.uiBfl-BgeM  lo  noa  ,inu>I-uaJiM  BaoT  bns  noa 

.noiJauboiq  suorne)  £  lo  3bbd  ni  navs  bne  ,(Hiw  bnuol  乂 biei  ai  laln'iBq  s  lo  has  10  smen  arfj  .loodoa  olBrnfiY  ariJ  lo  asiubiq  bio  sdJ  ni 

arh  aiB3d  nobD33  fbM  noiteaup  ni  alloi  stU  ni  )u8  -Jiaqxa  ns  lo  asbalwonjl  silt  乂 d  lipaxs  luilis  3flt  sninifiJisoafilo  eneam  is 山 0  on  3V£d  s>w 

Iliw  aioJDaqanl  .loorfaa  arfj  lo  aJailifi  baJfiidabo  xia  adi  lo  anoiJouboiq  ariiunaa  arfJ  lo  ansniiosqa  anrl  be  gniviM  em\i  .lslnisq  ov/o  ali  lo  ngia 

.faaooboicr  3iarl  amlDiq  3fll  11  i  yljirliiloY  guoinjil  silJ  lo  sl\lfLlohiz  iud  sfJno^  arl3  asingooai 


甘 OS , 

中 rr, 璐然 3  J 豳 -? t . ハ-? 6 's a 40 嗜详卞*0嵫ぉ，二4嘹挪淳6础餛 :| 委 
a  6 牵龆公 ，w  ■ :! 诹 *0  3 拚 sad, 典 脚せ 衡む s f}: 表 CJ 傘 * <(!; ，故 M :) , 齒县 6 
酣  w sa J k , 谷 ii , 宵， M d パ  R 吾人 i'l s; :} 由 6  了，间 一虫歯中 :| ,同一钿 ^ 0涂 
5 甜 ti 's .0 30 逢 J, 然 .0 :1 , * 街# £1 土 5| 六 人 6 奴 エ •谷 樹意 0 测呤 褂ム 7 
T s^ 品 3 雖 ，玉 齣 i' さ趼來 又 i» 激嬬采 « 稍 宝 :) 由  ^/ ^ ^ 'tl k fl ^ ^ ^ ^ ^ 
念 撕縣逋 嗦窬 w  大麻 茄 6 古衡 浅 6 鴆孓呑 t s 40 谢 ¢ 3- 叱  > ，翻 
土 遇 ffc 賜 0 县千糸 春， 龙 千 遒葡 = 千粟田口_洗，免；？永春0午洗囫3典 :) ,典 
春 日 Tf 务 (永 享毕力 喵4 西智脔 十 2 # 球 5) ,大咻祓0 » 手 :| -^ァ，父土盏竹谢， 
t * 

谥涿0  i ® :l J T ，良 忍；？ 息 防 帝  0  煉^ 一 奉 75/-., 晡韜 剁 :) ss A t *ofgs 
-1 茄 ff 甘  J こ S 眹 こ， : I 出 t M tj , こ  0  念 # 45 宣战 0戗 親 ^ 甜  N*0 
帝-®. 皇 HS, 贵毅 3 共 :) dil fr fi s ^ d 猻 ハ d  S 云 ハ 1J , 當 _ 其宗義 © , 京 幾 糊 汲 
» _ :| 5| 入  J  K 师 益^' 拼甘  J* 5\ d  s  7 A. , 天 戗 X 吏 西 ® 一  j  二四毕 )， 息 跋 
T W B®  贵 M l^ * :) il m J, 日 ^ 澌 » 百回 -5 副丄5こ3 ^ ^ 甘-9 (» ,其 ^ 3 
人 :| 蝠褂-:.ァ其你渤盹益幻無板2-〇,3餚；？*〇10宗簽 ^ -〇 <* ,鄉幻 5; 3以 
幻， 脑 M 辧琢 :} JKi 人0卽 4. *〇 念 躕 幻，衆人 :| 1« 飯-7,衆人0  31ふ5两芦1 
三 二毕 )；？， 華 親， 沿 華 0 二 M :l 由 dK 撖羽 0 念 驸沿 2 沿 飯 JJfus 一财矜5 
躲坂念 朌 il , ?g M 大睇哀 S S 及 四 羊— 县舐 沅羊瞄4西嵆一〇 ^ 二毕|一1 

京聰 _ 锄销 土宗 席芘 寺 ® 

二 脚 中 0 二 勉 5  w  a 次* H X 韵 .渚 勘 I 只 l t- s * 

•触 販忿撕 鐵韪 窗變瀨 本 蕃 @ 春 日 抒 茨 擊 


A  FANCY  PLAY  (A  PORTION  OF  ONE  OF  THE  FOTJE  ROLLS). 

BY  KAKU-Yd  (TOBA  SO-JO).  . 

(37  ft.  9  in.  x  I  fc). 

IN  THE  POSSESSION  OF  KOZAN-JI,  TOGA-NO-O,  KYOTO. 

(COLLOTYPE.) 

- - - - - 

Kakll-yA,  the  painter  (105  3-1 140  A.D.)  was  a  scion  of  the  Minamoto  family,  and  a  disciple  of  Kaku-yen  (the  high  priest  of  the 
Ten-dai  sect)  from  whom  he  learnt  both  the  doctrines  snd  religious  duties.  Afterwards  he  became  the  47th  patriarch  of  the  sect  and  at  the 
same  time  the  chief  priest  of  the  temple  Mii-dera  in  Omi.  At  a  time  he  lived  at  Toba  (south  of  Kyoto)  and  was  known  as  Toba  Sojo  ('  Bishop 
of  Toba  ’). 

He  devoted  himself  principally  to  the  painting  of  Buddhistic  saints  and  other  personages,  and  also  of  birds  and  beasts.  He  excelled, 
among  others,  particularly  in  humorous  paintings  in  which  he  did  not  strive  to  imitate  real  objects,  but  simply  manifested  his  satiric  dispositions 
and  executed  them  to  such  a  wonderful  perfection  that  one  can  not  cease  admiring  at  his  ingenious  designs  and  their  free  application. 

Towards  his  own  sect,  he  dit  not  leave  much  merit  to  be  described  here,  but  his  keen  intelligence  which  is  shown  in  his  marvellous 
capacity  of  painting  made  his  name  pre-eminent  in  the  history  of  Japanese  art,  holding  a  position  just  like  a  connecting  link  between  the 
gorgeous  and  dextrous  style  of  Kose  Kanaoka  (lived  during  the  reign  of  the  Emperors  Sei-wa  and  Dai-go  i.e.  from  the  middle  of  the  9th 
century  to  the  beginning  of  the  10th  century),  who  is  regarded  as  the  founder  of  the  Japanese  painting,  and  the  liberal  and  capricious  style 
of  Fujiwara  Nobuzane  (1x77-1265  A.D.). 

His  p!ctures'  Toba-ye  as  they  are  called,  are  still  at  present  perfect  models  of  the  caricaturists,  though  much  has  been  destroyed  by 
the  new  ‘  Punch5  style,  which  aims  at  a  pictorial  criticism  of  public  events.  Even  the  children  appreciate  those  pictures  which  are  drawn  after 
his  style,  as  it  is  mainly  built  up  in  giving  expression  to  one's  feelings  or  in  exaggerating  a  particular  point  of  physiognomy.  The  four  rolls, 
a  portion  of  which  we  have  before  us,  consist  of  the  pictures  of  birds,  beasts,  etc.,  playing  together  comically,  but  we  have  produced  here 
only  the  commencing  parts  of  the  first  two  rolls.  Though  we  have  a  number  of  paintings  which  are  supposed  to  have  been  painted  by  him, 
his. real  productions  are  very  few  among  them.  The  present  rolls,  however,  assume  the  highest  position  among  those  which  are  considered 
until  now  to  be.  his  genuine  and  authentic  paintings. 


鳥 獸戯盡 紙 (本 墨色) 鳥 羽 僧正 覺猷筆 

四 軸 中の 一 — r 段 

(各 M 長 三 丈 七 尺餘 *  ® 幅  一 S 

京都栂 尾 眞言 宗高 山寺 藏 

覺猷 (天 喜 元 f 保延六 年卽ち 西暦. 一〇 五三 二 四〇 年) は 源 隆國の 子に 
して、 京都に 生れ、 大僧正 覺回の 弟子 S なり、 天台宗の 解 行を 學び ，遂に、 天台 第 
四十 七 世の 座主. 三 井寺の 長 吏 大僧正 w なれり， 嘗て、 鳥 羽 (京都の 南) に 居 b し 
に 由 b、 人 呼んで 鳥 羽 僧正 S いふ、 僧正、 道餘 に佛畫 、人物 as 、 鳥獸窬 等を 描きし 
が、 就中、 其 滑稽 窬は 、直に 意を 寫して 、形 似を 求めす、 奇想天外ょ b 落ち 來 ぅて、 
變態 百出し、 觀る ものを して、 欣賞 措く 能は ざら しむ、 彼は 宗敎 上に 於て は 記 
すべき 程の 功轤な かりし が、 其窬に 至. 〇 ては 天禀の 機智を、 俊邁な る 技能 上 
に 顔は し、 大和 窬 派の 一 偉人 £ 仰がれ、 巨 勢 金 岡 (淸和 帝 時代— 醍醐 帝 時代 即 
ち 西暦 第 九 世紀 央—第 十 世紀 始) の壯麗 S、 藤 原信實 {治 承 元 f 文 永 二 年卽 
ち西曆 一一 七 七 年— 一二 六 五 年) の靈妙 S の 間に 在 b て、 其 關鑰 £ も 見る ベ 
き 地位に 立て b、 諷刺 窬に至 $ ては、 實に 百世の 摸範 にして、 11 一尺の 童子 V」 雖. 
鳥 羽窗の 名を 知らざる ものな し、 此に 出す 圖は 、鳥獸 遊戯阔 卷面軸 あ 上の 1 
分な-^、 世間、 彼の 盡 V」 稱 する もの 少から ざれ V」 も* 此圖卷 の 如く 傳來の 確な 
るは なし、 但 この 圖は 、彼の 作 中に 在 b て、 筆 態の 筚ろ 狂なら ざる ものな &、 
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A  SOENERY-PIOTURE  (FUSUMAS  i.e.  SLIDING  SOBEENS). 

BY  SOGA  JASOKU. 

(Sft-  9  X  9  ft-  3  '"•) 

IN  THE  POSSESSION  OF  SHIN-JU-AN,  DAI-TOKU-JI,  KYOTO. 

(COLLOTYPE.) 


Soga  Jasoku,  the  painter,  lived  in  the  middle 
: ed  that  li 


An  art-critic  asserti 


the  15  th 

his  paintings  were,  generally 
before  which  the  assertion  will  at  once 
which  every  point  leaves  the  trace  ol 
s  Ikkyu  of  Shin-ju-an  in  which  the  sliding  screens  . 


: seen  our  picture,  l 
in  and  Rinzai  in  v 


pupil  of  Shu-bui 
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all  know, 
he  might,  therefore, 1 


in,  a  great  artist  of  the 
in  minuteness.  But  he 
portraits  given  above  (IS 


(No. 13)  Dharma, 
the  Dhyana  meeting 


山水 盡襖 (紙 本 墨 轟) 曾 我 蛇足 筆 

(S 五 尺九寸 、描 二 枚 埔九尺 四寸四 分) 

京都 紫 野 臨濟宗 大徳 寺塔頭 眞 珠庵藏 

曾 我 蛇足 (西曆 第 十五 世紀の 央の 人) は 支那 窬 復興 者の 巨擘 京都 相國 寺の 僧 
周 文の 高足なる が、 窬史 (: は、 彼の 筆踱 は麁 放に して 蕭疎な るの み S あれ VJ、 是 
彼、 が 窬の 一 半を 見て、 爾か言 へる のみ 此山 水窬 は、 踩密の 湊合宜 を 得、 筆致 高 
遠に して、 其 師周文 S 雖、 三 舍を 避くべき 勢 6  彼は 武人な れば 、平素は 興 
來 りて 直に 筆を 下す のみ、 毫も 經營 の勞を 取れし こビな か- 〇し爲 め、 多く麁 
放 豪 宕 なる窬 を 世 1: 遺せし ものな らんが、 前に 出せる 達磨、 德 山， 臨濟の 像は、 
彼の 著 筆の 必 す しも 卒然なら ざる こ S を證 し、 此 山水窬 は、 彼の 意 想の 常に 
麁放な らざる こ VJ を 示せ 5、 彼は 眞珠 庵主 一休 禪師 に參禪 した. oy .云へ ば、 
狩 野 元 信 靈雲院 の 襖窬に 於け るが 如く、 自家の 心 力を 傾注して， 此窬を 作 6 
しもの ならん、  . . ■  ■ 
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THE  LANDSCAPE  (TWO  KAKEMONOS). 

BY  SESSHtl. 

(Each,  i  ft.  6  in.  x  nin.) 

IN  THE  POSSESSION  OF  MAN-SHU.IN,  KYOTO. 
(COLLOTYPE.) 


t.  Scenery  of  the  Summer.  2.  Scenery  of  the  Winter. 

Sesshu  (1420-1506  A.D.),  whose  private  name  was  To-yo,  entered  the  priesthood,  when  he  was  thirteen  years  old,  but  he  had  a 
great  inclination  for  painting,  while  he  showed  no  interest  whatever  for  the  Buddhistic  study,  wherefor  he  was  often  censured  by  his  preceptor, 
all  in  vain.  When  he  came  to  age,  he  entered  in  Sho-koku-ji  in  Kyoto  and  there  studied  Chinese  paintings  under  Nio-setsu*,  a  Chinese 
priest,  and  Shu-bun,  his  Japanese  pupil.  Afterwards  he  himself  went  to  China  and  visited  the  temple  of  Tien-tung-shan  in  Ssu-ming  (Chch- 
kiang)  where  he  became  a  priest  of  the  first  rank.  Thence  he  travelled  through  several  celebrated  places  during  five  years  and  came  home 
in  the  first  year  of  Bummei  (1469  A.D.).  He  then  built  a  temple  Un-koku-an,  at  Yama-guchi  in  the  province  of  Su-wo,  and  lived  there  for  a 
time.  The  lord  of  the  province,  Ouchi  Yoshitaka,  listening  to  a  false  accusation,  exiled  him  to  Oto-yoshi  in  the  province  of  Iwa-mi.  There 
he  died  in  the  temple  Daiki-an.  Failing  to  find  a  competent  teacher  in  painting  while  in  China,  he  said  :  “  There  is  none,  in  the  vast  empire 
of  China,  who  is  able  to  teach  me  painting,  but  the  mountains  and  rivers,  plants  and  trees,  which  I  have  before  me,  may  serve  as  my  teacher 
in  art.”  Encouraged  by  this  thought  he  kept  up  his  self-study  and  greatly  improved  himself  in  his  painting.  He  finally  succeeded  to  attract 
the  Emperor,  Hsien-tsung,  who  asked  him  to  paint  on  the  plastered  wall  of  the  Li-pu-in  (‘  office  of  ceremony  ’),  a  great  honour  never  gained 
by  a  Japanese  painter  before  him.  He  was  most  skilled  in  the  picture  of  the  landscape  without  colouring.  Although  he  himself  declared  that 
he  Had  no  teacher  but  nature  herself,  he  was  nevertheless  very  careless  in  respect  of  natural  form  and  proportion,  while  he  was  exceedingly 
attentive  in  depicting  the  spirit  and  character  of  an  object.  When  he  was  about  to  paint,  he  used  to  call  for  some  intoxicating  liquors.  He 
would  drink  and  play  on  a  flute  (Shaku-hachi)  and  sing  some  lines  of  Japanese  or  Chinese  poems,  and  then  he  would  hold  his  brush  and 
complete  his  picture  at  once.  He  was  indeed  absorbed,  so  to  speak,  in  the  Saraadhi  (meditation)  of  painting. 

The  paintings  by  Nio-setsu  and  Shu-bun  were  not  much  noticed  by  their  contemporaries,  but  their  pupil,  Sesshu,  digesting  all  the 
excellent  points  of  Chinese  paintings,  won  a  great  fame  for  his  teachers  as  well  as  for  himself  and  became  the  founder  of  a  great  school  called 
‘  Un-koku  ’  or  ‘  Sesshu.* 

The  picture  presented  here  will  serve  as  a  specimen  of  his  eminent  hand,  though  not  one  of  the  best  productions  of  him. 


山水 圖雙幅 (紙 本 墨書) 僧 雪 舟 筆 

第 -: 夏 景圆 第二、 冬 景 _ 

(各 幅 ® 一尺 五寸 三分， 横 九寸七 分) 

京都 一乘寺 天台宗 曼 殊院藏 

雪 舟 (應永 二十 七 年— 永 正 三年 卽ち 西曆 一四 二〇 年— 一 五〇六 年茗は 等 瑪 姓 
は 小 田、 俯 中の 國赤濱 の 人、 十二 三歲 にして 僧ビな りし •か、 窬を 作る こ e を 好 
みて、 學問を 事 どせ す， 屢 ，師僧に 懲責 せられし も， 彼が 天性は、 之に 由 b て變 す 
る 能は す 壯 年に 及びて、 京師の 相國 寿に 入-^' 、溢 僧 如 拙、 及び、 周 文を 師ビ して、 
支那 溢を 學び 、後、 支那に 赴き、 四 明 0 天童 山 (浙江 省) に 登り' 第一 座 S なり、 諸 勝 
を 歴訪す る こと 五 年に して、 文明 元年 (西暦 一四 六 九 年) に 歸 朝し、 周 防の 國山 
口に、 雲 谷 庵を 結びて £ に 居れ b、 彼が 雲 谷の 號 VJ, 四 明 天童 第一 座の 稱ビ は、 
此 時ょ り用ゐしものな6、後、寃を蒙む6、領主大內義興に逐はれて、石見の國 
乙 吉の大 喜 庵に 遷り 、彼の地に 於て 寂せ いふ、 彼、 後 素の 師を 支那に 求め 
て、 意に 適する ものを 得ざる や、 乃ち 日く、 大明國 裏、 師 W すべき 人な し、 た ><• こ 
の 山河、 草木、 是 、我が 師な $ ビ '激 働 怠らす、 技大に 進み、 遂に、 明 帝 葱 宗の囑 に應 
じて、 禮部院 の 壁窬を 描け bs いふ、 是實 に、 日本 溢 家に 在て、 空前 絕後 のこ S 
、す、 彼の 長所は 水 墨の 山水 窬に在 り、彼は天然の外に師なしビ云へ £* ,其盡 
は寫 意に 專に して、 形 似を 求めす、 自然法に 違へ る もの 甚だ 多し、 但 、其 氣煺は 
銳烈 にして、 風趣 紙上に 奔放せ b、 世に 傅 ふ、 雪 舟の 窬を 作らん w す る や、 先づ、 
醇醴 を斟 みて、 尺八 數聲を 吹き、 或は 詩を 吟 じ、 歌を 唱 へ、 焚 踞盤礴 して 後、 筆を 
吮 ひ、 墨を 和し、 紙に 臨めは、 恰も， 龍の 水を 得た るが 如く、 銳氣 勃々、 鋪排瞬 時に 
して， 雲 烟頓に 生せ b  V」、 眞に盡 三昧の 人ビい ふペ し、 彼の 師如 拙、 間 文、 ま、、 水 
墨 窬を作 b しも， 世の 注意を 引く に 至ら ざ b しが、 彼に 至 b て、 古 來漢窬 の 粹 
を綜攬して、減筆の法を用 2) 、雲谷派、又は、雪舟流どいふ一大窗系の祖ビなれ 
b. lt 米 人は. 容易に、 彼が 窬の 妙趣を 解せ ざる ぺきも、彼は實 1: 、支那風山水窬 
に 於て は. 帝王 £ 稱すべ し. 今 此に揭 ぐる 山水 窬は » 舟の 巨 作 £ いふには あ 
らざれ V」 も. 亦 以て 其絕 技を 見る に 足れ 办、 
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EIGHT  SCENERIES  ON  THE  RIVERS  HSIAO  AND  HSIANG  (FOUR  KAKEMONOS). 

BY  KANO  MOTO-NOBU. 

(Each,  4  ft.  2  in.  x  I  ft.  8  in.) 

IN  THE  POSSESSION  OF  T0-KAI-AN,  MYO-SHIN-JI,  KYOTO. 

(COLLOTYPE.) ' 

Hsiang,  a  large  tributary  of  Yan-tze  Kiang,  flows  through  Hu-nan,  and  the  river  Hsiao  is  a  branch  of  it. 

The  district  lying  between  these  two  rivers  is  celebrated  for  its  sceneries  which  are  chosen  as  the  subject  of  our  paintings.  Who 
has  first  selected  the  eight  sceneries  from  the  lake  district  is  not  known,  but  it  is  certain  that  the  origin  is  rather  old  and  must  be  before 
the  end  of  the  iith  century,  for  during  the  Hsia-yu  period  of  the  Sung  dynasty  (1056-1063  A.D.),  a  lofty  terrace  called  the  '  Eight  Sceneries’ 
(Pa-king)  was  built  in  the  town  of  Chang-sha  (south  of  the  Lake  Tung-ting). 

1.  a.  The  curfew  of  a  remote  temple.  b.  The  setting  sun  reflecting  on  the  fisherman’s  village. 

2.  a.  The  fine  weather  of  the  secluded  town.  b.  The  home-way  boats  hoisting  their  sails  by  the  distant  coast. 

3.  a.  The  autumnal  moon  of  the  Tung-ling  lake.  b.  A  flock  of  wild  geeze  falling  on  the  sandy  plain. 

4.  a.  The  raining  night  of  the  Hsiao-Hsiang  district.  b.  The  evening  snow-fall  over  the  lake. 

Kano  Moto-nobu,  the  head  of  the  Kano  school  (1476-1559  A.D.),  was  the  eldest  son  of  Yusei  who  was  also  a  great  landscape 

painter.  In  his  youth  he  was  called  Ominosuke  and  after  his  retirement  he  took  the  name  of  Ei-sen.  As  he  was  promoted  to  the  rank 

of  Hogen  (the  highest  order  of  the  artist),  he  was  also  known  as  '  Ko-Hogen '  (i.e.  old  Hogen).  He  first  studied  the  Chinese  drawing 
under  his  father  and  the  Japanese  from  Tosa  Mitsu-nobu  of  the  Yamato  School.  He  spent  several  years  in  Bohemian  rambles  through  the 
country,  everywhere  sketching  what  pleased  his  eyes  and  developing  his  artistic  capacity  to  a  perfection.  At  length  he  created  a  special  style 
of  painting  and  founded  the  famous  Kano  school  which  in  course  of  time  produced  a  great  many  eminent  artists. 

Besides  he  contributed  to  the  metal  work  of  his  time  by  giving  the  design  to  Goto  Yujyo,  his  brother-in-law,  a  noted  worker  in 
metal.  He  married  a  daughter  of  Tosa  Mitsu-nobu,  and  finally  succeeded  in  taking  the  office  of  '  Edokoro-adzukari '  (i.e.  ‘  Superintendent  of 
the  Painting  Hall’).  For  the  portrait-painting  he  adopted  the  style  of  Ma-yuen,  Liang-chai  (of  the  Sung  dynasty),  Yen-hui  (of  the  Yuen)  and 
for  the  painting  of  landscape,  he  followed  Mu-chi,  Hsia-kuei  (of  the  Sung),  and  Shun-hsi  (of  the  Ming).  He  was  skilled  in  every  branch  of 
paintings  but  was  famous  above  all  for  the  picture  of  scenery. 

The  paiuting  of  the  eight  sceneries  is  one  of  the  most  excellent  of  his  productions.  He  displays  his  skill  in  designing  by  painting 

two  sceneries  in  one;  we  do  not  feel  anything  unnatural,  though  the  two  sceneries  differ  in  season  and  in  place. 


潇-湘 八景 圖四 幅對 (紙 本 墨 轟) 狩 野 元 信 筆 

第一、 遠 寺 晩鐘 S 漁村 夕 照 第二、 山 市 晴嵐 W 遠 浦歸帆 
第三、 洞 庭 秋 月 W 平沙 落雁 第 四、 ? I 湘 夜雨 江 天 暮雪 
(各 幅 $ 四 尺 三寸， 横 一尺 七寸 三分) 

京都 花園 臨 濟宗妙 心 寺 塔 頭 東海 庵藏 

瀟湘の 八景 VJ は、 是、 ^ 那 、湖南 省なる 洞 庭 湖南の 風光を、 四季に 就きて、 撰 出せ 
る ものなる が、 撰者は 詳 ならす、 但 •宋 朝の 嘉祐中 (西暦 一 〇 五六 年— 一  〇六三 
年) 長沙府 (洞 庭 湖の 南) 西に、 八景 臺を 築きた るよ し、 舊 記に 見 ゆれば、 恐ら  <  は、 
其 前よ-^ 旣 に、 山水 窬題 W なりて、 支那の 各地に 知られし ものな らん、 

狩 野 元 信 (文明 八 年— 永祿二 年、 卽 ち、 西暦 一四 七 六 年— 一  五 五 九 年) は祐 勢の 
長子に して、 老後、 薙髮 して 永 仙 W 號す、 京都の 人な り， 狩 野 家中 技を 以て、 法眼 
位に 叙せられ し始な れは 後の 法眼に 對 して 古法 眼 £ いふ、 元 信 初め、 父に 就 
きて 支那 窬を 修め 又、 土 佐 光信を 師 VJ して 大和 繪を學 びし が、 後、 幾內 、南海の 
諸 國に歷 遊し、 到る 處 、山川の 勝を 寫 して、 自家の 蘊蓄を 發 揮せ b. 彼は、 遂に、 和 
漢 諸派の 盡 を綜該 して、 一家の 盡風を 創始し、 多數の 名手を 子孫、 門下より 輩 
出せし め、 狩 野 派の 開祖 V. なれり、 落 筆の 端正に して、 而も、 變化 無窮なる yr 氣 
品の 温雅に して、 而も、 秀潤 なる V」 は、 其窬の 特色な b, 彼は 金 M 彫工の 巨擧後 
藤 祐乘を 姻弟ビ して、 之に 圖 案を 授け、 又 大和粛 派の 首領なる 光信の 女を 娶 
り、 遂に 土 佐 氏に 代りて 粛所預 W なれ い ふ、 彼は、 人物の 窬の範 を 支那の 
馬 遠、 梁楷 (宋 朝)、 顔 輝 {元朝) 等に 求め •山水 窬の 法を 牧溪、 及挂 (宋 朝) 舜擧萌 朝) 等に 
取れ b  S いふ、 如何なる 窬題 にても 一 度、 彼の 手を 經れ ば、 新なら ざる ものな 
し、 山水 窬は 、特に， 其 得意な りしが 如し、 世に出せ る 八景の 窬は 、其 遺作 中の 礙 
品な り、 八 種異時 異處の 風光を、 兩 々合寫 して、 而も、 圖樣 隱當 に， 其湊 合なる を 
覺ら ざら しむ、 天成の 妙エに 非れば 安ぞ 此の 如くなる を 得ん や、 
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SCENERIES,  FLOWERS  AND  BIRDS  (SIX  KAKEMONOS). 

BY  KANO  MOTONOBU. 

IN  THE  POSSESSION  OF  REI-TJN-IN,  MYO-SHIN-JI,  KYOTO. 

(COLLOTYPE.) 


1. A  visit  with  a  lyre  (Koto).  (;  fl.  6  }  in.  x  4  ft.  6  }-in.) 

3.  Cristicizing  a  picture  at  the  hill  resort  (5  ft.  9  J  in.  x  2  ft.  11  in.) 
5.  Playing  birds  near  a  waterfall. (5  ft.  9  in  x  3 ft.  loin.) 


2.  The  Go-play  (checkere)  by  the  stream,  (of  the  same  width  and  length  as  the 
4.  The  moon  light  on  snows.  (5  ft.  9  j  in.  x  2ft. }  in.) 

6.  A  crane  on  an  old  pine-tree,  (of  the  same  width  and  length  as  the  above.) 


A  biographical  note  oi  Kano  Motonobu  has  been  given  in  No.  18  above.  In  choosing  a  style  for  himself,  he  would  not  confine 

himself  to  a  particular  school  but,  according  as  the  subjects  differ,  he  would  select  the  best  in  eacl)  and  follow  its  style  in  his  painting. 

Therefore  his  productions  are,  on  the  one  hand,  bold  and  rough  but  careful  and  minute  on  the  other. 

His  scenery  paintings  are,  generally  speaking,  either  an  imitation  of  a  certain  masterpiece  or  a  production  of  pure  imaginations, 

reminding  us  of  some  Chinese  paintings.  Though  some  points  regarding  position  or  arrangement  may  be  found  unnatural,  yet  the  free  use 
of  the  brush  and  tlie  excellence  of  the  whole  design  never  fail  to  excite  our  admiration. 

Especially  the  paintings  on  the  sliding  screens  of  Rei-un-in  seem  to  have  been  executed  with  his  utmost  care  for  it  is  the  temple 
where  his  instructor  in  Dhyana  (meditation),  Dai-kyu  by  name,  was  living  and  where  he  himself  spent  some  time  attending  the  Dhyana-meeting 
of  his  master.  According  to  the  old  record  of  the  temple,  the  screens  of  the  middle  room  were  painted  by  him  imitating  Mu- chi  (Bokkei)  of  the 
Sung  dynasty  (see  No.  27  below)  while  the  paintings  of  the  south-eastern  room  were  done  following  the  style  of  Hsia-kuei  of  the  same  dynasty. 
In  painting  the  north-eastern  room,  however,  he  applied  the  style  of  Jung  Yue-kan  also  of  the  Sung  dynasty. 

The  Emperor  Go-na-ra  (1527-1557  A.I>.)  was  once  in  these  rooms  in  order  to  learn  the  Laws  of  Buddha.  When  Dai-kyu  retired, 
these  rooms  were  locked  altogether  out  of  respect  to  the  Emperor. 

After  some  three  scores  of  years,  discovering  that  a  greater  part  of  the  screen-paintings  was  stolen  away,  they  took  off  the  re¬ 
maining  pictures  from  the  scieens  and  turned  them  into  kakemonos. 

The  Emperor  Rei-gen  (1663-1685  A.D.)  once  saw  these  kakemonos,  whereupon  he  ordered  them  to  be  copied  and  kept  the  new 
ones  in  the  Imperial  household.  The  art-relics  of  Kano  Motonobu  kept  in  Rei-un-in,  besides  those  presented  here,  are  thirty  or  more  in 
number  and  therefore  this  temple  may  well  be  called  the  “  Motonobu  picture-hall.” 

1.  In  the  first  picture,  Po-ya,  an  ancient  musician,  stands  in  the  shade  of  the  old  pine-trees.  He  is  now  on  his  way  to  his  friend 
for  a  visit,  and  two  boys  behind  are  his  attendants,  one  of  whom  carries  a  lyre  in  which  the  master  is  a  skilful  player.  The  mountain  and 
stream  around  the  musician  make  us  think  of  the  musical  notes,  ‘  Kau-shan  ’ （‘  Lofty  peak ')  and  ‘  Liu-sui ， （‘  Ever  Rolling  Water.，） 

2.  In  the  second,  the  spring  season  on  the  banks  of  a  mountain  stream  is  depicted,  with  some  people  spending  the  long  day  by 
playing  the  game  of  checkers. 

3.  The  third  picture  represents  a  mountain  resort  with  some  men  of  leisure  coming  together  on  a  fine  autumnal  day  and  criticizing 
a  Picture  which  they  have  brought  with.  Here  the  painter  seems  to  have  followed  the  style  of  Hsia-kuei  of  China  above  referred  to. 

4-  In  the  fourth,  the  moonlight  and  snow-scene  are  painted  after  the  style  of  Jung  Yue-kan. 

5- 6.  He  did  not  show,  it  is  said,  much  skill  in  painting  flowers  and  birds,  but  those  who  inspect  the  fifth  and  sixth  pictures  here 
may  well  be  convinced  that  in  these  subjects  too  he  was  not  an  ordinary  artist  and  the  freedom  of  the  brush  and  the  harmony  of  the  objects 
are  as  attractive  as  in  case  of  others.  These  two  seem  to  have  been  an  imitation  of  the  style  of  Mu-chi. 


山水 花鳥 書 (六 幅) 狩 野 元 信 筆 

第一、 携琴訪 友 @ 第二、 溪畔 圍棋圃 (紙 本淺絳 、對 幅) 

<各 幅 竪五尺 六寸四 分、 橫四 尺六寸 二分) 

第三、 山 堂 展窬 M 紙 本 淡彩、 六 幅對 中の 一幅) 

(S 五 尺八寸 七 * 横 二 尺九寸 九分) 

第 四、 月夜 賞 雪 風 紙 本 墨 盡六幅 對中ノ ー幅) 

(竪 五 尺八 寸七分 、 横 二 尺 九寸五分) 

第五、 瀑 邊遊禽 圖 第 六、 老松 孤 鶴 111 (紙 本 淡彩、 八幅對 中の 二 幅) 

(各 幅 S 五 尺八 寸四 分、 楢 三尺 九寸) 

京都 花園 臨 濟宗妙 心 寺 塔頭靈 雲院藏 
狩 野 元 信の 小 傅は、 ■湘 八景 襤の處 に 出せる が 如し、 彼は 窬 法を 和漢の 先锻 
に取るに、一流一派に偏せす、窬題の異なるに隨ふて、廣く諸家の筆意を折衷 
利用し たれば， 豪放 淡泊なる 廳啬よ b、 精緻 濃厚なる 密窬に 至る まで、 一 W し 
て 巧 ならざる なし、 其 山水 窬は 、大抵 粉本 中よ b 脫 化し、 若く は、 自家の 臆 想よ 
り 構成せ る 支那 流の 風景に して， 其 布置、 安排 自然に 違へ る もの も あれ V」、 運 
筆は 自由自在に して、 觀 る 者を して 歎賞 已む 能は ざら しむる の 妙 あ b、 殊に、 
靈雲 院に藏 する ものは、 彼が 院の 開山 大体 和尙 (西暦 第 十六 他紀の 人) (: 參禪 
し、 無上 菩提の 資糧の ービ して、 其 書院の 障壁に 盡 きたる もの なれば、 彼が 平 
生の 蘊菩を 傾け 罄 したる 4 のなる は 言を 俟 たす、 舊 記を 閱す るに、 書院 中央 
の 室は 牧溪 (支那 来朝) に 傚 ひ、 東南の 室は 夏挂 (同上) に 法り、 東北の 室は 瑩玉碉 
茼上) に學び て、 霤 ける ものな bs、 後奈良 帝 (西暦 一 五二七 年一一 五 五 七 年)、 曾 
て、 此院に 幸し、 禪 法を 大体 和尙 に 問 ひ 給 ひし こビあ b、 崇 # の餘 、休の 退隱後 
は、 深く 書院の 門扉を 錙 さしめ 給 ひ 其 後 五六 十 年の 間 嘗て 開く 事な か りか 
ば、 盗賊の 爲め に窬の 多分を 鸾ひ 去られた-^、 後、 是を错 知し、 殘餘の 障壁 畨を 
裝潢 して 軸 爲せ b、 靈元 帝 I 曆 一六 六 三年— 一六 八 五 年}, 甞 て、 此 等の 窬幅 
を展覽 し、 其圖 式を 模寫 せしめて 宮中に 留め 給へ いふ、 元 信の 遺墨の 此 
院に 現存す る ものは、 此 に 出せる もの、 外に、 總 大小 三十 餘幅 あれば、 稱 して 
元 信窬院 W いふ も 可な &、 

第一 il は、 偃蹇 たる 老松の 下に 伯 牙を 寫 して、 高山、 流水の 曲を、 泉聲 、山 色より 
連想せ しめ、 第二劂 は、 溪畔の 初春を 描きて、 圍棋に 日月の 永き を 知らし め、 第 
三圖 は、 秋晴を 逐ふて 山 堂に 至 b、 遂に、 携 ふる 所の 丹靑を 評する 態を、 盡きた 
る ものなる が、 筆意は 夏 珪に傚 へる もの、 如し. 第四圖 は、 兩岸の 品 風 玉樹を 
吹き ' 灘の 明月 銀沙を 照す VJ 唐人が 歌へ る 詩趣を， 玉 W に學び て寫 せし も 
のか. 花鳥は 元 信の 長 技に あらざる も. 此 第五 第 六の 圖を 見ん 人は. 其 筆に 龌 
齪たる 所な く、 動 靜相 和して、 頗る 意に 可なる を感せ ん、 此二圖 には、 牧溪の 風 
趣を 採れる 痕あ るが 如し， 
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SOEEEN-PAINTmaS  (THREE  SETS  OF  FUSTJMAS). 

BY  kan6  ei-toku. 

IN  THE  POSSESSION  OF  JU-KW6-IN,  DAI-TOKU-JI-,  KYOTO. 

(COLLOTYPE.) 


1.  The  playing  on  a  lyre  (*  Koto '),  on  two  screens.  (5  ft  9  in.  x  9  ft  3  in.). 

2.  The  game  of  checkers  (‘  go 、 on  two  screens,  (of  the  same  height  and  length  as  above). 

3.  A  huge  plum-tree  and  water  fowls,  on  four  screens.  (5  ft.  9  in.  x  18  ft.  6  in.). 

Eand  Ei-toku  (1543-1590  A.D.)  the  eldest  son  of  Kano  Sho-yei,  studied  the  art  of  painting  under  Kano  Moto-nobu,  his  grandfather, 
who  is  the  founder  of  the  Kano  school.  At  first  he  was  an  attendant  of  Oda  Nobu-naga,  but  after  the  death  of  the  latter  he  served  Toyo-tomi 
Hide-yoshi  (Taiko)  for  whom  he  executed  the  grand  wall-paintings  of  his  private  residence  Shuraku-dai  in  Kyoto  and  those  of  the  castle 
of  Osaka. 

His  style  is  generally  bold  and  rough,  but  not  wanting  in  regularity  and  refinement.  However,  some  of  his  paintings  are  not  bold 
and  rough  in  their  style,  for  instance,  the  present  pictures  on  screens  are  finished  in  a  full  exactness  and  perfect  dexterity,  well  presenting  the 
sublimity  of  his  design  and  a  complete  harmony  in  motive.  It  is  therefore  much  to  be  regretted  that  a  greater  part  of  his  life  was  occupied 
in  furnishing  large  and  rough  pictures  for  the  decoration  of  the  residences  of  lords  and  nobles  of  his  time,  and  no  time  was  left  him  to  produce 
many  minute  paintings  as  we  have  here  in  our  Fusumas.  It  was  sometimes  erroneously  supposed  that  he  was  not  skilled  in  minute  paintings, 
and  it  is  with  the  view  to  correct  this  error  that  we  have  here  produced  these  fine  specimens  of  his  productions. 


琴棋 花鳥 襖 (紙 本 墨翥) 狩 野 永德筆 

第一、 彈琴 ii 第二、 圍棋圖 

(二枚連«各竪五尺九寸、檳九尺四寸四分) 

第三、 巨 梅 水禽 圖 

(四 枚 連 嫌 ® 九 尺九寸 、横 一 丈 八 尺八 寸八 分) 

京都 紫 野 臨濟宗 大徳 寺塔敗 聚 光院藏 

狩 野永德 (天文 十二 年— 天 正 十八 年卽ち 西暦 一 五 四 三年—  I 五九〇 年) は 松 
榮の 長子、 畫を 祖父 元 信に 學び 、初は 織 田 信 長の 近侍た $ し が 、後、 ® 臣秀吉 に 
仕へ、 京都の 聚樂 第、 及び、 大阪 城の 大壁窬 等を 作れ- 〇、 其 筆法は、 媒 にして 草な 
れ VJ、 氣 骨の 豪に して 奇なるは、 五 百年 來 、未 ■だ 曾て 有らざる 所*, j 稱 せらる、 然 
れ でも、彼の作、皆悉く媒大なるにはあらす、試に、此に出す襖の窬を見ょ、其用 
意* 著 筆、 共に 精 且密に して、 趣 致 高遠、 情景 兩なが ら缺く 所な きを 認 » ん 、唯慽 
むらく は、 彼が 當 時の 侯伯に 尊重せられ、 其 請に 應じ て、 大盡を 描く 1: 忙しく， 
多 數の密 溢を 後昆に 遺す 能は ざ $ しを、 世間、 ま、、 彼を 密窬 に 拙なる & の S 
傅 ふる あり、 今、 其 誤 見を 正さん 爲め '特に’ この 琴棋圖 を 撰 出せ b, 

巨 梅 水禽 圖は 、雄渾の 筆を 以て、 春光の 駘蕩た る處 を寫 出し、 齒 中に 細 あ 6 、 之 
に對 する ものを して、 人間、 亦、 秋 あるを 知ら ざら しむ， 盖 、名品 S いふべ し、 
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HO-WO-DO  (PHOENIX  TEMPLE)  OF  BYO-DO-IN  AT  TJJI,  KYOTO. 

THE  ARCHITECT  UNKNOWN. 

(COLLOTYPE  FROM  A  PHOTOGRAPH.) 

Ho-wo-do,  a  Buddhist  temple  which  is  situated  on  the  left  bank  of  the  river  Uji,  near  Kyoto,  was  built  in  the  6th  year  of  Yei-sho 
(1051  A.D.)  by  Fuj 卜 wara  Yori-michi,  the  prime  minister,  and  is  highly  valued  as  an  excellent  specimen  of  the  architecture  of  the  Fuji-wara 
Era  (11th  century).  The  form  of  the  building  is  an  imitation  of  a  phoenix  alighting  on  the  ground.  The  middle  hall  ^the  front  dimensions, 
33  ft.  6  in.;  the  depth,  25  ft.  7  in.)  is  the  body  of  the  bird  and  the  covered  ways  on  both  sides  (3 1  ft.  6  in.  long;  1 2  ft.  9  in.  wide)  correspond  to  the 
spread  wings.  The  ends  of  the  covered  ways  again  are  bent  towards  the  front,  the  bent  portion  alone  measuring  r8  ft.  in  length.  At  the  point 
of  bending  {here  is  built  a  square  gallery  (17  ft.  9  in.  each  way)  as  the  partial  pictures  here  above  the  whole  one  show  (the  right  showing  its 
front  and  the  left  the  rear).  The  corridor  behind  the  hall,  which  imitates  the  tail  of  the  phoenix,  measures  13  ft.  9  in.  in  width  and  35  ft.  0  in. 
in  length. 

The  building  is  roofed  with  tiles  and  a  pair  of  bronze  pnoenixes  stand  on  the  top  of  the  roof.  Pillars  and  beams  are  all  painted  in 
red  just  as  in  case  of  the  buildings  of  the  Yen-ryaku  period  (8th  century).  The  inside  of  the  temple  can  not  be  seen  from  the  collotype 
given  here  but  we  shall  describe  it  in  the  shortest  possible  form.  The  inner  measurement  of  the  middle  hall  is  25  ft.  7  in.  in  height  '  The 
ceiling  with  a  lattice-work  is  painted  beautifully  in  colour.  In  the  middle  of  the  hall  there  stands  a  heavenly  canopy  shining  brilliantly  with 
the  mosaic  work  of  gold,  silver,  gems  or  pearls.  Under  it  stands  the  Sumeru-altar  which  is  also  beautifully  adorned,  and  on  each  of  the 
metal  boards  in  front  is  carved  a  lion  by  the  piony  flowers.  On  the  altar  sits  the  Buddha  Amitayus,  16  ft.  high,  which  was  sculptured  by 
Jyo-cho,  a  great  Buddhistic  sculptor  of  the  nth  century.  On  the  walls  and  doors,  the  Mandala  (circle)  of  the  nine  grades  ot  the  Pure  Land 
of  Bliss  is  painted  by  Taku-ma  Tamenari,  the  head  of  the  Pictine  Bureau,  and  it  is  accompanied  with  the  text  of  the  Amitayur-dhyana  Sutra 
nicely  written  by  Fuj 卜 wara  Toshi-fusa  who  was  noted  for  his  skill  in  hand  writing.  Fifty  or  more  images  of  Bodhi-sattvas  are  hung  over 
the  lintels  (nageshi)  of  the  hall. 

As  the  building  is  a  relic  of  a  remote  antiquity  the  ornaments  are  either  spoilt  or  faded  by  age.  Still  the  traces  of  a  fine  workmanship 
can  well  be  seen ;  they  must  have  been  very  beautiful  when  they  were  new.  The  pond  before  the  temple  is  called  '  A-ji-no-ike '  (Akara 
pond)  and  is  very  attractive,  when  the  lotus  flowers  open,  late  in  the  summer  time. 


鳳凰 堂 寫寘圖 (京都 宇治 平等 院) 建築家 未詳 

鳳凰 堂は、 關白賴 通が、 永 承 六 年 (西曆 一 〇 五一 年) に、 山城の 國 宇治川の 左岸に、 
建築せ しめたる、 北 向の 一 佛殿に して、 藤 原 時代 (西曆 第 十一 世紀) 建築物の 好 
摸範 V」 稱 せらる、 其 形は. 風 凰の 下 翔す るに 象れるな り、 其體 部に 當る中 殿は、 
正面 三十 四 尺を 三 間に' 側面 二十 六尺を 二 間に 分ち、 兩 翼に 當 る步廊 は、 幅 十 
三尺、 長 三十 二尺餘 左右に 延び、 十八 尺 前方に 折れて、 矩形を 爲し 、尾に 象る 殿 
後の 步廊 は、 幅 十四 尺、 長 三十 六尺 あり、 兩 m 端に、 方 十八 尺の 樓 あり、 其 結構 圖 
の 上部に 出せる 二 小 li の 如くに して、 裝椽 を設 く、 此 建物は 瓦葺 にして、 屋角 
に 銅製の 鳳凰を 置け-^ 柱、 桁 等の 外部 ^ 、 丹 塗に して、 宛然、 延曆 時代 (西 曆第八 
世紀の 終) の 趣 あ 6、 內 部の 構造は、 此圖に 由り ては 知る 能は ざれ v 中 殿內部 
の 高は 二十 六尺 あり、 折り 上げ 格天井に して、 格橡 、支 輪に 至る まで、 皆、 極彩色 
の 摸橾を 施せ b、 中央に 金， 銀、 瑞璃 、螺鈿を 嵌入した る 天蓋 あ b て、 光彩 燦然た 
り、 其 下の 須彌 壇、 また、 螺鈿を 嵌し、 羽目は 金 銅の 薄板に、 牡丹 唐獅子を 彫む、 壇 
上には、 佛 H の 巨擘 定朝 (西曆 第 十一 世紀) が 刻める、 丈 六尺. の 阿 彌陀の 坐像を 
安置す、 其 相好の 端嚴 殊勝なる、 渴 仰の 念に 堪え ざら しむ、 四周の 壁面、 及び 扉 
の內 面には、 九品淨 土の 曼陀羅を 描け 6、 溢 者は 繪 所の 長者 宅磨爲 成に して、 
能筆を 以て 稱 せられた る 藤 原 俊 房、 觀 無量 # 經の 文を 其 上に 錄せ b、 承 塵 上 
の 壁 間には 五十 有 除の 菩薩の 木像を 貼附 し、 雲 中 供養の 狀を 示せり、 建設 以 
來 久しき を經 たるが 故に、 裝飾に 蠢蝕朽 損 多 けれ V」、 尙 、觀る 者を して、 嘆賞 措 
く 能は ざら しむ、 惟 ふに 建立の 當 時に、 此 堂に 詣れる ものは、 彌 陀の淨 土に 往 
生せ るが 如き 想を 爲し 、ならん、 堂 前の 池を 阿字 池 S いふ、 蓮 花 あ り、 夏時は 
紅白の 花を 開き 其 美 觀言ふ 可ら す、 
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THE  'KIN-KAKU'  OF  THE  TEMPLE  ROKTJ-ON-JI  (EIN-KAKU-JI),  KYOTO. 

THE  ARCHITECT  UNKNOWN. 

(COLLOTYPE  FROM  A  PHOTOGRAPH.) 

The  '  Kin-kaku  1  (Gold  Tower)  had  formerly  been  a  villa  of  Sho-gun  Ashikaga  Yoshimitsu,  who  erected  it  at  Kita-yama,  Kyoto,  in 
the  year  1398  A.D.  After  his  death,  his  son  Sho-gun  Ashikaga  Yoshi-mochi,  following  the  last  will  of  his  father,  converted  it  into  a 
Buddhist  temple,  gave  it  the  name  Roku-on-ji  which  he  took  from  his  father’s  posthumous  title  Roku-on-in,  and  invited  Musd  Kokushi,  the 
founder  of  the  temple  Ten-riu-ji,  to  be  the  first  resident  Abbot.  At  that  time,  this  temple  consisted  of  several  other  buildings,  all  of  which 
were  unfortunately  destroyed  by  successive  conflagrations  except  the  present  tower  itself  and  the  garden  in  front  of  it,  which  only  preserve 
still  at  present  their  original  appearance. 

The  '  Kin-kaku*  is  a  three-storied  tower,  42  ft.  high.  It  faces  towards  the  south  and  measures,  in  its  front  dimension,  over  38  ft.  and 
from  the  front  to  the  rear  28  ft.  The  bottom  hall  of  the  tower  is  called  the  Ho-sui-in  (Hall  of  the  water  of  the  law),  and  has  a  covered  stand 
attached  to  the  western  verandah  of  the  hall,  called  the  So-sei 1  (Rinsing  stand).  The  middle  story  is  called  the  *  Cho-on-to  (Wave  roaring 
Grotto).  The  ceiling,  walls  and  doors  are  decorated  with  paintings  by  Kano  Masanobu  (Yu-sei),  which  are  however  not  to  be  clearly  seen 
now,  being  already  faded  away  in  the  most  part.  And  the  top-most  story  is  called  ’  Ku-kyo-cho '  (Firmament’s  Top).  Its  ceiling  is  covered  with 
one  enormous  piece  of  camphor  wood,  and  pillars,  walls,  etc.,  had  formerly  been  covered  with  gold-leaf,  whence  the  name  1  Kin-kaku ， or 
Gold  Tower  is  derived,  but  the  traces  of  the  gold-leaf  covering  are  left  at  present  only  here  and  there.  A  phoenix  made  of  copper  is  put 
on  the  pinnacle  of  the  tower.  A  hill  called  4  Kinu-gasa-yama '  stands  at  the  southern  direction  of  the  garden,  making  a  parallel  with  the 
tower,  and  gives  a  nice  view  to  the  latter. 

The  present  collotype  shows  only  the  tower  itself,  while  not  much  is  to  be  observed  about  the  fine  construction  of  the  garden.  Both 
the  building  and  the  garden  are  highly  appreciated  as  the  technical  productions  left  by  the  Ashi-kaga  period  which  corresponds  to  the  14th 
and  15th  centuries  of  the  Christian  era. 


京都 鹿苑寺 (金閣寺) の金閣 建築家 未詳 

金閣 は、 將 軍足 利 義滿が 、應 永五变 西曆一 .三 九 八 年) に、 建築せ しめたる 別業な 
るが、 彼の 死後、 其 子 將軍義 持、 遺言に 隨ひ 、之を 寺 £ し、 父の 法 號を取 6、 鹿 苑寺 
ビ 名け、 禪宗天 龍 寺の 祖 、夢 窻國師 を 請 じて、 開山 V」 せり、 當時 、殿堂は 數楝 あり 
しも、 數 度の 火炎の 爲 に、 烏 有に 歸 し、 現今 尙舊に 依る ものは、 此三 層の舍 •間 VJ, 
庭園 W あるの み、 間は 南 向に して、 正面 三十 八 尺少餘 、側面 二十 八 尺、 高 四十 二 
尺 あ b、 下層を 法水院 W いふ. 其 西口の 椽 外に r 漱淸 名く る 二 間の 懸け 造り 
あ 6 て、 柱礎は 水中に 立て-^ 中 層を 潮音 洞 w 云 ふ、 其 天井、 壁、 障は 狩 野 派の 始 
祖 、正 信 (祐 勢) の窬 ける 所 £ 云へ V」、 今は 多くは 剝 落して、 分明なら す、 上 1- を究 
莧頂 £ す、 其 天井は、 一枚の 樟材を 以て 稷 ひ、 柱. 壁 等は、 皆、 金箔を 貼附 したれば- 
世人 是に 由り て、 金閣 V」 稱せ b、 其 塗 金は、 今 尙-處 々に 痕を留 む、 屋上に 銅製の 
E  M あり、 閣 前の 池を 鏡 湖と 名く、 庭園の 南に、 衣笠 山 あ b、 樹 梢を 隔て、、 此 間 
•VJ 相對 し、 眺望 絕だ 佳な り、 此に 出せる 圖は 建物を 主 S して 寫 せる 4 のな れ 
ば、 庭 砌の 美を 示す 能は ざれ V」、 間 II 其に、 足利時代 (西暦 第 十四 五 世紀) の 造 物 
W して、 殊に 邦人に 珍重 せらる、 ものな b、 
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THE  DHYANA  MEETING  OF  YO-SHAN  AND  LI-AO  (KAKEMONO). 

BY  MA  KUNG-HIEN. 

(Coloured,  3  ft.  8  in,  x  I  ft.  6  in.) 

IN  THE  POSSESSION  OF  NAN-JEN-JI,  KYOTO. 

(COLLOTYPE.) 

- — - - 

Dhyana-master  Wei-yen  (745-828  A.D.)  was  born  in  Nan-kang  (west  of  Po-yan  lake  in  Kiang-si)  in  the  Thang  dynasty.  He  was 
commonly  known  by  the  name  ‘  Yo-shan  ’  (a  hill  in  Li-chou,  south  of  Tung-ting  lake  in  Hu-nan),  as  he  retired  there  in  his  old  age.  After 
he  entered  the  priesthood,  he  studied  Buddhist  books,  and  the  disciplinary  rules  for  twenty  years.  One  day,  he  perceived  the  truth'  and 

exclaimed  :  Purified  must  one  be  by  oneself ;  away  with  a  religious  code  1  What  for  should  we  trouble  ourselves  with  trifle  matters  as  the 

monastic  rules  on  food,  robes,  or  such  like  ? "  He  then  set  out  for  a  journey  through  Kiang-si  and  Hu-nan.  In  the  beginning  of  the  period 
of  Cheng-yuen  (785  A.D.)  he  built  a  hut  on  Yo-shan  and  there  he  enjoyed  the  reading  of  the  sacred  books,  such  as  the  ‘  Lotus  of  the  True 
Law  ’  (Saddharma-pundarika),  the  Avatamsaka  Sutra,  or  the  '  Book  of  the  Great  Decease ,  (Maha-parinirvana  Sutra),  taking  only  one  meal 
a  day.  When  he  passed  thirty  years  in  that  way,  there  came  thousands  of  priests,  from  all  quarters  to  be  trained  by  him  and  lived  near  him 
in  the  houses  which  they  built  for  themselves.  It  is  stated  in  the  history :  ‘‘ Shih-.tou,  Yo-shan  (Wei-yen)  and  Tung-shan  appeared  in  succes- 
sion  and  both  the  theoretical  and  practical  sides  of  the  doctrine  of  Dhyana  (contemplation)  are  found  in  full  in  their  speeches.”  Yo-shan  thus 
holds  an  important  position  among  the  patriarchs  of  the  school. 

Li-ao,  styled  Hsi-chih,  was  a  learned  man  towards  the  end  of  the  Thang  dynasty.  He  was  skilled  in  literary  work  and  promorted 
to  the  grade  of  a  ‘  Doctor.’  He  also  acted  as  a  historian  in  the  office  of  historiography.  In  bis  work  named  ‘  Fu-shing-shu ， (‘  Returning 
to  nature*),  he  endeavours  to  connect  the  Confucian  doctrine  of  *  Nature ’  with  that  of  the  Avatamsaka  Sutra  of  the  Buddhists,  a  remarkable 
attempt  to  constitute  a  new  philosophy.  He  learnt  the  method  of  practising  contemplation  from  Ta-i  of  Wo-hu  (Kiang-si) ;  but  when  he  was 
appointed  the  governor  of  Lang-chou  (west  of  Tung-ting  lake),  he  became  a  great  admirer  of  Wei-yen.  Once  he  went  up  the  mountain 

Yo-shan  and  paid  due  respect  to  Wei,  but  the  latter  took  no  heed  and  went  on  reading  his  sacred  text.  The  visiter  being  indignant 

with  him  was  on  the  point  of  leaving  the  spot,  and  said :  '*  To  hear  one’s  reputation  is  better  to  see  one  actually.”  Thereupon,  the  host 
stopped  reading  and  rejoined  :  “  How  canst  thou  respect  the  ears  and  despise  the  eyes  ?  ”  Then  the  guest  worshipped  and  inquired  him  saying: 
“  What  is  the  true  path?，’  He  pointed  to  the  sky  and  then  to  the  clean  pot  by  him.  “  I  can  not  see,，， said  the  one.  “  Cloud  is  in  the  blue 
sky,”  answered  the  other  "  and  water  is  in  the  pot.”  The  reply  was  received  with  thanks  and  a  poem  was  composed  by  the  guest : 

The  body  emaciated  by  holy  practices  looks  like  a  crane, 

Two  cases  of  Sacred  books  in  the  shade  of  a  thousand  pine  trees ; 

I  came  and  asked  the  path,  but  the  reply  was  nothing  but  this  : 

" Cloud  is  in  the  blue  sky,  water  in  the  pot. 

The  picture  presented  here  represents  that  interview  and  we  feel,  on  seeing  it,  as  if  we  were  listening  to  that  curious  dialogue 
of  the  two  worthies. 

Ma  Kung-hien,  the  painter,  a  son  of  Hing-tso  of  the  Sung  dynasty.  He  was  skilled  in  painting  birds,  flowers  and  landscape,  all 
meriting  equally  a  great  admiration.  In  the  period  of  Shao-hing  (u  31-1162  A.D.),  he  was  appointed  an  officer  of  the  Picture  Hall,  and  the 
Golden  Belt  (an  order  of  merit)  was  given  him  by  the  Emperor  Kao-tsung.  His  productions  are  very  rare  at  present  and  difficult  to  find  in 
Japan  as  well  as  in  China.  The  picture  before  us  is  signed  by  himself  and  no  one  could  question  the  genuineness  of  it.  Besides,  the  re- 
mai'kable  style  of  the  ‘  Northern  school*  of  the  Sung  dynasty  is  noticeable  in  its  noble  simplicity  and  in  its  careful  and  detailed  execution 
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THE  WOODED  IMAGES  OF  THE  FIVE  GREAT  AKASA-GARBHAS  (KOKTJZO). 

THE  SCULPTOR  UNKNOWN. 

(Each,  2  ft.  4  in.  in  height.) 

IN  THE  POSSESSION  OF  KWAN-CHI-IIT,  TO-JI,  KYOTO. 

(COLLOTYPE.) 


The  five  great  Akasa-garbha  Bodhi-sattvas  are  the  incarnations  of  the  five  Buddhas  of  the  spiritual  body.  He  who  rides  on  a  lion 
is  Vajra-akasa-garbha  of  the  East  (i),  who  is,  in  his  original  form,  Akshobhya  Buddha  in  the  sphere  of  Vajra  (Diamond).  He  is  sometimes 
called  the  ‘  Akasa-garbha  of  wisdom  and  happiness,’  his  original  vow  being  to  benefit  those  who  seek  a  long  life  and  a  good  social 
position.  In  our  image,  he  sits  on  a  white  lotus  flower  on  the  back  of  a  lion,  wearing  a  diadem  with  five  Buddhas  on  it.  He  holds 
a  harpoon  in  the  left  hand  and  a  Vajra  (Diamond)  on  the  right. 

He  who  sits  on  an  elephant  is  Ratna-prabhasa  Akasa-garbha  of  the  South  (2),  who  is  an  incarnation  of  Ratna-sambhava  Buddha 
of  the  sphere  of  Ratna  (Jewel),  and  is  sometimes  called  the  '  Akasa-garbha  of  fulfillment,'  the  original  vow  being  to  benefit  those  who  seek 

to  be  rich,  noble  and  wise.  He  is  generally  represented  as  sitting  on  a  red  lotus  and  holding  a  three-horned  jewel  in  the  right  hand  and 

a  harpoon  in  the  left. 

Dhafma-dhatu  Akasa-garbha  (3)  sits  on  a  horse.  He  is  originally  Maha-vairocana  Buddha  of  the  sphere  of  Buddhas,  his  second  name 

being  the  *  Akasa-garbha  of  deliverance.’  His  vow  is  to  help  all  in  religious  matters.  He  holds  a  harpoon  and  a  young  lotus. 

Karma-bhoga  Akasa-garbha  of  the  North  (4)  sits  on  a  shrike,  and  is  said  to  be  an  incarnation  of  Amogha-siddhi  Buddha  of  the 
sphere  of  Karma.  His  second  name  is  the  Taintless  Akasa-garbha.  The  original  vow  is  to  subdue  devils  and  to  remove  misfortunes  for  the 
people.  He  holds  a  harpoon  and  a  three-horned  jewel. 

Padma  Akasa-garbha  of  the  West  (5)  is  on  a  peacock  and  is  originally  Amitayus  of  the  sphere  of  Lotus,  named  also  the  4  Akasa-garbha 
of  the  gift  of  vows.’  To  benefit  those  who  wish  to  be  born  in  the  ‘pure  land  of  Bliss,  in  the  West  is  his  vow.  He  is  on  a  purple  lotus 
and  holds  a  wishing  gem  (cinta-mani)  and  a  harpoon. 

In  a  certain  Sulra  the  five  Bodhi-sattvas  are  accompanied  by  God  Brahman,  Sakra,  Yama  and  the  four  Maha-rajas  (No.  5  above). 

The  five  images  are  now  enshrined  in  Kwan-chi-in  as  the  chief  objects  of  worship.  These  originally  belonged  to  the  temple 
Ching-lung-ssu,  at  Chang-an  (si-an  fu,  in  Shien-si),  China,  and  were  brought  home  by  Ye-un  sozu  (798-871  A.D.),  a  priest  of  An-sho-ji,  who 
went  to  China  for  a  Buddhistic  study. 

Ching-lung-ssu  was  the  centre  of  the  mystic  Buddhism  in  China  patronized  from  time  to  time  by  the  emperors,  and  would  never  give 
any  sacred  object  to  a  foreigner  like  Ye-un.  Yet  it  is  possible  that  he  had  a  special  permission  to  bring  them  home  as  he  happened  to  meet 
the  great  persecution  of  Buddhists  by  the  Emperor  Wu-tsung  (841-846  A.D.). 

The  images  are  rare  and  excellent  ones,  so  meek  and  gentle  in  the  countenance,  and  so  fine  and  dextrous  in  finish.  The  sculptor  must 
have  got  hold  of  the  true  spirit  of  the  fine  art  of  NW.  India  which  had  developed  itself  to  the  most  perfect  form  through  the  influence  of  the 
Grecian  sculpture. 


五大 虛空藏 菩薩 木像 作者未詳 

(二 金剛 虛空藏 菩薩 {二) 寶光 虛空藏 菩薩 {三) 法界 虛空藏 菩薩 

(四 I 用 虛空藏 菩薩 (五) 蓮華 虛空藏 菩薩 

(身 县各二 尺 四寸) 

京都 眞言 宗敎王 謎國寺 頭塔觀 智院藏 

五太 虛空藏 菩薩は 五 法身 佛の 化身 (: して、 此に 出す 五軀 中、 (一) 獅子 背に 座す 
るは 東 位の 金剛 虛空藏 にして、 其 本 地は. 金剛 部の 主 阿 閎如來 なり、 或は 之を 
福智 虛空藏 "〇 も 云 ひ、 官位、 長壽 等を 求む る 者を 益す るを 本願 VJ す、 經を 見る 
に、 其 身 相は 黄色に して 五佛 冠を 戴き、 右手に 施 無畏の 印を 結び、 左手 !: 羯磨 
杵を 載せた る 蓮華を 持ち、 白 連座に 座す ビ も あれ VJ、 此 木像は， 左手 (: 釣、 右手 
に寶金剛ビある別所の文に合せりづご象背に座するは南位の寶光虛空藏に 
して、 其 本 地は 寶 部の 主 寶生 如來な b、 或は 之を 成滿虛 空藏， yj も 云 ひ、 富 贵 、智 
S1 等を 與ふ るを 誓願 S す， 此 菩薩の 蓮 座は 赤色、 身 相は 赤 肉色、 右手に 寶靱を 
持ち、 左手に 如意 珠を 載せた る靑 蓮華を 執り. 其 如意 珠は 光熘を 放つ S も あ 
れ V」、 此像は •皮 廣靑 色に して、 左に 鈎、 右に 大光 、明を 放てる 三瓣寶 S ある もの 
に 合せ b、 {三) 馬 背に 座す るは 法界 虛空藏 にして、 其 本 地は 佛 部の 主 大日 如來 
なるが、或は、之を解脫虛空藏£もいひ、出世間一切の志願を滿足せしむる等 
を 本願 VJ す、 其 身 相は 黃色に して、 右手に 施 無 長の 印を 結び、 左手に 獨鈷杵 を 
載せた る 蓮華を 執^'、 黃蓮 座に 座す VJ も あれ V」、 此像は 身 相 白色に して、 左手 
に 釣、 右手に 如來珠 W いふ ものに 合せ- CN、 (四) 叭叭 鳥の 背に 座す るは 北 位の 業 
用 虛空藏 にして、 其 本 地は 羯磨 部の 主 不空成就 如來 なる が、 或は 之を 無垢 虛 
空 藏ビも 云 ひ’ 降魔、 息 炎 等の 益を 與ふ るを 志願 W す、 其 身 相は 水 白色 1: して、 
白蓮 座に 座し、 左手に 施 無畏の 印を 結び、 右手に 月輪を 載せた る 連 華を 持つ 
VJ も、 又、 黑 紫色に して、 左手に 釣、 右手に 羯磨杵 W も あれ V」、 此像は 三 瓣寶を 持 
て り、 {五) 孔雀 背 1: 座す るは 西 位の 蓮華 虛空藏 にして、 其 本 地は 蓮華 部の 主 阿 
彌陀 如來な るが、 或は 之を 施 願 虛空藏 ビも云 ひ、 愛敬の 益を 授け* 西方 極樂 1: 
上品 上の 往生を 得せし むる 等を 誓願 W す、 其 身 相は 紅 波 利 色に して、 紫 蓮 座 
1: 座し、 合掌を 胸に 當 つる S も、 又、 赤色に して、 左手に 鈎、 右手に 大紅 蓮華 W も 
あれ. VJ, 此像は 右手に 如意 珠を 持てり、 經に は、 此五 菩薩の 各位に 梵天、 帝釋 、畑 
魔' 四天王 等の 一 或は 二を 配祀 して， 四十 種の 利益を 說け り、 

此五軀 、今は 觀智院 の 本尊なる が、 往昔、 安祥 寺の M 運 僧都 {西暦 七 九 八 年— 八 
七 一年) が 支那 長 安 (唐朝の 都 城に して 今の 陕西 府) 左 街の 靑龍 寺ょ b 將來せ 
しもの £ す、 惟 ふに、 靑龍 は、 曾て、 秘密 佛敎の 中心 して、 唐 帝の 保 謹 も淺か ふ 
ざり し大 寺な れば 、か、 る靈 像を 容易に 外人の 手に 渡す へき 理な けれ £、 慧 
運は 武宗 {西 曆八四 一年— 八 四 六 年) が 國 內の佛 寺を 廢毁 せし 時、 彼 地に 在. 〇 
しか ば、 其 機に 乘じ •特に 請 ふて 携へ歸 b しもの か、 其 相好の 温雅に して 而も 
端厳なる、 希腦 の影铿 を 受けた る、 西北 印度 美術の 神 髓を發 揮して、 殆ん V」 餘 
菹な きが 如し、 
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THE  WOODEN  IMAGE  OF  TTJ-PO  YAISRAVANA  (BI-SHA-MON). 

THE  SCULPTOR  UNKNOWN. 

(6  ft.  2  in,  in  height.) 

IN  THE  POSSESSION  OF  KYO-WO-GO-ZOKU-JI  (TOJI),  KY6TO. 

(COLLOTYPE.) 

Vaisravana  (Jap.  Bi-sha-mon)  is  the  first  of  the  four  regents  of  heaven  and  is  the  lord  of  the  Yakshas  (demigods)  whose  duty  it  is  to 
protect  the  eastern  region.  We  have  already  referred  to  him  in  No.  S  above,  the  four  Maharajas  of  Kai-dan-in.  He  is  Kuveca  (god  of 
wealth)  of  India. 

An  usual  description  of  Vaisravana  runs  as  follows  :  ."He  wears  a  grand  diadem  on  his  head.  His  angry  face,  deep  yellow  in  colour, 
indicates  his  function  as  the  subduer  of  devils.  He  hojlds  in  his  left  hand  a  small  jewel  pagoda  (stupa),  and  in  his  right  hand  a  jewel  sword. 
He  wears  an  armour  ornamented  with  a  celestial  robe  and  a  garland.”  When  we  compare  our  image  with  the  description  we  see  not  much 
difference  between  them.  The  ornaments  of  robe  and  garland  are  omitted  altogether  while  the  jevyel  sword  in  the  right  hand  is  substituted 
with  a  halberd.  Inside  the  small  pagoda  there  is  said  to  be  a  portion  of  the  sacred  relic  of  Sakyamuni.  He  stands  treading  on  a  pair  of 
Yakshas  (demigods)  and  between  them  a  female  shows  herself  safely  protected,  who  is  believed  to  be  the  mother  of  Vaisravana,  Mi-ja-ra 
(Sanskrit  unknown).0  '  Tu-po  }  is  said  to  be  the  place  where  he  has  once  appeared  but  it  is  by  no  means  certain  whether  it  is  the  name  of  a 
place  or  a  qualifying  word  of  Vaisravana.  '  Tu-po  ’  may  stand  for  stupa  which  he  holds  in  his  left  hand,  or  may  be  a  corrupted  form  of  ad- 
hipa  (lord)  as  he  is  known  as  ‘  Yakshadhipa,  lord  of  demigods. 

According  to  the  tradition  of  To-ji,  Taira-no-Masakado,  while  engaged  in  exciting  rebellion  in  019  A.D.,  ordered  the  image 
to  be  made  and  put  at  the  gate  Ra-jyo-mon  in  Kyoto,  and  when  the  gate  fell  down,  the  image  was  brought  over  to  To-ji  and  deposited  there. 
The  custom  of  putting  Vaisravana's  image  at  a  gate  or  in  a  tower  began  at  the  time  of  the  Emperor  Hueti-tsung  of  China  (742-755  A.D.)  when 
he  ordered  to  arrange  that  each  town  might  have  at  least  an  image  of  Vaisravana  in  it.  The  time  when  this  custom  was  introduced  to  Japan 
we  do  not  know.  In  any  case  it  seems  to  be  erroneous  to  assign  the  sculpture  to  the  time  of  Masakado. 

A  careful  inspection  of  the  bodily  form  and  the  coat  of  mail  leads  to  think  that  it  is  a  Chinese  origin  and  certainly  belongs  to  the 
peripd  of  the  Sui  and  Thang  dynasties  (6th  to  8th  centuries)  and  that  the  sculptor  has  been  more  or  less  influenced  by  the  Indian  sculpture  of 
or  before  that  lime. 

In  the  Ten-pyo  period  (8th  century)  which  is  the  climax  of  the  artistic  development  in  Japan,  our  image  may  have  served  as  a  model 
for  the  Buddhistic  sculptors  and  artists  and  we  now  produce  it  here  as  a  rare  and  precious  art-relic  of  a  romote  antiquity. 


覩跋 毘沙門天 木像 作者 不詳 

? 县 六尺 三寸) 

京都 眞言 宗 大本山 敎王護 國寺 {東 寺) 藏 

毗 沙門 天は 四天王の 第一に して、 北方 0 國 土を 守護す る藥 叉の 主神なる こ 
ビは 、戒 M 院 四天王 P I: 於て 述べし が 如し、 經に 頂上に 大寶 冠を 戴き、 深 黄色 
の 面に 忿怒 降魔の 相を 露し、 左の 定手に 寶 塔を 棒げ， 右の 慧手 に寶劎 を 持ち、 
身に 甲胄を 被む $、 天衣 瓔珞を 以て 莊嚴 すビ說 ける もの £、 此 像の 形相 £ を 
比較す るに、 寶劎 は、 寶稍 S な' 而 して 天衣 瓔 珞を缺 くの み、 寶塔 內に藏 する 
ものは 释迦牟 尼 佛の舍 利に して •其蹈 める ものは 二 個の 藥 叉、 雙趾の 間に あ 
る ものは 女 身に して、 此 天の 母密 閣羅 ならん S いふ、 觀踩 は此 天が 現 身せ る 
國の名 ど あれ V」、 或は 塔 又は 主を 表する 原語なる ベし ビの說 あ-^、 

寺傳 に據 るに、 天 慶二年 {西暦 九 三 九 年)、 平將門 反する や、 此像を 造 $ て 京都の 
羅 城門 上 (: 安置せ しを、 天 元 二 年 {西暦 九 七 九 年)、 門顦複 せし にょ 6 東 寺に 遷 
せ-^  £ あり. 城 樓に此 天を 崇祀 する こ £ は、 支那、 唐の 天寶 (西暦 七 四 二 年— 七 
五 五 年) の 制に 法 りたるものならん *>* 、之を天慶時代の作 ^ するは誤れ办、其 
體 格 及び 武裝に 由 b て考 ふるに、 恐らくは. 支那 隋唐の 間 {西暦 第 六、 七、 八 世紀} 
に 成 b、 作者は 多少の 影響を 西域の エ藝 ょ^' 受けた る ものな らん、 此像 の傳 
來は詳 なら ざれ V」、 我が 美術の 全盛 時 S 稱 せらる、 天平 時代 (西暦 第 八 世紀) 
には、 美術家の 模範 VJ もな ぅし ものなる ぺ し、 實に 稀世の 珍寶な b、 


*K.uvera's  mother  is  Idlvidi  bnt  as  his  father  is  Visravas,  mi-ja-ra  may  stand  for  Vikavasl. 
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SAKYAMUNI,  MANJUSEI  AND  SAMANTABHADRA  (THREE  KAKEMONOS). 

BY  WU  TAO-TSE  (JAP.  GO  DO-SHI.) 

(Coloured； 1.  4ft. 8 in.  x  2 ft. 4 in.  2 and 3.  aft. 8 in.  x  2ft.) 

IN  THE  POSSESSION  OF  TO-FUKU-JI,  KY6tO. 

(COLLOTYPE.) . 

A  short  account  of  the  life  of  Sakyamuni  and  of  the  miracles  wrought  by  two  Bodhi-sattvas  will  be  found  with  the  portraits  of  the  three 
saints  of  the  '  Dai-toku-ji*  temple  (above  No.  12),  and  is  here  omitted  altogether. 

Wu  Tao-Yuen,  styled  ‘  Tao-tse,’  of  the  Thang  dynasty  was  a  native  of  Yang-ti  in  Tung-king  (Ho-nan).  When  he  was  an  officer 

at  Hsia-kew  in  Yen-chou  (Shan-tung),  his  artistic  fame  reached  the  Emperor  Huen-tsung  (713-755  A.D.)  who  summoned  him  to  the  metropolis 

and  invested  him  with  a  high  office,  Nai-chao  po-shih  (Doctor  of  the  Inner  Teaching).  Thereupon  the  Emperor  ordered  him  not  to  paint  any 
more  without  an  Imperial  decree.  Sometime  after,  he  visited  those  places  in  Ssu-chuan  noted  for  their  sceneries  which  he  was  ordered  to 
paint  from  time  to  time.  His  productions  during  the  journey  are  said  to  have  been  much  admired  by  the  Emperor  and  the  painter  himself 

seems  to  have  acquired  many  happy  ideas  for  the  accomplishment  of  his  art;  the  taste  of  grandeur,  for  instance,  marks  his  paintings  after 

that  time.  He  introduced  a  reform  in  the  style  of  scenery-paintings,  thereby  rendering  a  great  service  for  the  advancement  of  Chinese  art. 
Buddhas,  deities,  human  figures  and  animals,  plants  and  trees  etc.,  that  were  painted  by  him,  were  generally  so  excellent  and  admirable  that 
he  was  revered  as  an  ‘  Inspired  Sage  of  Paintings.，  His  earlier  productions  are  marked  for  the  most  part  with  minuteness  while  those  of  later 
years  are  characterized  with  boldness,  and  especially  in  case  of  a  portrait  he  distinguished  himself  in  vividness  in  depicting  the  real  expression 
of  the  object  before  him.  His  colouring  was,  generally  speaking,  very  slight  but  it  comes  out  wonderfully  well  and  bright  through  his  un¬ 
surpassable  skill.  He  was  believed  in  China  to  be  the  incarnation  of  Chang  Seng-yu  of  the  Liang  dynasty  (6th  century  _A.D.)  who  was 
famous  for  portrait-painting  and  also  for  that  of  cloud,  dragon  or  landscape.  When  Tao-yuen  lived  in  Tung-king,  he  painted  the  various 
states  of  the  Buddhistic  hell.  Some  butchers  looking  at  it  were  horrified  and  instantly  gave  up  their  profession,  which  is  sinful,  according  to 
the  Buddhistic  point  of  view. 

The  pictures  presented  here  are  his  productions,  according  to  the  tradition  of  the  temple  To-fuku-ji.  After  an  inspection  one  would 
easily  acknowledge  the  correctness  of  the  tradition.  Some  pictures  that  have  been  passed  as  his  productions  are  abundant  but  they  are  inferior 
and  not  comparable  with  these  before  us.  Even  from  the  style  of  painting  and  the  quality  of  silk,  there  is  no  doubt  whatever  that  they  are 
by  the  painter  himself.  At  any  rate,  we  are  sure  that  they  can  only  be  produced  by  an  eminent  hand  equal'  to  Tao-yuen,  if  not  by  himself. 
Mark  especially  the  variety  of  designs  which  does  not  fail  to  display  the  spirit  of  the  pictorial  art  of  the  Thana  dvnasty.  In  painting  these 
portraits, )ie  might  have  entered  in  meditation  tg  concentrate  his  thoughts  before  he  actually  took  his  painting  brush,  for  such  is  a  preliminary 
process  often  takc.n  by  Buddhistic  painters.  His  style  was  followed  by  Kose  Kana-oka,  the  greatest  of  the  early  Buddhistic  artists  who 
flourished  in  the  age  of  Fuji-wara  (9th  century  A.D.)  and  succeeded  at  last  to  be  the  founder  of  a  native  school  of  painting  art.  The  three 
Kakemonos  here  produced  are  excellent  specimens  of  Tao-yuen’s  paintings  and  are  of  some  historical  importance. 


釋迦 文殊 普賢 騫像 三幅對 (絹本 着色) 傳 唐朝 吳道子 筆 

中、 釋迦 牟尼佛 左、 文殊 大士  右、 罾 賢大士 

(中幅、 ® 四 尺七寸 五分、 様 二 尺 四寸 三分， 左右 各 幅® 四 只 六寸 五分 楢 、二 尺) 

京都 東 山 臨濟宗 大本山 東 福寺藏 

释迦牟 尼 佛の略 傅、 及び、 文殊、 普賢の 二 大士が 法身の 菩薩に して、 其變化 所作 
の 種々 なるこ は、 紫 野 大徳 寺の 釋迦 三尊圖 に 於て 之を 記せり、 

支那、 唐朝の 吳 道元、 字は 道子ビ いひ， 東京 陽 S 河南 省) の 人な り、 初め 兗 州瑕邱 
(山 東 省) の 尉た b しが、 玄宗 皇帝 (西暦 七 一 三年— 七 五 五 年) 之を 帝都に 召し、 內敎 
博士を 授け、 且 、詔 あるに あら ざれば、 窬を 作る こビ 勿れ W 命せ り、 彼甞て 勅を 
奉じて、 萄遵 四川 省) 山河の 奇勝を 探 b、 其 風光を 描き、 玄宗 の爲め に 珍 賞 せら 
れしが 、支那の 山水 遜是ょ b  I 變 して. 頗る 最 趣の豐 富を 致せ bw 傳ふ 、彼が 
窬 ける 佛 •天、 人物、 鳥獸 、臺閣 、草木は 盡く一  ■世に 冠絶し、 百 代の 窬聖 たるに 耻ち 
す' 其 早 年の 作は、 行 筆 稍-細密な れ V」、 中年 以後の ものは 一® 落に して、 其 人物 肅 
の 如きは、 八面 生 意 あ り、又、其傅彩は濃厚ならす、墨痕中に微染を施すのみな 
れ V」、 殆ん V」 鎌 素を 脫 出す るの 妙 あ b, 梁 朝 (西 曆第六 世紀 (: 張僧繇 なる もの 
あ- 0.、人物、雲 1| 、山水窬の妙手を以て知られしが、道子もまた、此に長せしかば、 
彼が 後 身 W 稱 せらる、 曾て 東京に 在りて 地獄 變 相の 圖を窬 きしに、 屠沽の 徒、 
之を 見、 懼れて 其 業を 改めし もの も あ b し W いふ、 此に揭 ぐる 釋迦 等の 像は、 
寺傳に 彼が 霤 W する ものなる が、 其 運筆の 雄渾に して、 氣 品の 高尙な る、 觀る 
者を して、 覺えす 崇敬の 念を 生せ しむ、 世間、 彼の 作 w 稱 する も © 多 けれ V」、 曾 
て、 この 窬 幅に 比すべき ものな し* 且 、其窬 烤 及び、 練 質ょり 判す る も， 唐 代の 遺 
物なる こ W 疑な し. た*、 其 來歷詳 ならざる •か 爲め に、 彼が 作 W 斷言 する に躊 
躇 する 者 も あらんが、 果して 彼なら す W する も、 彼に 桔樟 する 程の 妙手に あ 
らざれ ば、 決して、 此に 至る 能は ざるは. 何人も 異論な き 所なる べし、 其 意匠 fi' 
變化に富み、佛身は活動を失はす、寫生の獒に陷るこ£なくして、筆々神に人 
る、 唐 代 美術の 精神を 發 揮して， 餘蘊な し w いふべ し、 盡 、彼が 釋迦を 寫すや 自 
ら華嚴 の 三昧に 入 り、 文殊、 普賢を 描く に當 b ては， 身、 まづ、 二 大士の 心地を 踏 
みて、 然る 後、 筆を 下せし & のな らん、 我 藤 原隊 代 (西暦 第 九 世紀) に當 b て崛起 
せる， 彼の 巨 勢 金 岡は、 實に 、吳道 子の 1S 法を 硏攒 して、 日本 粛の 開祖 S な るに 
至れるな b、 故に、 稀世の 珍寶を 世に 紹介す る VJ 共に、 日本 窬の來 由を 示さん 
S する に 當^ 'ては、 決して， 此窬を 欠く 可らざる な b、 
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KWAN-ON,  MONKEYS  AND  CRANE  (THREE  KAKEMONOS). 

BY  MU-CHI  (BOKKEI). 

(Each,  4  ft.  7  in.  x  3  ft.  2 in.) 

IN  THE  POSSESSION  OF  DAI-TOKTI-JI,  KYOTO. 

(COLLOTYPE.) 


popular  deity  in  China  and  Japan.  Avalokitesvara,  Manjusn, 
Amitayus.  But  sometimes  Kwan-on  and  Maha-sthana-prapta  : 
ma-kaya  (spiritual  body), 
would 


the  form  1 
Nos.  6  &  ii.) 
His  fingers,  thouj 
fear’).  As  circum 


name  three 

of  my  name  be  freed  from  sufferings ! 
among  Pretas, 
all  beings.  He  is  thus  an  ideal  Bodhi-sattva  of  the 
I  Japan,  while  the  name  Avalokitesvara 


not  to  merit  an  admiration  at 
not  sign  these  pictures,  some  n 
in  case  of  Kwan-on  and  the  t 


r  and  the  subjects. 


dynasty  (961-1278.  A.  D.).  He  is  celebrated 
subject,  if  he  only  wished  to  do  so.  He  was 
rough  and  irregular  often  disregard¬ 
distinguishing 
by  him.  The  graceful  and 
of  the  calligraphic 


: generally 
; before  us  are  a  brilliant  excep 
ted  that  they  were  not  by  him. 


power 


観音 猿鶴圖 三幅對 (絹本 墨書) 蜀僧 牧溪筆 

中、 白衣觀 世 音大 ± * 、 母子 猿 お、 ®. 鶴 

(各 幅® 四 尺 七 寸 ，楢 三尺 二寸四 分} 

京都 紫 野 臨濟宗 大本山 大徳 寺藏 

觀世 音の 梵語は、 阿 縛盧枳 多 伊 滋伐羅 なれば、 譯 して觀 自在 ビ いふ •か 至當な 
るに， 支那 舊譯 の經 論には， 舰世 音、 又は 略して、 覜音 S いへ. 〇、 此大士 は、 文殊、 彌 
勒 、淨名 VJ 共に， 無量 壽佛の 四 親近の 菩薩 ビ稱 せられ、 又 或 時は、 大勢 至 VJ 共に、 
無量 壽佛の 二 脇 士ビ稱 せらる、 盡 、法身の 菩薩な れば 、其應 現は 一なら す、 或は， 
佛 、天、 男、 女、 龍. 阿修羅 等の 三十 二種の 身を 示し-又、 菩薩 形に て も， 四十 種の 異容 
を 現じて、 群生を 度す る こ S あ b ビい ふ* この 圖は 白衣 觀 自在の 相に して、 其 
戴ける 寶 冠には、 無 最壽佛 の 像を 安置し、 袖 連の 雙手は •施 無畏の 印を 結べ. OV、 
この 大士の 願力 利益は、 其 現 相の 異なる に隨 ふて 1ならす、支那に譯傅する 
經呪 中には 之を 說 くこ w 區 々にして. 具 記し 難 けれ V 要するに、 大士 は、 衆生 
の 苦 海 1: 沈める もの， 三た び 我 名を 稱 せんに、 往きて 救は すん ば、 佛ビは 成ら 
じ V」 誓 ひ、 又、 衆生 我 名を 聞か ば、 苦を 離れ、 解脫を 得ん、 我は 地獄に 赴き-代.^ て 
苦を 受け、 或は. 畜生、 阿修羅、 餓鬼 等の 境界に 化して、 大悲 心を 以て、 其 有情を 度 
せん ビ云ふ 願を 立て、 之を 實 行し 給 ふ もの ビ說 きたれば、 支那、 日本、 西藏 等の 
大乘敎 徒は、 深く 之を 崇信 すれ V」、 南方の 小乘敎 徒は、 其 名 すら 知らす w いふ，」 
牧溪 、名は 法 常、 支那の 宋 (西 曆九六 三年— 一二 七 八 年) 時代に、 萄 (四川 省) に 生れ 
し 僧なる が、 龍. 虎、 猿、 鶴、 山水、 人物、 俱 に 意に 隨ひ 、墨を 點 じて、 之を 成す に、 妙なら 
ざるは なし £ 云へ 6,彼は禀性英爽、卓華不拘、頗る酒を嗜み、寒，暑，風、雨、如何な 
る 時 も、 常に 飲み、 醉へば 乃ち 眠 b- 覺むれ ば 乃ち 朗吟せ b ビ、 世間、 彼の 作と す 
る もの、 多くは 豪放磊落な るょ b、 或は、 彼の 窬は 淼惡 にして 古法な く、 雅玩に 
あらす£評するものあれざ、この圖幅の如きは、極めて謹嚴なり.若、蜀僧法常 
謹製の 款な くん ば、 別人の 作 £ せられん こ w 必せ 办、 大士が 慈眼を 垂れて、 群 
生 界を觀 察せる 顔面 S 態度は、 神韻 縹渺 w して' 渴 仰の 念を 起さし む！ S 中の 
猿、 鶴 また、 絕 えて 俗坌 を帶び t- M 健 中に 遵雅な る 所 あ $ て. 實 に 百世に 範た 
るに 足る を認 む、 
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